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第
四
款　

小
括

　

以
上
、
本
節
で
は
、
リ
ベ
ラ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
に
基
づ
く
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
理
論
と
、
サ
イ
バ
ー
時
代
に
お
け
る
そ
の
保
護
基

準
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
こ
こ
で
は
小
括
と
し
て
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
の
理
論
に
つ
い
て
簡
単
に
振
り
返
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

彼
の
議
論
の
そ
も
そ
も
の
出
発
点
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
（
ア
ト
ム
的
個
人
主
義
に
基
づ
く
）
過
剰
保
護
を
控
え
て
、
共
通
善
（
国
家
等

の
恣
意
に
根
差
す
の
で
は
な
く
、
わ
れ
わ
れ
の
、
と
い
う
意
味
で
の
公
共
の
安
全
、
公
衆
衛
生
）
を
達
成
し
つ
つ
、
そ
れ
に
伴
い
生
じ
得
る

私
的
選
択
の
抑
圧
に
つ
い
て
は
可
能
な
限
り
回
避
す
る
方
途
を
模
索
す
る
、と
い
う
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、個
人
が
適
切
に
識
別
さ
れ
、

そ
の
情
報
が
適
切
に
処
理
さ
れ
れ
ば
、安
全
や
公
衆
衛
生
は
劇
的
に
向
上
し
、そ
れ
に
伴
い
各
種
経
済
コ
ス
ト
も
劇
的
に
削
減
可
能
と
な
る
、

し
か
し
な
が
ら
そ
の
よ
う
な
情
報
の
利
活
用
は
、個
人
の
私
的
選
択
を
不
当
に
害
す
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
、と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
問
題
意
識
に
基
づ
く
彼
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
概
念
構
成
は
、
ア
メ
リ
カ
の
判
例
の
分
析
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
次

の
よ
う
に
、
あ
る
種
の
社
会
基
底
的
構
成
に
立
っ
て
い
る
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

第
一
に
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
、「
詮
索
の
免
除
に
関
す
る
社
会
的
認
可
を
受
け
た
領
域
」
と
定
義
す
る
。
こ
の
よ
う
な

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
観
念
は
、
個
人
が
そ
の
こ
と
に
つ
き
監
視
さ
れ
た
く
な
い
と
考
え
て
い
る
こ
と
を
社
会
が
信
頼
す
る
こ
と
を
根
拠
と
し
て
い

る
。
ま
た
、
第
二
に
、
彼
は
私
的
選
択
を
、「
社
会
の
無
関
心
ゆ
え
に
生
じ
る
個
人
（
あ
る
い
は
集
団
）
の
完
全
な
自
由
」
と
捉
え
る
。
そ

　
　

第
三
款　

エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
ら
の
主
張
の
小
括�

（
以
上
、
本
号
）

第
三
章　

若
干
の
考
察
─
─
情
報
の
サ
イ
バ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
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の
具
体
例
と
し
て
は
、
学
校
の
選
択
、
生
殖
に
関
す
る
選
択
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

つ
ま
り
、エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
の
枠
組
み
で
は
、善
の
重
要
部
分
す
な
わ
ち
共
有
さ
れ
る
中
心
価
値
に
つ
い
て
は
社
会
が
形
成
し
保
持
す
る
が
、

善
の
か
な
り
の
部
分
は
個
人
の
私
的
選
択
に
も
委
ね
る
と
い
う
形
を
と
る
。
た
だ
し
そ
れ
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
っ
て
十
分
な
透
明
性
が

保
証
さ
れ
る
限
り
に
お
い
て
、
と
い
う
限
定
が
付
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、（
キ
リ
ス
ト
教
右
派
等
の
）
社
会
保
守
主
義
者
は
、
前
者
の
権
能
も
後
者
の
権
能
も
そ
れ
ぞ
れ
最
小
化
し
よ
う
と
し
、（
リ

バ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
や
一
部
の
リ
ベ
ラ
ル
が
含
ま
れ
る
）
自
由
尊
重
主
義
者
は
、
前
者
の
み
な
ら
ず
後
者
を
も
最
大
化
し
よ
う
と
す
る
た
め
、

そ
の
概
念
上
の
区
別
は
双
方
に
と
っ
て
あ
ま
り
意
味
を
持
た
な
い
。
こ
の
二
つ
の
権
益
の
間
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
の
が
リ
ベ
ラ
ル
・
コ
ミ
ュ

ニ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
で
あ
り
、
そ
う
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
こ
の
二
つ
の
法
概
念
の
区
別
の
必
要
性
が
生
じ
る
と
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
は
考
え
て
い

る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
点
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
の
想
定
す
る
個
人
像
も
ま
た
、
リ
ベ
ラ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
は
注
記
さ

れ
て
よ
い
。
す
な
わ
ち
、
個
人
主
義
的
な
「
強
い
」
自
己
像
や
消
費
活
動
に
お
け
る
恣
意
的
な
選
好
の
想
定
は
現
実
的
で
は
な
く
、
個
人
は

社
会
に
構
造
化
さ
れ
、
そ
の
様
々
な
選
好
も
何
ら
か
の
形
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
共
同
決
定
的
な
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
重
視
す
る
べ
き

な
の
で
あ
る
。
そ
の
う
え
、
単
に
ア
ト
ム
的
自
己
像
を
否
定
し
、
社
会
化
さ
れ
た
自
己
像
を
肯
定
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
よ
り
積
極
的
に
、

個
人
は
ま
さ
に
そ
の
社
会
的
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
そ
、「
自
然
の
」
人
間
性
と
道
徳
性
の
潜
在
力
が
高
め
ら
れ
る
存
在
で
あ
る
と
捉
え

よ
う
と
い
う
意
図
が
、彼
の
見
解
に
は
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
発
想
に
立
つ
が
ゆ
え
に
、エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
の
想
定
す
る
私
的
選
択
は
、

ア
ト
ム
的
個
人
主
義
者
が
想
定
す
る
自
律
や
自
己
決
定
と
は
、
異
質
な
も
の
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
影
響
の
肯
定
的
評
価
に
も
一
定
の
限
界
が
あ
る
。
そ
の
バ
ラ
ン
ス
を
は
か
る
の
が
、（
個

人
の
）
自
律
と
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
）
秩
序
の
「
逆
転
共
生
」
と
い
う
発
想
で
あ
る
。
こ
の
共
生
関
係
の
下
で
は
、自
律
と
秩
序
の
結
合
は
、
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あ
る
程
度
ま
で
は
お
互
い
を
高
め
合
う
と
い
う
関
係
が
あ
り
、
一
方
の
構
成
物
が
優
勢
に
な
る
と
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
他
方
の
構
成
物
も
強

く
な
る
が
、
そ
の
ま
ま
ど
ち
ら
か
一
方
が
優
勢
に
な
り
す
ぎ
る
と
、
他
方
が
弱
体
化
し
、
つ
い
に
は
二
つ
の
構
成
物
の
働
き
が
反
目
す
る
よ

う
に
転
換
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
る
個
人
の
自
律
の
抑
圧
を
全
く
問
題
視
し
な
い
も

の
で
は
決
し
て
な
い
こ
と
に
も
、
留
意
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　

さ
て
、
前
述
の
よ
う
な
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
理
解
に
対
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
批
判
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

に
は
秘
匿
情
報
の
開
示
以
上
の
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
よ
う
な
構
成
は
概
念
と
し
て
狭
す
ぎ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
批

判
に
応
え
る
た
め
か
、
近
時
の
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
理
解
は
、
古
典
的
な
情
報
の
開
示
・
暴
露
の
み
を
問
題
と
す
る
も
の
で
は

な
く
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
の
考
え
方
の
変
化
を
支
え
る
の
は
、
次
の
よ
う
な
問
題
意
識
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
情
報
の
一
次
的
収
集
か

ら
二
次
的
利
活
用
へ
と
着
眼
点
を
移
行
す
る
必
要
性
が
あ
る
こ
と
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
に
お
け
る
「
住
宅
の
特
権
化
」
と
い
う
発
想
を
捨

て
去
る
必
要
性
が
あ
る
こ
と
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
ま
つ
わ
る
、「
公
」（
国
家
）
と
「
私
」（
市
場
）
の
領
域
の
曖
昧
化
を
踏
ま
え
る
必
要
が

あ
る
こ
と
、
以
上
の
三
点
で
あ
る
。

　

第
一
の
必
要
性
の
根
拠
は
、
情
報
の
二
次
的
利
活
用
の
活
発
化
と
悪
用
の
可
能
性
の
増
大
に
よ
り
、
情
報
の
一
次
的
収
集
・
利
用
に
関
す

る
人
々
の
「
同
意
」
の
意
義
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
に
求
め
ら
れ
る
。
第
二
の
必
要
性
の
根
拠
は
、「
住
宅
の
特
権
化
」
は
一
方
で
家
庭
内

暴
力
等
、
家
族
の
問
題
を
隠
蔽
し
、
他
方
で
住
宅
を
持
た
な
い
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
認
め
な
い
根
拠
と
な
っ
て
き
た
た
め
問
題
が
あ
る
こ

と
に
加
え
、
新
た
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
住
宅
の
中
で
あ
ろ
う
と
外
で
あ
ろ
う
と
関
係
な
く
情
報
を
収
集
す
る
た
め
、
問
題
が
一
層
複
雑
に
な
っ
て
い

る
こ
と
に
求
め
ら
れ
る
。
第
三
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
、
個
人
に
関
す
る
情
報
の
多
角
的
な
利
活
用
は
今
や
公
私
の
領
域
を
跨
っ
て
な
さ
れ

て
お
り
、
公
私
双
方
の
領
域
の
事
情
が
互
い
に
影
響
を
与
え
る
た
め
、
本
問
題
で
は
公
私
の
領
域
が
密
接
に
絡
ま
り
事
態
が
複
雑
化
し
て
い
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る
こ
と
か
ら
、
こ
の
二
領
域
の
絡
み
合
い
に
対
応
す
る
も
の
と
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
役
割
が
重
要
と
な
る
と
措
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

求
め
ら
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
問
題
意
識
に
支
え
ら
れ
る
、
サ
イ
バ
ー
時
代
に
お
け
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
基
準
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　

ⓐ
単
に
立
法
や
司
法
に
従
う
の
み
な
ら
ず
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
っ
て
共
有
さ
れ
た
社
会
的
価
値
を
も
反
映
す
べ
き
で
あ
る
情
報
の
「
セ

ン
シ
テ
ィ
ブ
さ
」、ⓑ
情
報
の
単
純
な
「
量
」
と
、情
報
の
種
類
を
示
す
「
帯
域
幅
」、二
つ
の
要
素
で
計
測
さ
れ
る
収
集
さ
れ
た
情
報
の
「
ボ

リ
ュ
ー
ム
」、ⓒ
情
報
の
蓄
積
、突
合
、分
析
、流
通
と
い
っ
た
、プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
情
報
の
自
動
処
理
の
程
度
を
示
す
「
サ
イ
バ
ー
ネ
ー
シ
ョ

ン
」、ⓓ
情
報
収
集
者
が
シ
ス
テ
ム
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
し
て
い
る
か
を
評
価
す
る（
サ
イ
バ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
補
足
的
要
素
と
し
て
の
）

「
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
」、
以
上
の
三
（
プ
ラ
ス
一
）
要
素
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
、
特
に
サ
イ
バ
ー
時
代
に
重
要
と
な
る
要
素
が
、
サ
イ
バ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
規
制
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
さ
ら
に
次
の
四
つ
の
規
制

に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
に
、
蓄
積
（
保
管
）
の
規
制
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ま
ず
、「
情
報
が
蓄
積
さ
れ
る
か
、
す
ぐ
に
消
去
さ

れ
る
か
」
の
判
定
を
し
、
も
し
情
報
が
蓄
積
さ
れ
て
い
た
ら
、「
情
報
が
保
持
さ
れ
る
時
間
の
長
さ
」
を
問
題
と
す
る
。
第
二
に
、
対
照
（
情

報
の
照
ら
し
合
わ
せ
、
突
合
）
の
規
制
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
リ
ン
ク
さ
れ
た
全
て
の
デ
ー
タ
を
一
つ
と
し
て
扱
い
、
情
報
の
集
積
に
制
限
を

課
す
も
の
で
あ
る
。
第
三
に
、
分
析
の
規
制
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ま
ず
、「
分
析
が
少
し
も
な
さ
れ
て
い
な
い
か
（
未
加
工
の
デ
ー
タ
の
単

な
る
使
用
な
の
か
）」
を
判
定
し
、
さ
ら
に
「
ど
れ
く
ら
い
の
、
ど
の
よ
う
な
種
類
の
新
し
い
情
報
が
分
析
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
か
」
を
評

価
す
る
も
の
で
あ
る
。
最
後
に
、
流
通
の
規
制
で
あ
る
。
こ
の
「
流
通
」
の
程
度
を
測
る
要
素
は
、
法
律
や
規
制
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
て
い

る
範
囲
、
共
有
さ
れ
て
い
る
情
報
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
、
そ
の
情
報
を
共
有
し
て
い
る
機
関
の
数
、
以
上
の
三
つ
で
あ
る
。

　

以
上
の
サ
イ
バ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
い
か
に
し
て
統
御
す
る
か
が
、今
日
で
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
に
と
っ
て
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
次
節
で
は
、
こ
の
サ
イ
バ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
侵
害
の
規
制
に
つ
い
て
、
よ
り
詳
細
に
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
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第
三
節　

サ
イ
バ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
侵
害
の
規
制

　

本
節
で
は
、
こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
理
解
を
前
提
と
し
て
、
そ
の
侵
害
を
い
か
に
規
制
し
て
い
く
か
、
具
体
的
な
保
護

の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
く
。

　

こ
の
点
、エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
は
、現
行
の
対
策
の
多
く
は
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
立
方
体
」（
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
さ
、ボ
リ
ュ
ー
ム
、サ
イ
バ
ー
ネ
ー

シ
ョ
ン
）
の
一
面
し
か
み
て
い
な
い
か
、
あ
る
い
は
、
サ
イ
バ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
蓄
積
か
、
分
析
か
、
流
通
の
う
ち
、
一
つ
し
か
み
て
お
ら

ず
、
サ
イ
バ
ー
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
体
系
的
な
理
論
を
提
供
し
て
い
な
い
と
批
判
す（

１
）る

。

　

現
代
の
実
情
に
即
し
た
規
制
に
お
い
て
重
要
だ
と
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
が
主
張
す
る
の
は
、
以
下
の
方
針
で
あ
る
。
第
一
に
、
一
次
的
な
ラ
イ

セ
ン
ス
と
二
次
的
利
活
用
の
規
制
の
逆
転
関
係
、
第
二
に
、
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
情
報
を
発
見
す
る
た
め
の
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
で
な
い
情
報
の
利

用
の
禁
止
、
第
三
に
、
公
私
の
区
別
を
超
え
る
（
た
め
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
役
割
が
重
要
と
な
る
）
こ
と
、
以
上
の
三
点
で
あ
る
。
こ
の

う
ち
、
第
三
の
も
の
に
つ
い
て
は
第
一
、
第
二
の
も
の
双
方
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
た
め
、
こ
こ
で
は
前
二
者
を
中
心
に
検
討
し
つ
つ
、

適
宜
第
三
の
点
に
つ
い
て
も
論
ず
る
こ
と
に
す
る
。

第
一
款　

一
次
的
な
ラ
イ
セ
ン
ス
と
二
次
的
利
活
用
の
規
制
の
逆
転
関
係

　

一
つ
目
の
鍵
と
な
る
原
則
は
、
法
制
度
は
個
人
に
関
す
る
情
報
の
最
初
の
ご
く
短
期
間
的
・
瞬
間
的
な
収
集
に
つ
い
て
は
よ
り
寛
容
に
対

応
し
つ
つ
、（
ａ
）
収
集
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
よ
り
制
限
す
る
よ
う
に
し
、（
ｂ
）
サ
イ
バ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
制
限
し
、
統
制
す
る
こ
と
で
、
情

報
の
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
さ
の
水
準
を
一
定
に
保
つ
と
い
う
こ
と
で
あ（

２
）る

。
つ
ま
り
、
一
次
的
な
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
さ
の
低
い
情
報
の
収
集
、
サ
イ
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バ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
許
容
範
囲
を
よ
り
広
く
認
め
る
べ
き
で
あ
り
、
処
理
の
結
果
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
さ
の
高
く
な
っ
た
情
報
の
扱

い
に
つ
い
て
は
、
よ
り
厳
格
な
制
限
を
、
両
者
の
中
間
で
は
、
そ
れ
に
対
応
し
た
中
程
度
の
保
護
を
与
え
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。

　

言
い
換
え
る
な
ら
ば
、
サ
イ
バ
ー
時
代
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
原
則
は
、
サ
イ
バ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
制
限
す
る
よ
う
効
果
的
に
機
能
し
て
い
る

法
制
度
と
、
規
制
の
枠
内
で
実
施
さ
れ
る
一
次
的
な
収
集
で
あ
れ
ば
よ
り
寛
容
に
対
応
す
る
べ
き
で
あ
り
、
も
し
そ
う
で
な
い
な
ら
ば
、
厳

格
に
対
処
す
べ
き
な
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
さ
ら
に
、
以
下
の
よ
う
に
も
い
え
る
。
す
な
わ
ち
、「
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
情
報
の
一
次
的
収

集
の
許
可
と
、
二
次
的
利
活
用
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
厳
格
さ
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
相
互
連
関
」
で
あ（

３
）る

。

　

こ
の
原
則
を
追
究
す
る
た
め
に
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
三
要
素
を
複
合
的
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

一　

複
合
的
検
討

　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
た
め
の
三
要
素
の
複
合
的
検
討
と
し
て
は
、
細
か
く
み
れ
ば
無
限
に
あ
り
得
る
と
も
い
え
る
が
、
お
お
よ
そ
の
組

み
合
わ
せ
と
し
て
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
は
次
の
よ
う
な
も
の
を
挙
げ（

４
）る

。

ⓐ
低
ボ
リ
ュ
ー
ム
、
低
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
さ
、
低
サ
イ
バ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン　
（
例
：
道
路
の
料
金
徴
収
所
）

ⓑ
低
な
い
し
高
ボ
リ
ュ
ー
ム
、
低
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
さ
、
低
サ
イ
バ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン　
（
例
：
通
話
記
録
の
収
集
）

ⓒ
低
ボ
リ
ュ
ー
ム
、
低
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
さ
、
高
サ
イ
バ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン　
（
例
：
消
費
財
の
購
入
）

ⓓ
低
ボ
リ
ュ
ー
ム
、
高
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
さ
、
低
サ
イ
バ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン　
（
例
：
空
港
の
身
体
検
査
）

ⓔ
高
ボ
リ
ュ
ー
ム
、
低
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
さ
、
高
サ
イ
バ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン　
（
例
：
ク
ラ
ウ
ド
の
情
報
）

ⓕ
高
ボ
リ
ュ
ー
ム
、
高
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
さ
、
低
サ
イ
バ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン　
（
例
：
健
康
に
関
す
る
記
録
）
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ⓖ
低
ボ
リ
ュ
ー
ム
、
高
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
さ
、
高
サ
イ
バ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン　
（
例
：
Ｃ
Ｉ
Ａ
の
工
作
員
名
の
リ
ー
ク
）

ⓗ
高
ボ
リ
ュ
ー
ム
、
高
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
さ
、
高
サ
イ
バ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン　
（
例
：
名
簿
屋
の
フ
ァ
イ
ル
の
売
却
）

　

こ
こ
で
は
、
こ
れ
ら
の
う
ち
、
以
下
の
四
場
面
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
す
な
わ
ち
、
ⓐ
低
ボ
リ
ュ
ー
ム
、
低
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
さ
、
サ
イ
バ
ー

ネ
ー
シ
ョ
ン
無
し
、
ⓑ
高
ボ
リ
ュ
ー
ム
、
低
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
さ
、
限
定
的
サ
イ
バ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
ⓔ
高
ボ
リ
ュ
ー
ム
、
低
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ

さ
、
高
サ
イ
バ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
ⓗ
高
ボ
リ
ュ
ー
ム
、
高
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
さ
、
サ
イ
バ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
制
限
必
須
、
の
各
場
面
で
あ
る
。

一
─
一　

低
ボ
リ
ュ
ー
ム
、
低
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
さ
、
サ
イ
バ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
無
し
の
場
合

　

エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
は
ま
ず
、
低
ボ
リ
ュ
ー
ム
、
低
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
さ
、
か
つ
サ
イ
バ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
い
な
い
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
情
報
の

収
集
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
共
通
善
の
レ
ベ
ル
で
は
、
許
容
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え（

５
）る

。
な
ぜ
な
ら
、
情
報
の
収
集
に
よ
る
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
へ
の
危
害
は
少
な
く
、
共
通
善
へ
の
貢
献
は
し
ば
し
ば
中
程
度
か
ら
高
い
レ
ベ
ル
ま
で
認
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
（
こ
こ
で
い
う
許
容

は
、
法
が
そ
れ
を
拒
絶
す
る
特
別
な
理
由
が
な
い
限
り
情
報
の
収
集
を
許
可
す
べ
き
だ
と
い
う
意
味
で
あ
る
）。

　

具
体
例
と
し
て
は
、
有
料
道
路
の
料
金
徴
収
所
、
自
動
車
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
、
警
官
の
装
着
用
小
型
カ
メ
ラ
、
空
港
の
荷
物
検
査
、

酒
気
検
査
器
、
一
般
的
な
交
通
取
締
、
ラ
ン
ダ
ム
の
義
務
的
薬
物
検
査
、
保
健
衛
生
安
全
調
査
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
注
意
す
べ
き
は
、
こ
れ

ら
の
例
の
す
べ
て
に
つ
い
て
、
市
民
派
リ
バ
タ
リ
ア
ン
（A

m
erican Civil Liberties U

nion, 

Ａ
Ｃ
Ｌ
Ｕ
）
は
反
対
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
あ（

６
）る

。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
多
く
の
事
案
に
お
い
て
、
概
し
て
サ
イ
バ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
起
こ
ら
な
い
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
、
以
上
の
よ
う
な
検
査
は
闇
業
者
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
は
な
く
、
情
報
収
集
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
技
術
的
な
制
限
が
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あ
っ
た
り
、
サ
イ
バ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
動
機
が
欠
け
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
必
ず
し
も
、
判
事
に
よ
る
権
限
授
与
が
な
い
か
ぎ

り
サ
イ
バ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
か
ら
そ
う
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。

　

た
だ
、
今
現
在
こ
の
よ
う
な
情
報
に
つ
い
て
サ
イ
バ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
て
い
な
い
の
は
、
習
慣
的
・
経
済
的
動
機
か
ら
で
あ
り
、

も
し
デ
ー
タ
・
ブ
ロ
ー
カ
ー
や
報
道
機
関
や
離
婚
専
門
弁
護
士
が
こ
の
よ
う
な
情
報
に
ア
ク
セ
ス
し
よ
う
と
し
た
ら
、
こ
れ
ら
の
動
機
は
簡

単
に
逆
転
し
て
し
ま
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
在
優
勢
な
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
理
論
に
起
因
す
る
典
型
的
な
立
法
や
判
決
は
、
こ
の
よ
う
な
情
報

の
二
次
的
な
利
用
を
防
止
す
る
す
べ
を
含
ま
な
い
。
そ
こ
で
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
は
、
収
集
さ
れ
た
情
報
は
最
初
の
使
用
の
後
、
あ
る
い
は
特

定
の
期
間
の
経
過
後
に
、
た
だ
ち
に
消
去
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
共
有
は
禁
止
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す（

７
）る

。

　

一
方
で
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
の
理
論
は
、
量
の
少
な
く
帯
域
幅
の
狭
い
情
報
で
あ
り
な
が
ら
、
共
通
善
（
公
共
の
安
全
、
公
衆
衛
生
）
に
決

定
的
な
貢
献
を
も
た
ら
す
行
政
的
な
安
全
検
査
の
広
範
な
類
型
を
承
認
す（

８
）る

。

　

例
え
ば
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
保
健
衛
生
検
査
が
こ
の
類
型
に
当
て
は
ま
る
。
ま
ず
、
保
健
衛
生
検
査
官
に
よ
っ
て
集
め
ら
れ
る
情
報
の
ボ

リ
ュ
ー
ム
は
少
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
よ
う
な
調
査
は
年
に
数
回
し
か
な
く
、
収
集
す
る
情
報
も
特
定
の
タ
イ
プ
の
も
の
の
み
だ
か
ら
で

あ
る
。
次
に
、
そ
の
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
さ
も
低
い
。
実
際
、
そ
の
情
報
の
多
く
は
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
最
後
に
、
レ

ス
ト
ラ
ン
が
食
品
衛
生
法
を
順
守
し
て
い
る
限
り
、
そ
の
情
報
の
サ
イ
バ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
も
必
要
で
は
な
い
。
仮
に
食
品
衛
生
法
に
違
反
し

て
い
た
と
す
る
と
、
そ
の
情
報
は
同
じ
レ
ス
ト
ラ
ン
に
お
け
る
他
の
保
健
衛
生
検
査
の
情
報
と
、
経
過
追
跡
の
た
め
に
サ
イ
バ
ー
ネ
ー
ト
さ

れ
は
す
る
。
し
か
し
、も
し
公
共
政
策
の
目
的
の
た
め
に
情
報
が
保
管
さ
れ
る
と
し
て
も
、そ
の
識
別
符
号
は
取
り
除
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
理
論
的
根
拠
づ
け
は
、こ
の
種
の
行
政
的
検
査
を
正
当
と
す
る
裁
判
所
の
多
数
の
異
な
る
理
由
づ
け
よ
り
も
、よ
り
一
貫
し
て
い
て
、

よ
り
シ
ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
で
、
よ
り
主
観
的
で
な
い
と
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
は
主
張
す（

９
）る

。

　

現
に
、
多
く
の
法
学
者
は
、
特
に
行
政
的
な
検
査
に
関
す
る
法
体
系
（jurisprudence

）
の
複
雑
性
に
つ
い
て
、「
支
離
滅
裂
」
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（incoherent

）、「
測
り
知
れ
な
い
」（abysm

al

）、「
内
容
が
な
い
」（devoid of content

）、「
概
念
上
及
び
理
論
上
の
困
惑
」（conceptual 

and doctrinal em
barrassm

ent

）、「
最
善
の
状
態
で
も
無
秩
序
」（chaotic at best

）
等
と
い
う
表
現
で
、
嘆
き
悲
し
ん
で
い

（
（1
（

る
。

　

し
か
し
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
の
観
点
で
は
、
少
な
く
と
も
そ
こ
ま
で
の
矛
盾
は
き
た
し
て
い
な
い
と
い
え
る
。

一
─
二　

高
ボ
リ
ュ
ー
ム
、
低
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
さ
、
限
定
的
サ
イ
バ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
場
合

　

エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
は
、
あ
る
人
物
に
関
す
る
、
長
期
間
に
わ
た
る
、
帯
域
幅
の
広
い
情
報
の
収
集
は
、
そ
の
情
報
の
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
さ
が
低

く
、
サ
イ
バ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
程
度
が
低
い
、
と
く
に
強
力
な
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
の
手
段
が
と
ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
許
容
さ
れ
る

べ
き
で
あ
る
と
す

（
（1
（

る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
が
限
定
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
場
面
と
し
て
具
体
例
を
挙
げ
る
な
ら
、
携
帯
電
話
の
位
置
情
報
の
追
跡
や
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
追
跡
装
置
の
長
期
間
の
使
用
等
が
挙
げ

ら
れ
よ
う
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
の
発
展
形
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
が
、
持
続
的
監
視
シ
ス
テ
ム
（Persistent Surveillance 

System
, 

Ｐ
Ｓ

（
（1
（

Ｓ
）
や
、
地
域
警
戒
シ
ス
テ
ム
（D

om
ain A

w
areness System

, 

Ｄ
Ａ

（
（1
（

Ｓ
）
で
あ

（
（1
（

る
。
こ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
は
、
ま
さ

に
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
構
想
の
中
核
を
な
す
技
術
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
こ
で
は
、
こ
れ
ら
二
つ
の
シ
ス
テ
ム
と
そ
れ
に
対
す
る
エ
ツ
ィ
オ
ー

ニ
の
評
価
を
検
討
し
て
い
く
。

　

Ｐ
Ｓ
Ｓ
は
、
軽
飛
行
機
に
超
高
解
像
度
カ
メ
ラ
を
取
り
付
け
て
上
空
か
ら
二
十
五
平
方
マ
イ
ル
（
約
六
十
四
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
を
監

視
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
そ
の
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
は
、
個
人
を
特
定
す
る
よ
う
な
情
報
を
拾
う
こ
と
が
な
い
た
め
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
侵

害
す
る
こ
と
な
く
監
視
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
点
に
あ
る
。
上
空
か
ら
の
監
視
は
従
来
の
監
視
シ
ス
テ
ム
と
は
違
い
、
対
象
地

域
の
す
べ
て
の
人
の
動
き
を
追
跡
す
る
こ
と
が
で
き
る
一
方
で
、
建
物
の
中
に
入
り
込
む
こ
と
や
個
人
特
定
に
つ
な
が
る
情
報
収
集
は
行
わ

な
い
た
め
、
取
締
り
を
強
化
し
つ
つ
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
の
可
能
性
を
少
な
く
で
き
る
と
い
う
。
同
シ
ス
テ
ム
は
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
ボ
ル
チ
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モ
ア
、
オ
ハ
イ
オ
州
デ
イ
ト
ン
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
コ
ン
プ
ト
ン
で
試
験
運
用
さ
れ
、
コ
ン
プ
ト
ン
で
は
実
際
に
ひ
っ
た
く
り
犯
の
足
取

り
を
追
う
こ
と
に
成
功
し
て
い

（
（1
（

る
。
ま
た
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
防
犯
目
的
の
地
域
監
視
だ
け
で
な
く
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
等
の
重
要
イ
ン
フ
ラ

や
被
災
地
の
被
害
状
況
の
確
認
等
へ
の
応
用
も
期
待
さ
れ
て
い

（
（1
（

る
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
の
検
討
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ

（
（1
（

る
。
こ
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
よ
っ
て
収
集
さ
れ
て
い
る
情

報
の
量
、
そ
の
帯
域
幅
、
サ
イ
バ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
程
度
は
、
料
金
徴
収
所
や
、
ス
ピ
ー
ド
カ
メ
ラ
等
と
い
っ
た
、
前
述
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の

シ
ス
テ
ム
よ
り
も
、
重
大
な
ま
で
に
高
い
。
し
か
し
、
そ
の
情
報
の
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
さ
は
、
比
較
的
低
い
と
い
え
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う

な
技
術
を
禁
止
す
べ
き
か
許
容
す
べ
き
か
を
区
別
す
る
主
た
る
変
数
は
、
収
集
そ
れ
自
体
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
サ
イ
バ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

の
水
準
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

一
方
の
Ｄ
Ａ
Ｓ
は
、
監
視
カ
メ
ラ
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
さ
せ
る
こ
と
で
、
必
要
な
地
域
の
映
像
を
、
七
千
個
に
及
ぶ
警
察
や
商
業
施
設
の

防
犯
カ
メ
ラ
や
、
パ
ト
カ
ー
の
車
載
カ
メ
ラ
の
映
像
か
ら
呼
び
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
特
徴
を
持

（
（1
（

つ
。
Ｄ
Ａ
Ｓ
の
詳
細
な
機
能
は
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
な
い
が
、
例
え
ば
、
赤
い
シ
ャ
ツ
を
着
た
人
間
だ
け
を
表
示
す
る
よ
う
に
指
示
す
れ
ば
、
全
て
の
監
視
カ
メ
ラ
か
ら
該
当
す

る
映
像
だ
け
を
抜
き
出
す
こ
と
等
が
可
能
で
あ
る
と
い

（
（1
（

う
。
道
路
上
や
警
察
車
両
に
取
り
付
け
ら
れ
た
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
読
み
取
り
装
置

か
ら
特
定
の
車
両
の
位
置
情
報
を
確
認
す
る
こ
と
も
で
き
、
車
両
の
位
置
情
報
は
過
去
数
カ
月
に
わ
た
っ
て
検
索
が
可
能
と
な
っ
て
い

（
（2
（

る
。

　

ま
た
、
Ｄ
Ａ
Ｓ
は
監
視
カ
メ
ラ
や
車
両
の
位
置
情
報
に
加
え
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
発
砲
を
示
唆
す
る
投
稿
や
過
去
の
犯
罪

デ
ー
タ
と
い
っ
た
様
々
な
情
報
ま
で
を
集
約
し
、
そ
の
情
報
を
犯
罪
の
種
類
等
で
分
類
し
た
う
え
で
、
犯
罪
捜
査
の
戦
略
指
令
室
の
画
面
上

に
映
し
出
し
て
管
理
で
き
る
よ
う
に
も
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
指
令
室
で
は
Ｄ
Ａ
Ｓ
を
使
い
、
複
数
の
事
件
の
関
連
性
や
ギ
ャ
ン
グ

の
活
動
に
関
す
る
調
査
を
行
っ
た
り
、
事
件
が
発
生
し
そ
う
な
地
域
に
は
事
前
に
パ
ト
カ
ー
を
巡
回
さ
せ
る
等
、
様
々
な
犯
罪
の
取
締
り
を

進
め
る
こ
と
と
な

（
（2
（

る
。
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エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
の
理
論
は
、
こ
の
技
術
に
対
し
て
も
、
Ｐ
Ｓ
Ｓ
の
ケ
ー
ス
と
同
じ
結
論
に
至
る
。
た
だ
、
Ｄ
Ａ
Ｓ
と
Ｐ
Ｓ
Ｓ
の
主
た
る
違

い
と
し
て
は
、Ｄ
Ａ
Ｓ
の
ほ
う
が
収
集
さ
れ
た
情
報
の
量
と
帯
域
幅
が
か
な
り
大
き
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、決
定
的
な
変
数
は
、

情
報
が
不
当
に
共
有
さ
れ
た
り
濫
用
さ
れ
た
り
す
る
サ
イ
バ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
、
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
の
手
段
が
適
切
に
制
限
し
て
い
る

か
、
と
い
う
こ
と
に
な

（
（2
（

る
。

　

ま
と
め
る
と
、
高
ボ
リ
ュ
ー
ム
、
低
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
さ
、
限
定
的
サ
イ
バ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
場
合
の
う
ち
、
収
集
す
る
情
報
の
セ
ン
シ
テ
ィ

ブ
さ
が
比
較
的
低
い
場
合
は
、
サ
イ
バ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
程
度
に
着
目
す
る
こ
と
に
な
る
。
か
か
る
サ
イ
バ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
範
囲
、
性
質

が
限
定
的
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
利
活
用
は
許
容
さ
れ
る
べ
き
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
対
し
、
利
活
用
す
る
情
報
の
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ

さ
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
程
度
が
─
─
高
ボ
リ
ュ
ー
ム
、
低
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
さ
、
限
定
的
サ
イ
バ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
場
合
の
な
か
で
も
─
─
よ
り

高
度
な
シ
ス
テ
ム
を
活
用
す
る
場
合
は
、
サ
イ
バ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
統
御
す
る
た
め
に
求
め
ら
れ
る
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
の
程
度
が
、
よ

り
高
水
準
に
な
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

一
─
三　

高
ボ
リ
ュ
ー
ム
、
低
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
さ
、
高
サ
イ
バ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
場
合

　

ま
た
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
は
、
裁
判
所
が
二
次
的
な
使
用
よ
り
も
一
次
的
な
収
集
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
驚
く
ほ
ど
量

（quantity

）
が
多
く
、
帯
域
幅
も
広
い
、
高
度
に
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
か
つ
非
常
に
サ
イ
バ
ー
ネ
ー
ト
さ
れ
た
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
情
報
を
、
法
の

執
行
に
よ
り
収
集
し
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
と
い

（
（2
（

う
。
そ
し
て
そ
れ
が
、
い
わ
ゆ
る
ド
ロ
ー

（
（2
（

ン
の
使
用
が
増
え
て
い

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
複
雑
な
問
題
と
な
る
と
い
う
。

　

例
え
ば
、
現
在
ア
メ
リ
カ
で
は
、
各
警
察
機
関
が
ド
ロ
ー
ン
の
実
用
化
に
向
け
た
テ
ス
ト
を
重
ね
て
い
る
状
況
に
あ

（
（2
（

る
。
そ
し
て
、
少
し

ず
つ
で
は
あ
る
も
の
の
様
々
な
取
り
組
み
が
出
て
き
て
お
り
、
二
〇
一
五
年
五
月
に
は
湿
地
帯
に
逃
げ
込
ん
だ
被
疑
者
を
、
警
察
が
消
防
署
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か
ら
借
り
た
ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
て
捜
索
に
当
た
っ

（
（2
（

た
。
ま
た
、
二
〇
一
五
年
八
月
に
は
ノ
ー
ス
ダ
コ
タ
州
が
初
め
て
非
致
死
性
の
武
器
で

あ
れ
ば
ド
ロ
ー
ン
に
搭
載
す
る
こ
と
を
承
認
す
る
法
案
を
可
決
さ
せ
る
等
、
ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
た
犯
罪
の
取
締
り
に
向
け
た
動
き
が
進
ん
で

い
（
（2
（

る
。

　

他
方
で
、ド
ロ
ー
ン
は
商
用
利
用
に
関
す
る
議
論
も
盛
ん
で
あ
る
。例
え
ば
大
手
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
会
社
ア
マ
ゾ
ン（A

m
azon

）

社
は
、
自
社
の
販
売
商
品
の
配
達
を
、
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
て
行
う
計
画
を
発
表
し
て
い

（
（2
（

る
。
ま
た
、
Ｇ
Ｅ
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
（
ゼ
ネ
ラ

ル
・
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
社
が
設
立
し
た
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
）
が
二
〇
一
四
年
一
一
月
に
ド
ロ
ー
ン
技
術
の
開
発
を
手
掛
け
る
米

A
irw

are

社
へ
出
資
し
て
い

（
（2
（

る
。
そ
し
て
翌
二
〇
一
五
年
四
月
に
は
、同
社
が
開
発
し
た
最
新
の
商
用
ド
ロ
ー
ン
の
運
航
管
理
シ
ス
テ
ム『
航

空
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
Ａ
Ｉ
Ｐ
）』
の
採
用
を
決
定
し
、
Ｇ
Ｅ
の
顧
客
向
け
に
ド
ロ
ー
ン
を
利
用
し
た
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
開
発
し

て
い
る
と
い

（
（3
（

う
。

　

こ
の
よ
う
な
ド
ロ
ー
ン
の
利
用
に
つ
い
て
、
例
え
ば
、
ジ
ョ
ー
ン
ズ
判
決
の
結
論
を
当
て
は
め
る
と
、
ド
ロ
ー
ン
は
大
量
の
情
報
を
収
集

し
て
い
る
た
め
に
、
少
な
く
と
も
警
察
に
よ
る
使
用
に
つ
い
て
は
第
四
修
正
に
い
う
捜
索
を
構
成
し
う
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

こ
れ
に
対
し
て
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
は
さ
ら
に
、
ド
ロ
ー
ン
が
収
集
す
る
情
報
が
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
る
情
報
よ
り
も
ず
っ
と
帯
域

幅
が
広
い
こ
と
に
も
着
目
す

（
（3
（

る
。
そ
の
た
め
、
彼
は
ド
ロ
ー
ン
の
よ
う
な
、
収
集
す
る
情
報
の
量
が
多
く
帯
域
幅
も
か
な
り
の
も
の
に
な
る

場
合
は
、
た
と
え
そ
の
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
さ
が
低
か
っ
た
と
し
て
も
、
サ
イ
バ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
程
度
が
制
限
さ
れ
て
い
る
場
合
に
の
み
許
可

さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す

（
（3
（

る
。

一
─
四　

高
ボ
リ
ュ
ー
ム
、
高
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
さ
、
サ
イ
バ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
制
限
必
須
の
場
合

　

エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
に
よ
る
と
、
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
さ
の
程
度
が
非
常
に
高
い
場
合
は
、
説
得
力
の
あ
る
共
通
善
（public interest

）
の
要
請



サイバー時代におけるプライバシーの法理論（５）

北法69（2・89）295

が
な
い
限
り
、
収
集
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な

（
（3
（

る
。
し
か
し
こ
こ
で
も
ま
た
、
主
た
る
問
題
は
収
集
そ
れ
自
体
と
い
う
よ

り
も
、
サ
イ
バ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
制
限
な
の
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、
こ
の
よ
う
な
情
報
を
抱
え
て
い
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
へ
の
攻
撃
が
非
常
に
ま
れ
で
あ
り
、
そ
の
侵
害
に
よ
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の

実
害
の
発
生
が
限
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
情
報
に
つ
い
て
か
な
り
の
程
度
収
集
さ
れ
て
い
て
も
、
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ

リ
テ
ィ
が
強
力
な
場
合
は
そ
の
利
用
は
許
容
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い

（
（3
（

る
。
一
方
で
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
た
び
た
び
攻

撃
を
受
け
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の
実
害
が
発
生
し
て
い
る
場
合
は
、
何
ら
か
の
責
任
を
負
う
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な

（
（3
（

る
。

　

こ
の
点
、
後
者
の
よ
う
な
問
題
が
発
生
す
る
た
び
に
、
こ
の
よ
う
な
情
報
収
集
を
完
全
に
撤
廃
で
き
な
い
に
し
て
も
大
幅
に
制
限
す
べ
き

で
あ
る
と
主
張
す
る
者
が
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
彼
ら
の
主
張
の
根
拠
づ
け
は
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
と
は
異
な
り
、「
政
府
を
信
頼
す
べ
き

で
は
な
い
」
と
い
う
感
覚
が
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
で
あ
る
。
例
え
ば
多
く
の
市
民
派
リ
バ
タ
リ
ア
ン
は
、
仮
に
現
在
の
政
府

は
信
用
に
値
し
て
も
、
将
来
の
政
府
は
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
濫
用
す
る
か
も
し
れ
な
い
た
め
、
こ
の
よ
う
な
収
集
や
保
管
が
起
き
な

い
な
ら
ば
、
そ
れ
が
最
善
で
あ
る
と
主
張
す

（
（3
（

る
。

　

一
方
で
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
の
依
拠
す
る
リ
ベ
ラ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
個
人
の
権
利
（
こ
こ
で
は
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
権
）
と
、
共
通
善
（
こ
こ
で
は
公
共
の
安
全
、
公
衆
衛
生
）
と
い
う
二
つ
の
核
心
的
価
値
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
。
な
ぜ
な
ら
、
伝
染
病

の
発
生
や
他
の
何
ら
か
の
脅
威
に
面
し
て
共
通
善
へ
の
よ
り
高
度
な
要
請
が
あ
る
社
会
は
、
共
通
善
へ
の
要
請
が
低
い
か
、
あ
る
い
は
減
ら

す
必
要
の
あ
る
社
会
よ
り
も
、
個
人
の
自
由
へ
の
介
入
が
多
か
れ
少
な
か
れ
許
さ
れ
得
る
か
ら
で
あ
る
と
い

（
（3
（

う
。
し
か
し
な
が
ら
留
意
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
個
人
の
権
利
と
共
通
善
の
調
整
に
関
す
る
分
析
は
、
歴
史
に
お
け
る
特
定
の
状
況
に
お
け
る
所
与
の
社
会
に
お
い

て
共
通
善
が
必
要
と
す
る
貢
献
を
、
具
体
的
に
説
明
す
る
こ
と
な
し
に
は
終
わ
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

（
（3
（

る
。

　

例
え
ば
現
在
の
例
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
多
く
の
犯
罪
が
未
解
決
の
ま
ま
で
あ
り
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
そ
の
よ
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う
な
未
解
決
事
件
の
増
加
を
食
い
止
め
る
こ
と
に
役
立
つ
な
ら
ば
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
ィ
テ
ィ
の
手
段
を
と
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
但
し
書
き
を
伴
い
つ
つ
も
、
維
持
な
い
し
拡
張
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
は
い

（
（3
（

う
。

　

将
来
の
政
府
に
そ
の
よ
う
な
防
護
措
置
を
取
り
払
わ
れ
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
情
報
を
濫
用
さ
れ
る
こ
と
に
不
安
を
感
じ
る
者
も
い
よ
う
。

し
か
し
こ
の
よ
う
な
将
来
の
政
府
に
よ
る
抑
圧
と
い
う
問
題
に
取
り
組
む
最
善
の
方
法
は
、情
報
の
収
集
や
保
管
を
や
め
る
こ
と
で
は
な
く
、

市
民
社
会
（civil society

）
や
公
衆
教
育
（public education

）、そ
し
て
自
由
結
社
（voluntary association

）
の
基
礎
を
築
く
こ
と
や
、

共
通
善
が
提
供
さ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
こ
と
で
あ

（
（4
（

る
。
な
ぜ
な
ら
、
民
主
主
義
へ
の
最
大
の
脅
威
は
、
歴
史
的
に
は
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の

濫
用
か
ら
で
は
な
く
、
暴
力
的
な
犯
罪
や
、
内
戦
、
外
敵
か
ら
現
行
の
政
府
が
人
々
を
適
切
に
保
護
し
て
い
な
い
と
し
て
恐
慌
状
態
に
陥
っ

た
人
々
が
、
よ
り
強
力
な
権
威
を
求
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
は
、
情
報
の
利
活
用
と
そ
の
管
理
を
適
切
に
お
こ
な
っ
て
共
通
善
へ
の
貢
献
を
引
き
出
し
つ
つ
、
公
と

私
と
市
民
社
会
、
こ
れ
ら
三
つ
の
領
域
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
こ
と
で
、
そ
の
濫
用
を
防
止
す
る
こ
と
を
目
論
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、近
時
の
例
と
し
て
、家
庭
用
ロ
ボ
ッ
ト
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
も
議
論
に
な
り
始
め
て
い
る
。
ラ
イ
ア
ン
・
カ
ロ（Ryan Calo

）は
、

（
Ａ
Ｉ
搭
載
型
）
ロ
ボ
ッ
ト
が
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
与
え
る
影
響
を
次
の
よ
う
に
懸
念
す

（
（4
（

る
。

　

ロ
ボ
ッ
ト
が
家
庭
内
に
進
出
し
、（
利
用
者
の
様
々
な
選
好
の
み
な
ら
ず
、
表
情
、
仕
草
、
音
声
、
何
ら
か
の
癖
等
）
心
理
的
な
情
報
を

蓄
積
す
る
こ
と
で
、
新
種
の
極
め
て
機
微
な
パ
ー
ソ
ナ
ル
情
報
を
生
み
出
す
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
、
こ
の
よ
う
な
情
報
が
高
度
に
処
理
さ

れ
た
場
合
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
の
程
度
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
法
的
保
護
の
限
界
と
し

て
、
家
庭
内
ロ
ボ
ッ
ト
は
一
家
の
主
人
に
よ
っ
て
招
待
さ
れ
て
い
る
が
た
め
に
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
情
報
の
取
扱
い
に
つ
い
て
の
本
人
へ
の
通
知

と
同
意
が
あ
る
こ
と
に
な
り
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
の
主
張
が
封
じ
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
懸
念
に
つ
い
て
も
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
の
枠
組
み
に
よ
れ
ば
、
サ
イ
バ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
統
御
で
対
応
可
能
だ
と
考
え
る
こ
と
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と
な
ろ
う
。
現
に
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
は
近
時
の
論
考
に
お
い
て
、
家
庭
内
に
お
い
て
子
供
や
高
齢
者
を
見
守
る
ロ
ボ
ッ
ト
を
活
用
す
る
こ
と

そ
れ
は
自
体
に
つ
い
て
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
懸
念
は
あ
る
も
の
の
、
積
極
的
な
姿
勢
を
み
せ
て
い

（
（4
（

る
。

二　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
三
（
プ
ラ
ス
一
）
要
素
保
護
の
具
体
的
方
策

　

以
上
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
の
主
張
す
る
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
三
要
素
の
相
関
的
な
保
護
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
き
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
よ

う
な
保
護
を
実
効
化
す
る
、
具
体
的
な
規
制
手
法
に
関
す
る
議
論
を
み
て
い
く
。
す
な
わ
ち
、
情
報
の
最
小
化
、
特
定
期
間
経
過
後
の
情
報

の
消
去
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
禁
止
、
管
理
シ
ス
テ
ム
へ
の
暗
号
化
等
の
導
入
、
技
術
の
発
展
に
よ
る
「
再
調
整
」、
再
識
別
化
や
非
匿
名
化
へ

の
対
策
、
以
上
の
各
手
法
で
あ
る
。

二
─
一　

情
報
の
最
小
化

　

最
小
化
は
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
問
題
に
関
す
る
一
つ
の
手
法
で
あ

（
（4
（

る
。
こ
れ
は
ジ
ョ
ー
ン
ズ
判
決
と
モ
ザ
イ
ク
理
論
に
関
す
る
ピ
ー
タ
ー
・
Ｐ
・

ス
ワ
イ
ヤ
ー
（Peter P. Sw

ire

）
の
論
考
に
お
い
て
主
張
さ
れ
た
も
の
で
あ

（
（4
（

る
。

　

例
え
ば
、
Ｆ
Ｂ
Ｉ
が
電
話
を
盗
聴
す
る
際
、
令
状
で
許
可
さ
れ
た
も
の
よ
り
も
期
間
が
延
長
さ
れ
た
捜
査
で
あ
っ
て
も
、
捜
査
に
関
係
の

な
い
会
話
は
聞
く
の
を
や
め
た
り
、
調
査
と
関
係
が
な
い
と
判
明
し
た
通
信
部
分
を
特
別
に
処
理
し
て
隠
し
た
り
す
れ
ば
、
私
事
へ
の
侵
入

の
程
度
が
軽
減
さ
れ
る
と
す
る
。

　

こ
の
点
、
こ
の
ル
ー
ル
を
理
論
に
組
み
入
れ
る
た
め
に
は
、
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
さ
の
高
く
な
い
情
報
に
つ
い
て
は
、
こ
の
手
法
は
必
要
で
は

な
い
と
す
る
べ
き
で
あ
る
と
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
は
主
張
す

（
（4
（

る
。
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二
─
二　

特
定
期
間
経
過
後
の
情
報
の
消
去

　

次
に
、
特
定
期
間
経
過
後
の
情
報
の
消
去
が
挙
げ
ら
れ
る
。
例
と
し
て
は
、
監
視
カ
メ
ラ
の
デ
ー
タ
を
、
例
え
ば
一
週
間
後
に
消
去
す
る

こ
と
等
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
実
際
は
経
済
的
な
要
請
に
よ
り
実
施
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
が
、
法
的
措
置
と
す
る
こ
と
も
考
え
る
べ
き
で
あ

る
（
例
え
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
「
忘
れ
ら
れ
る
権
利
」
が
参
考
に
な
る
）
と
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
は
主
張
す

（
（4
（

る
。

　

こ
の
点
、
犯
罪
や
テ
ロ
リ
ズ
ム
の
対
策
の
た
め
に
も
、
一
定
期
間
デ
ー
タ
を
保
管
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
公
共
の
利
益
は
存
在
す
る
が
、

Ｄ
Ａ
Ｓ
の
よ
う
な
、
ビ
デ
オ
の
情
報
を
サ
イ
バ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
に
統
合
す
る
状
況
で
は
、
サ
イ
バ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
程
度
が
高
い

た
め
、
一
定
期
間
デ
ー
タ
を
保
管
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
す

（
（4
（

る
。

　

一
方
で
、
地
域
の
私
的
な
監
視
カ
メ
ラ
に
つ
い
て
は
、
文
脈
に
沿
っ
た
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
料
金
徴
収
所
や
ス
ピ
ー
ド
カ

メ
ラ
等
の
情
報
の
帯
域
幅
は
非
常
に
狭
い
が
、
監
視
カ
メ
ラ
の
所
有
者
は
そ
の
情
報
を
長
期
間
保
存
し
、
サ
イ
バ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム

に
結
合
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ

（
（4
（

る
。

　

ま
た
、
個
人
の
携
帯
電
話
の
位
置
情
報
等
の
扱
い
に
つ
い
て
も
、
車
が
入
れ
な
い
場
所
や
、
監
視
カ
メ
ラ
が
追
え
な
い
場
所
に
ま
で
入
り

う
る
た
め
、
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
位
置
情
報
等
を
含
ん
だ
り
、
か
な
り
の
量
に
な
り
う
る
。
よ
っ
て
、
こ
れ
も
文
脈
に
沿
っ
た
検
討
が
必
要
と

な
（
（4
（

る
。

　

最
後
に
、
以
上
の
対
応
策
に
つ
い
て
は
、
技
術
の
発
展
に
合
わ
せ
た
定
期
的
な
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
。

二
─
三　

デ
ジ
タ
ル
化
の
禁
止

　

デ
ジ
タ
ル
化
の
禁
止
（
例
え
ば
、紙
媒
体
の
使
用
の
義
務
化
）
も
、今
日
に
お
い
て
は
、逆
に
重
要
と
な
っ
て
く
る
対
策
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。

　

例
え
ば
、ア
ル
コ
ー
ル
・
タ
バ
コ
・
火
器
及
び
爆
発
物
取
締
局
（Bureau of A

lcohol, T
obacco, Firearm

s and Explosives, 

Ａ
Ｔ
Ｆ
）
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が
人
々
の
背
景
情
報
の
チ
ェ
ッ
ク
の
た
め
に
色
々
な
情
報
を
収
集
す
る
際
に
、
火
器
に
関
す
る
情
報
を
電
子
化
す
る
こ
と
を
、
議
会
が
防
止

し
て
い
る
。
ま
た
、
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
禁
止
に
関
す
る
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
法
で
規
定
さ
れ
る
、
二
万
八
千
名
の
行
政
部
門
の
職
員
が
自
身
の
財

産
状
況
に
関
す
る
情
報
開
示
を
「
オ
ン
ラ
イ
ン
で
調
査
可
能
で
、
蓄
積
可
能
で
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
な
状
態
で
入
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
す
る
義
務
を
免
責
す
る
た
め
に
、
二
〇
一
三
年
に
改
正
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
点
、後
者
の
例
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、現
在
機
能
し
て
い
る
全
て
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
法
案
が
妥
当
で
あ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、

そ
の
う
ち
の
い
く
つ
か
は
効
果
を
高
め
る
よ
り
も
規
模
を
縮
小
す
る
こ
と
が
最
善
の
策
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
う
る
こ
と
に
留
意
が
必
要
で
あ

る
と
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
は
い

（
（5
（

う
。

　

ま
た
、
逮
捕
歴
の
サ
イ
バ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
も
、
重
要
な
問
題
と
な
る
。

　

逮
捕
歴
は
、
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
情
報
と
み
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
一
方
、
共
通
善
と
の
兼
ね
合
い
か
ら
、
実
際
は
そ
う
で
は
な
い
要
素
も

強
い
。
例
え
ば
、
性
犯
罪
の
前
科
等
が
、
そ
の
典
型
と
し
て
挙
げ
ら
れ
よ

（
（5
（

う
。

　

こ
の
点
、
こ
の
記
録
は
、
逮
捕
後
無
罪
で
釈
放
さ
れ
た
人
々
に
と
っ
て
は
、
紙
媒
体
の
状
態
で
あ
れ
ば
そ
の
評
価
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
は
限
ら

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
サ
イ
バ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
と
な
る
と
、
よ
り
重
大
な
問
題
と
な
る
。
そ
の
た
め
、
こ
こ
で
は
、
少
な
く
と
も
結

果
的
に
は
無
罪
と
な
っ
た
人
の
逮
捕
歴
に
つ
い
て
は
、
一
定
期
間
の
後
に
、
警
察
の
職
員
に
限
っ
て
使
用
可
能
と
な
る
と
す
る
べ
き
で
あ
る

と
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
は
主
張
す

（
（5
（

る
。つ
ま
り
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
関
連
情
報
に
つ
い
て
も
、あ
る
程
度
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。

二
─
四　

管
理
シ
ス
テ
ム
へ
の
暗
号
化
等
の
導
入

　

管
理
シ
ス
テ
ム
へ
の
暗
号
化
、監
査
証
跡
（audit trail, 

情
報
シ
ス
テ
ム
の
処
理
内
容
や
プ
ロ
セ
ス
を
追
跡
す
る
た
め
に
、時
系
列
に
沿
っ

て
保
存
さ
れ
た
記
録
）
の
導
入
も
重
要
な
手
段
で
あ
る
。
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ク
ラ
ウ
ド
を
含
む
多
く
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
に
は
そ
の
デ
ー
タ
を
暗
号
化
し
、
監
査
証
跡
を
導
入
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
必
ず
し
も
現
に
あ
る
す
べ
て
の
シ
ス
テ
ム
が
、
こ
の
よ
う
な
対
策
を
十
全
に
と
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
、

サ
イ
バ
ー
時
代
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
理
論
に
お
い
て
は
、
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
情
報
を
扱
う
全
て
の
デ
ー
タ
・
バ
ン
ク
が
デ
ー
タ
を
暗
号
化
し
、

少
な
く
と
も
、
初
歩
的
な
監
査
証
跡
を
導
入
す
べ
き
で
あ
る
と
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
は
主
張
す

（
（5
（

る
。

二
─
五　

技
術
の
発
展
に
よ
る
「
再
調
整
」

　

科
学
技
術
の
発
展
は
、
本
質
的
で
は
な
い
が
非
常
に
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
情
報
を
遮
蔽
し
て
、
知
る
必
要
の
あ
る
情
報
を
集
め
る
た
め
の
再

調
整
（recalibrate

）
を
可
能
に
す
る
。

　

例
え
ば
、
警
察
は
有
罪
と
な
っ
た
犯
罪
者
や
逮
捕
さ
れ
た
個
人
か
ら
Ｄ
Ｎ
Ａ
サ
ン
プ
ル
を
採
取
す
る
と
き
、
Ｆ
Ｂ
Ｉ
の
分
析
官
が
、
Ｄ
Ｎ

Ａ
の
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
を
い
わ
ゆ
る
「
ジ
ャ
ン
ク
Ｄ
Ｎ

（
（5
（

Ａ
」
を
使
っ
て
作
成
す
る
。

　

な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
は
、
何
ら
か
の
既
知
の
肉
体
的
あ
る
い
は
医
療
上
の
特
徴
で
は
な
い
た
め
、
理
論
的
に
は
私
事
へ
の
侵
入
の
度
合
い
が

非
常
に
低
い
か
ら
で
あ
る
。

　

ま
た
、「
遺
伝
指

（
（5
（

紋
」
を
国
家
機
関
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
保
存
す
る
こ
と
は
、
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
さ
の
程
度
の
高
い
医
療
情
報
や
生
物
学
的

情
報
を
明
ら
か
に
す
る
血
液
サ
ン
プ
ル
か
ら
得
ら
れ
る
デ
ー
タ
よ
り
も
、
私
事
へ
の
侵
入
の
度
合
い
が
低
い
と
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
は
評
価

す
（
（5
（

る
。

　

ま
た
、二
〇
一
三
年
、運
輸
保
安
庁
（T

ransportation Security A
dm

inistration, 

Ｔ
Ｓ
Ａ
）
が
、空
港
で
の
所
持
物
検
査
の
と
き
に
、

ほ
ぼ
ヌ
ー
ド
の
状
態
が
明
ら
か
に
な
っ
て
し
ま
う
ス
キ
ャ
ナ
ー
を
使
う
の
を
や
め
、
ア
ニ
メ
調
の
イ
メ
ー
ジ
を
表
示
す
る
ス
キ
ャ
ナ
ー
に
変

更
し
た
こ
と
も
、
重
要
な
例
で
あ

（
（5
（

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
ス
キ
ャ
ナ
ー
は
隠
匿
物
に
つ
い
て
は
し
っ
か
り
と
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
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性
能
を
有
し
て
い
る
。
こ
の
点
、
こ
れ
は
情
報
の
容
量
で
は
な
く
、
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
さ
の
低
下
を
狙
っ
た
も
の
で
あ
る
と
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ

は
指
摘
す

（
（5
（

る
。

二
─
六　

再
識
別
化
や
非
匿
名
化
へ
の
対
策

　

一
方
で
、
処
理
が
施
さ
れ
た
デ
ー
タ
は
し
ば
し
ば
再
識
別
化
（re-identified

）
や
非
匿
名
化
（de-anonym

ized

）
さ
れ
う
る
と
い
う
重

大
な
問
題
が
あ
る
。

　

例
え
ば
、
二
〇
〇
六
年
、
Ａ
Ｏ
Ｌ
が
個
人
の
識
別
子
を
取
り
除
い
た
と
す
る
六
十
万
人
以
上
の
人
々
に
関
す
る
調
査
記
録
を
公
表
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
の
調
査
に
よ
る
と
、
名
前
や
顔
を
含
め
た
私
事
の
情
報
が
そ
の
匿
名
と
さ
れ
る
デ
ー
タ
か
ら
収

集
さ
れ
う
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

　

し
か
し
こ
の
よ
う
な
リ
ス
ク
は
、
統
計
学
的
手
法
の
発
展
に
よ
り
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
は
強
調
す

（
（5
（

る
。
そ
の

よ
う
な
手
法
と
し
て
、
彼
は
、「
差
分
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
」（D

ifferential Privacy

）
を
挙
げ
る
。

　

こ
れ
は
、
巨
大
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
管
理
者
が
、
そ
の
サ
ン
プ
ル
を
構
成
す
る
回
答
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
暴
く
こ
と
な
く
、
社
会
的
に

有
用
な
デ
ー
タ
の
分
析
結
果
を
公
開
す
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
手
法
で
あ

（
（6
（

る
。
こ
こ
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
は
、
技
術
の
発

展
に
よ
っ
て
新
た
に
生
ず
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
対
す
る
危
険
性
を
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
技
術
の
更
な
る
発
展
に
よ
っ
て
克

服
し
て
い
く
こ
と
を
志
向
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

三　

小
括

　

以
上
の
よ
う
に
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
は
、
サ
イ
バ
ー
時
代
に
お
け
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
方
向
性
に
つ
い
て
、
サ
イ
バ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
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（
１
）A

m
it

a
i E

t
zio

n
i, P

riv
a

cy In A
 C

y
ber A

ge: P
o

licy A
n

d P
ra

ct
ice (Palgrave M

acm
illan, 2015), at 14.

（
２
）Ibid.

（
３
）Ibid.

（
４
）Id. at 37.

（
５
）Id. at 36.

（
６
）for exam

ple, A
CLU

 Illinois, CPD
 T

raffi
c Stops and R

esulting Searches in 2013, (D
ec. 26 2014) https://w

w
w

.aclu-il.org/
en/publications/cpd-traffi

c-stops-and-resulting-searches-2013 (last visited D
ec. 9, 2015).

（
７
）E

t
zio

n
i, supra note 1, at 36.

（
８
）Id. at 42.

（
９
）Ibid.

（
10
）E

ve B
rensike Prim

us, D
isentangling A

dm
inistrative Searches, 111 C

o
l. L. R

e
v. 254, 257; R

ussell L. W
eaver, 

基
軸
と
し
つ
つ
、
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
さ
や
ボ
リ
ュ
ー
ム
と
い
う
要
素
と
の
相
関
的
な
判
断
が
求
め
ら
れ
る
と
主
張
す
る
。
そ
こ
で
は
、
情
報
の

一
次
的
な
収
集
そ
れ
自
体
の
不
当
性
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
、
収
集
さ
れ
た
情
報
の
そ
の
後
の
取
扱
い
（
不
等
な
サ
イ
バ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

が
な
さ
れ
て
い
な
い
か
、
適
正
な
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
が
施
さ
れ
て
い
る
か
）
が
重
要
な
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
は
、
技
術
の
発
展
に
よ
っ
て
新
た
に
生
ず
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
対
す
る
危
険
性
を
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す

る
技
術
の
更
な
る
発
展
に
よ
っ
て
克
服
し
て
い
く
こ
と
を
志
向
し
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
の
点
、今
日
で
は
、こ
の
二
次
的
な
情
報
処
理
（
サ

イ
バ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
）
を
行
う
シ
ス
テ
ム
が
Ａ
Ｉ
技
術
の
発
達
に
よ
っ
て
一
層
高
度
化
し
て
お
り
、
こ
れ
を
い
か
に
し
て
統
御
す
る
か
と
い

う
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
に
関
す
る
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
の
議
論
は
、
第
四
節
に
て
検
討
す
る
。
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A
dm

inistrative Searches, T
echnology and Personal Privacy, 22:2 T

h
e W

illia
m &

 M
a

ry B
ill O

f R
igh

t
s J. 571 (2013).

（
11
）E

t
zio

n
i, supra note 1, at 42.

（
12
）
Ｐ
Ｓ
Ｓ
は
、
パ
ー
シ
ス
テ
ン
ト
・
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
・
シ
ス
テ
ム
（Persistent Surveillance System

）
社
が
開
発
を
手
掛
け
る
、
い
わ

ば
グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
の
衛
星
写
真
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
が
、
大
き
な
違
い
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
対
象
地
域
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
点
に
あ
り
、
一
秒
ご
と
に
録
画
さ
れ
た
映
像
を
確
認
す
る
こ
と
で
人
や
自
動
車
の
細
か
い
追
跡
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
上
空
を
飛
行

し
て
い
る
軽
飛
行
機
か
ら
の
撮
影
で
あ
る
が
、
人
工
衛
星
か
ら
の
画
像
の
よ
う
に
座
標
を
固
定
す
る
こ
と
が
で
き
、
最
大
六
時
間
に
わ
た
っ
て

同
じ
地
域
を
監
視
し
続
け
る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
る
。

（
13
）
Ｄ
Ａ
Ｓ
は
、
二
〇
一
二
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
警
察
が
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社
と
共
同
で
開
発
し
た
、
犯
罪
取
締
り
の
た
め
に
必
要
な
機
能
を

提
供
す
る
包
括
的
な
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

（
14
）
こ
れ
ら
の
シ
ス
テ
ム
を
紹
介
す
る
も
の
と
し
て
、例
え
ば
、八
山
幸
司「
米
国
に
お
け
る
防
犯
・
治
安
と
Ｉ
Ｔ
に
関
す
る
取
組
み
の
現
状
」ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
だ
よ
り
二
〇
一
五
年
一
一
月
号
（
情
報
処
理
推
進
機
構
）〈http://w

w
w

.ipa.go.jp/files/000049472.pdf

〉（
最
終
ア
ク
セ
ス
二
〇
一

五
年
一
二
月
九
日
）
等
。

（
15
）K

elsey Cam
pbell-D

ollaghan, Police A
re T

esting a "Live G
oogle E

arth" T
o W

atch Crim
e as It H

appens (A
pr. 14, 2014), 

http://gizm
odo.com

/police-are-testing-a-live-google-earth-to-w
atch-crim

e-1563010340 (last visited D
ec. 9, 2015).

（
16
）Persistent Surveillance System

s, A
pplication, http://w

w
w

.pss-1.com
/#!haw

keye-ii-applications/c1i6o (last visited D
ec. 9, 

2015).

（
17
）E

t
zio

n
i, supra note 1, at 43.

（
18
）Greg B. Sm

ith, B
ehind the Sm

oking G
uns: Inside N

Y
P

D
's 21st C

entury A
rsenal, http://creative.nydailynew

s.com
/

sm
okingguns (last visited D

ec. 9, 2015).

（
19
）Len Levitt, T

hee R
ant T

urns U
gly (M

ar. 11, 2012), http://w
w

w
.huffingtonpost.com

/len-levitt/thee-rant-turns-ugly_
b_1852092.htm

l (last visited D
ec. 9, 2015).

（
20
）T

he O
ffi

cial W
ebsite of the City of N

ew
 Y

ork, For Im
m

ediate R
elease Pr-291-12 (A

ug. 8, 2012), http://w
w

w
.nyc.gov/

portal/site/nycgov/m
enuitem

.c0935b9a57bb4ef3daf2f1c701c789a0/index.jsp?pageID
=
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ayor_press_
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release&
catID

=1194&
doc_nam

e=http://w
w

w
.nyc.gov/htm

l/om
/htm

l/2012b/pr291-12.htm
l&

cc=unused1978&
rc=1194&

n
di=1 (last visited D

ec. 9, 2015).
（
21
）Sm

ith, supra note 18.

（
22
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t
zio

n
i, supra note 1, at 44.

（
23
）Id. at 44-45.

（
24
）
ド
ロ
ー
ン
と
は
、
人
が
搭
乗
し
て
い
な
い
、
無
人
で
の
飛
行
が
可
能
な
航
空
機
の
こ
と
を
指
す
。
無
人
航
空
機
（U

nm
anned aerial 

vehicle

）
と
も
い
う
。
ド
ロ
ー
ン
に
は
全
幅
三
〇
メ
ー
ト
ル
を
越
え
る
大
型
か
ら
手
の
上
に
乗
る
小
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ま
で
の
様
々
な
大
き
さ
の
も
の
が
存
在

し
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軍
用
・
民
間
用
い
ず
れ
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実
用
化
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
主
に
小
型
の
、
カ
メ
ラ
を
搭
載
し
た
タ
イ
プ
を
指
す
と
い
え
る
。

（
25
）A

lison V
ekshin, P

olice D
rones A

im
ed at B

erkeley's Skies R
ankle P

rivacy A
ctivists (Jan. 13, 2015), http://w

w
w

.
bloom

berg.com
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s/articles/2015-01-13/police-drones-aim
ed-at-berkeley-s-skies-rankle-privacy-activists (last visited D

ec. 
9, 2015). 

（
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nm

anned 
A
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ave A
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rivacy (Jul. 28, 2015), http://w
w

w
.w

pr.org/law
-enforcem

ent-farm
ing-

drones-are-becom
ing-increasingly-popular-tool (last visited D

ec. 9, 2015).

（
27
）A

ndrew
 T

arantola, N
orth D

akota cops w
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ug. 27, 2015), http://w

w
w

.
engadget.com

/2015/08/27/north-dakota-cops-w
ill-be-first-in-nation-to-use-w

eaponized-dron/ (last visited D
ec. 9, 2015).

（
28
）A

m
azon, am

azon prim
e air, http://w

w
w

.am
azon.com

/b?node=8037720011 (last visited D
ec. 10, 2015).

（
29
）GE V

entures, H
ardw

are, Softw
are and Cloud Services for Com

m
ercial D

rones, https://w
w

w
.geventures.com

/portfolio/
com

panies/airw
are (last visited D

ec. 10, 2015).

（
30
）GE Reports Japan

「
目
が
離
せ
な
い
！
ド
ロ
ー
ン
、
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
活
用
」（
二
〇
一
五
年
三
月
一
三
日
）〈http://gereports.jp/

post/118853385384/drone-brain-m
aker-airw

are

〉（
最
終
ア
ク
セ
ス
日
二
〇
一
五
年
一
二
月
一
〇
日
）。

（
31
）E

t
zio

n
i, supra note 1, at 45.

（
32
）Ibid.
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（
33
）Id. at 46.

（
34
）Ibid.

（
35
）Ibid.

（
36
）for exam

ple, A
CLU

, U
.S. G

overnm
ent W

atchlisting: U
nfair Process and D

evastating Consequences, (M
ar. 2014), https://

w
w

w
.aclu.org/sites/default/files/assets/w

atchlist_briefing_paper_v3.pdf (last visited D
ec. 9, 2015).

（
37
）
こ
の
よ
う
な
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
の
思
考
法
を
、
ソ
ロ
ブ
は
「
振
り
子
論
」（the pendulum

 argum
ent

）
と
名
付
け
、
批
判
的
に
検
討
し
て
い

る
。
有
事
に
お
け
る
権
利
の
縮
小
は
立
憲
民
主
主
義
を
脅
か
さ
な
い
、
な
ぜ
な
ら
安
全
が
復
活
す
れ
ば
安
全
保
障
対
策
は
徐
々
に
も
と
に
戻
す

こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
の
考
え
方
は
、真
実
と
は
真
逆
で
あ
る
と
ソ
ロ
ブ
は
痛
烈
に
批
判
す
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、

ソ
ロ
ブ
の
考
え
で
は
、
有
事
こ
そ
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
自
由
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
振
り
子
論
は
、
単
に
権

利
と
市
民
的
自
由
の
犠
牲
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
誤
っ
た
前
提
に
立
っ
て
い
る
と
い
う
理
由
で
不
適
切
で
あ
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
な
ぜ
権
利
や

市
民
的
自
由
が
重
要
か
と
い
う
点
を
看
過
し
て
い
る
点
に
お
い
て
も
妥
当
で
は
な
い
。
自
由
の
保
護
は
そ
れ
が
最
も
危
殆
化
さ
れ
る
と
き
で
あ

る
有
事
に
お
い
て
最
も
重
要
な
の
で
あ
る
と
い
う
。See, D

a
n

iel J. S
o

lo
v

e, N
o

t
h

in
g T

o H
id

e (Y
ale U

niversity Press, 2011), 
Chapter 6. 

邦
訳
と
し
て
、
ダ
ニ
エ
ル
・
Ｊ
・
ソ
ロ
ブ
（
著
）、
大
島
義
則
、
松
尾
剛
行
、
成
原
慧
、
尾
赤
坂
亮
太
（
訳
）『
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
な

ん
て
い
ら
な
い
？　

情
報
社
会
に
お
け
る
自
由
と
安
全
』（
勁
草
書
房
、
二
〇
一
七
）
六
一
頁
以
下
。

　
　
　

ソ
ロ
ブ
の
こ
の
批
判
は
、エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
の
見
解
を
相
対
化
す
る
重
要
な
も
の
で
あ
る
が
、し
か
し
、こ
の
論
考
に
お
け
る
ソ
ロ
ブ
の
主
張
は
、

基
本
的
に
は
戦
争
や
テ
ロ
リ
ズ
ム
対
策
の
文
脈
で
の
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
点
、
本
稿
で
は
、
戦
争
や
テ
ロ
リ
ズ
ム
対
策
と
し
て
の
「
公

共
の
安
全
」
は
、
議
論
の
対
象
か
ら
ひ
と
ま
ず
措
い
て
い
る
こ
と
は
、
前
述
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
38
）E

t
zio

n
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（
39
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40
）Ibid.
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bo
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h
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l A
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d S
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討
す
る
邦
語
文
献
と
し
て
、
石
井
夏
生
利
「
伝
統
的
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
理
論
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
」
福
田
雅
樹
・
林
秀
弥
・
成
原
慧
（
編
著
）『
Ａ
Ｉ
が
つ
な
げ
る
社
会　

Ａ
Ｉ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
時
代
の
法
・
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政
策
』（
弘
文
堂
、
二
〇
一
七
）
一
九
四
頁
以
下
。

（
42
）A

m
itai Etzioni (w

ith O
ren Etzioni), R

obotic Care of Children, the E
lderly, and the Sick, in H

app
in

ess Is T
h

e W
ro

n
g 

M
et

ric: A
 L

ibela
l C

o
m

m
u

n
it

a
ria

n R
espo

n
se T

o P
o

pu
lism (Springer, 2018), pp.265-277.

（
43
）E

t
zio

n
i, supra note 1, at 16.

（
44
）Peter P. Sw

ire, A
 R

easonable A
pproach to Searches after Jones G

P
S T

racking C
ase, 64 S

t
a

n
fo

rd L. R
ev. O

n
lin

e 57 
(2012).

（
45
）E

t
zio

n
i, supra note 1, at 16.

（
46
）Id. at 16-17. 

こ
の
点
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
は
「
忘
れ
ら
れ
る
権
利
」
の
権
能
を
無
制
限
に
認
め
る
わ
け
で
は
必
ず
し
も
な
い
。See, A

m
itai 

Etzioni, T
he right to be forgotten, in H

app
in

ess Is T
h

e W
ro

n
g M

et
ric: A

 L
ibela

l C
o

m
m

u
n

it
a

ria
n R

espo
n

se T
o P

o
pu

lism 
(Springer, 2018), pp.161-172.

（
47
）E

t
zio

n
i, supra note 1, at 17.

（
48
）Ibid.

（
49
）Ibid.

（
50
）Ibid.

（
51
）
こ
の
点
に
関
す
る
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
の
検
討
と
し
て
、
以
下
の
論
考
が
あ
る
。A

m
itai Etzioni, Sex O

ffenders' Privacy V
ersus 

Children's Safety, in T
h

e L
im

it
s O

f P
riv

a
cy (Basic Books, 1999), pp. 43-74.

（
52
）E

t
zio

n
i, supra note 1, at 17.

（
53
）Id. at 17-18.

（
54
）
染
色
体
あ
る
い
は
ゲ
ノ
ム
上
の
機
能
が
特
定
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
な
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
領
域
の
こ
と
。

（
55
）
染
色
体
に
存
在
す
る
繰
返
し
の
塩
基
配
列
が
家
族
に
つ
い
て
特
徴
の
あ
る
型
を
示
す
こ
と
に
基
づ
い
て
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
制
限
酵
素
で
切
断
し
、

分
離
後
、
繰
返
し
配
列
を
検
出
す
る
プ
ロ
ー
ブ
で
そ
の
パ
タ
ー
ン
を
調
べ
る
た
め
に
採
取
す
る
情
報
。

（
56
）E

t
zio

n
i, supra note 1, at 18.

（
57
）
こ
の
よ
う
な
技
術
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
、
他
に
も
、
ア
ン
・
カ
ブ
キ
ア
ン
も
強
調
し
て
い
る
。
同
（
著
）、
一
般
財
団
法
人
日
本
情
報
経
済
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第
二
款　

セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
情
報
を
発
見
す
る
た
め
の
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
で
な
い
情
報
の
利
用
の
禁
止

　

以
上
、
第
一
款
で
は
、「
一
次
的
な
ラ
イ
セ
ン
ス
と
二
次
的
利
活
用
の
規
制
の
逆
転
関
係
」
に
関
す
る
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
の
主
張
に
つ
い
て

検
討
し
て
き
た
。
こ
れ
に
加
え
て
、
も
う
一
つ
の
鍵
と
な
る
原
則
は
、「
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
情
報
の
発
見
に
つ
な
が
る
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
で
な

い
情
報
の
利
用
（
た
と
え
ば
、
日
常
的
な
消
費
財
の
購
入
情
報
を
使
っ
て
健
康
状
態
を
特
定
す
る
こ
と
）
の
禁
止
」
で
あ
る
。
こ
の
方
針
が

重
要
と
な
る
理
由
は
、
こ
の
よ
う
な
行
為
は
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
情
報
を
集
め
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
─
─
つ
ま
り
、
そ
の
権
限
が
な
い

の
に
も
か
か
わ
ら
ず
─
─
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
情
報
を
集
め
て
、そ
れ
を
使
っ
て
い
る
の
と
同
じ
結
果
を
生
み
出
す
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
う
え
、

最
近
で
は
こ
の
よ
う
な
民
間
の
事
業
者
に
よ
る
行
為
は
よ
り
一
般
的
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
対
応
が
急
が
れ

（
（6
（

る
。

　

本
款
で
は
、
こ
の
方
針
に
つ
い
て
、
よ
り
詳
細
に
検
討
し
て
い
く
。

一　

情
報
の
利
活
用
と
差
別
的
取
扱
い
、
行
為
の
萎
縮
効
果

　

前
述
の
よ
う
に
、
消
費
者
の
行
動
に
関
す
る
情
報
を
集
め
て
い
る
企
業
に
は
、
二
種
類
あ
る
。

推
進
協
会
（
編
）『
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
・
バ
イ
・
デ
ザ
イ
ン
』（
日
経
Ｂ
Ｐ
社
、
二
〇
一
二
）
一
二
八
─
一
二
九
頁
。

（
58
）Ibid.

（
59
）Ibid.

（
60
）Cynthia D

w
ork, D

ifferential Privacy: A
 Survey of R

esults, in M
. A

grawa



l E

t A
l., E

d
s., 4978 T

a
m

c, L
in

cs 1-19 (2008). 

こ
の

点
に
関
す
る
解
説
を
行
う
日
本
の
文
献
と
し
て
、例
え
ば
、佐
久
間
淳
『
デ
ー
タ
解
析
に
お
け
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
』（
講
談
社
、二
〇
一
六
）。
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一
つ
め
の
企
業
群
は
単
に
、
彼
ら
の
サ
イ
ト
を
訪
れ
る
ユ
ー
ザ
の
行
動
を
ビ
ジ
ネ
ス
の
一
環
と
し
て
追
跡
す
る
も
の
で
あ
る
。
二
つ
め
の

企
業
群
（
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
商
）
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ユ
ー
ザ
の
投
影
を
作
成
し
、
彼
ら
に
関
す
る
詳
細
な
情
報
の
フ
ァ
イ
ル
を
保
持
す
る

こ
と
を
主
と
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
を
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
点
、
ア
メ
リ
カ
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
商
は
、
議
会
や
州
の
法
律
に
よ
っ
て
、
特
に
医
療
や
金
融
に
関
す
る
情
報
を
自
由
に
取
引
で
き

な
い
よ
う
制
限
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
よ
う
な
規
制
で
は
、
情
報
が
代
替
可
能
な
も
の
で
あ
る
事
実
に
は
あ
ま
り
注
意
が

向
け
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
を
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
は
指
摘
す
る
。
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
い
わ
く
、「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
三
角
分
析
」（privacy 

violation triangulation, 
以
下
Ｐ
Ｖ
Ｔ
）
と
も
呼
ぶ
べ
き
方
法
に
よ
っ
て
、
現
状
で
は
法
で
守
ら
れ
て
い
な
い
情
報
か
ら
個
人
の
医
療
や

金
融
等
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
し
て
守
ら
れ
る
情
報
の
多
く
を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ

（
（6
（

る
。

　

こ
の
Ｐ
Ｖ
Ｔ
に
よ
っ
て
、
一
見
問
題
の
な
い
（benign

）
情
報
─
─
例
え
ば
、
何
日
間
仕
事
を
休
ん
で
い
る
か
、
と
か
、
カ
ツ
ラ
を
買
っ

た
か
ど
う
か
、と
い
っ
た
情
報
─
─
か
ら
、あ
る
者
の
健
康
状
態
に
関
す
る
一
定
の
情
報
が
明
ら
か
と
な
る
。
情
報
技
術
の
発
展
に
よ
っ
て
、

こ
の
よ
う
な
一
見
し
た
と
こ
ろ
無
害
の
事
実
か
ら
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
構
築
す
る
こ
と
で
、
個
人
の
最
も
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
情
報
を
と
り
ま

く
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
領
域
を
効
果
的
に
侵
害
す
る
、
重
大
な
推
測
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
状
で
は
医
療
記
録
の
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
は
法
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
医
療
サ
イ
ト
を
訪
れ
た
記
録
や
、
グ
ル
ー
プ
チ
ャ
ッ
ト
で
の
「
自
分
は
病
気
み
た
い

だ
」
と
い
っ
た
会
話
は
同
等
の
保
護
を
受
け
て
い
な
い
の
で
あ

（
（6
（

る
。

　

こ
の
よ
う
な
問
題
の
実
例
と
し
て
は
、例
え
ば
、デ
ー
タ
・
ブ
ロ
ー
カ
ー
で
あ
る
ア
ク
シ
オ
ム
（A

cxiom

）
社
が
提
供
す
る
イ
ン
フ
ォ
ベ
ー

ス
・
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
・
シ
ス
テ
ム
（InfoBase Ethnicity System

）
と
呼
ば
れ
る
Ｐ
Ｖ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、

あ
る
人
の
名
前
を
住
宅
や
教
育
や
収
入
に
関
す
る
情
報
と
照
合
さ
せ
る
こ
と
で
、
個
人
や
グ
ル
ー
プ
の
公
け
に
な
っ
て
い
な
い
民
族
的
背
景

を
特
定
す
る
も
の
で
あ

（
（6
（

る
。
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ま
た
、
ト
ム
・
オ
ワ
ド
（T

om
 O

w
ad

）
と
い
う
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
、
ア
マ
ゾ
ン
で
公
開
さ
れ
て
い
る
ウ
ィ
ッ
シ
ュ

リ
ス
ト
（
ユ
ー
ザ
が
サ
イ
ト
上
に
お
い
て
自
分
で
作
る
、
買
い
物
予
定
表
の
よ
う
な
も
の
）
を
利
用
し
て
人
々
の
本
の
趣
味
（
な
い
し
思
想

傾
向
）と
地
図
情
報
を
結
合
し
た
事
案
も
話
題
に
な
っ
た
。彼
は
自
分
で
作
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
利
用
し
て
一
日
で
二
十
五
万
以
上
の
ウ
ィ
ッ

シ
ュ
リ
ス
ト
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
さ
ら
にY

ahoo People Search

を
使
っ
て
ウ
ィ
ッ
シ
ュ
リ
ス
ト
の
作
り
主
の
住
所
や
電
話
番
号
を
明

ら
か
に
し
、
あ
る
特
定
の
本
や
テ
ー
マ
に
関
心
を
有
す
る
人
び
と
の
位
置
を
記
し
た
地
図
を
つ
く
り
あ
げ
た
の
だ
っ
た
。

　

さ
ら
に
例
を
挙
げ
れ
ば
、フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
に
自
身
の
選
好
に
関
す
る
単
純
な
情
報
を
記
す
人
の
多
く
は
、そ
れ
に
よ
っ

て
彼
ら
の
性
格
の
特
徴
が
あ
た
か
も
性
格
診
断
テ
ス
ト
を
受
け
た
か
の
よ
う
に
九
〇
％
の
正
確
さ
で
推
測
さ
れ
る
う
る
こ
と
に
気
づ
い
て
い

な
い
だ
ろ
う
こ
と
も
指
摘
で
き

（
（6
（

る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
は
近
時
、
同
社
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
個
人
デ
ー
タ
の
収
集
・
利
用
（
特

に
デ
ー
タ
売
却
先
の
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
・
ア
ナ
リ
テ
ィ
カ
社
が
行
っ
た
と
さ
れ
る
ユ
ー
ザ
に
対
す
る
心
理
操
作
）
に
よ
っ
て
、
二
〇
一
六
年
の

米
大
統
領
選
や
英
国
の
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
脱
退
に
関
す
る
国
民
投
票
の
結
果
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
議
論
を
巻
き
起

こ
し
て
い

（
（6
（

る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
仮
に
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
情
報
が
法
的
に
保
護
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
で
な
い
情
報
─
─
つ
ま
り
、
法
的

に
保
護
さ
れ
て
い
な
い
情
報
が
集
積
さ
れ
る
と
、
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
情
報
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
が
と
き
に
悪
用
さ
れ
る
こ

と
も
あ
る
こ
と
を
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
は
指
摘
す

（
（6
（

る
。

　

そ
し
て
そ
の
結
果
、「
ウ
ェ
ブ
・
ラ
イ
ニ
ン
グ
」（W

eblining

）
が
起
き
る
と
、
彼
は
注
意
を
喚
起
す

（
（6
（

る
。
こ
れ
は
、
オ
フ
ラ
イ
ン
に
お

け
る
差
別
的
慣
習
で
あ
る
「
赤
線
引
き
」（Redlini

（
（6
（ng

）
の
オ
ン
ラ
イ
ン
版
で
あ
る
。
事
実
上
あ
ま
り
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
で
な
い
と
思
わ
れ
る

情
報
（
消
費
者
の
選
択
）
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
簡
単
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
こ
と
は
、こ
の
種
の
慣
習
を
能
率
化
す
る
こ
と
に
繋
が
っ
て
し
ま
う
。

　

こ
の
点
、
民
間
部
門
は
こ
の
手
の
情
報
を
単
に
商
業
的
な
目
的
に
の
み
利
用
す
る
一
方
、
政
府
は
人
々
を
投
獄
し
た
り
、
自
由
な
言
論
を
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抑
圧
し
た
り
、
彼
ら
の
権
利
を
侵
害
す
る
た
め
に
情
報
を
利
用
す
る
の
で
、
民
間
部
門
の
悪
用
の
被
害
は
た
か
が
知
れ
て
い
る
と
思
う
向
き

も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
私
人
に
よ
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
は
、
政
府
に
よ
る
そ
れ
と
あ
る
種
同
様
の
効
果
を
有
し
て

い
る
と
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
は
主
張
す

（
（7
（

る
。

　

そ
の
効
果
と
は
、
差
別
的
取
扱
い
や
、
表
現
・
異
議
の
「
萎
縮
効
果
」（chilling

）
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
自
身
の
性
的
志
向
を
秘
密
に
し

て
お
き
た
い
ゲ
イ
の
人
々
が
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
公
け
に
さ
れ
た
り
、
銀
行
が
癌
と
な
っ
た
人
々
の
ロ
ー
ン
を
回
収
し
た
り
、
企
業
が
社
員

を
雇
う
と
き
に
政
治
思
想
や
宗
教
観
を
理
由
に
こ
れ
を
拒
否
し
た
り
、
結
果
と
し
て
政
府
の
機
関
が
実
行
す
る
の
と
同
じ
よ
う
な
形
で
、
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
が
侵
害
さ
れ
る
の
で
あ

（
（7
（

る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
差
別
的
な
取
扱
い
を
恐
れ
る
が
ゆ
え
に
、
人
々
が
自
身
に
つ
い
て
の
表
現
行

為
や
何
ら
か
の
選
択
の
行
使
を
（
市
場
に
お
い
て
す
ら
）
控
え
る
こ
と
に
繋
が
る
虞
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
虞
は
、
企
業
が
収
集
し
た
情
報

を
政
府
が
利
用
で
き
る
こ
と
に
よ
っ
て
増
幅
さ
れ

（
（7
（

る
。
さ
ら
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
購
買
履
歴
や
サ
イ
ト
の
閲
覧
記
録
を
も
と
に
す

る
の
み
な
ら
ず
、
オ
フ
ラ
イ
ン
で
の
行
動
履
歴
を
も
と
に
し
た
「
リ
ア
ル
行
動
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
技

（
（7
（

術
」
の
発
展
・
普
及
次
第
で
は
、
こ
の

問
題
は
、
一
層
重
大
な
も
の
と
な
る
。

　

こ
の
よ
う
な
差
別
的
取
扱
い
や
行
動
の
萎
縮
効
果
は
、
双
方
と
も
に
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
の
い
う
「
私
的
選
択
」
の
不
当
な
抑
圧
と
な
り
う
る

も
の
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
は
情
報
の
利
活
用
の
促
進
を
推
奨
す
る
も
の
の
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
共
通
善
（
公
共

の
安
全
、
公
衆
衛
生
）
へ
の
貢
献
の
た
め
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
も
し
情
報
の
利
活
用
、
つ
ま
り
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
抑
制
が
私
的
選
択

の
不
当
な
抑
圧
に
つ
な
が
る
な
ら
ば
、
彼
は
こ
れ
を
善
し
と
は
し
な
い
。

　

そ
こ
で
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
は
、
特
に
商
業
的
な
理
由
に
基
づ
く
、
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
情
報
の
発
見
に
つ
な
が
る
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
で
な
い
情
報

の
使
用
を
禁
止
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

　

実
際
に
、
ア
メ
リ
カ
で
は
ダ
ブ
ル
ク
リ
ッ
ク
事

（
（7
（

件
に
お
い
て
、
一
万
一
千
人
以
上
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ユ
ー
ザ
に
対
し
て
ク
ッ
キ
ー
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（cookie, 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
訪
問
し
た
ユ
ー
ザ
（
の
ブ
ラ
ウ
ザ
）
の
情
報
を
一
時
的
に
保
存
す
る
仕
組
み
、
ま
た
は
そ
の
デ
ー
タ
の
こ
と
）

を
利
用
し
て
広
告
を
配
信
し
た
行
為
が
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
に
な
る
か
ど
う
か
が
ク
ラ
ス
・
ア
ク
シ
ョ
ン
で
争
わ
れ
た
。
連
邦
地
方
裁
判
所

は
、
連
邦
議
会
に
お
い
て
消
費
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
問
題
が
審
議
過
程
に
あ
る
た
め
、
裁
判
所
と
し
て
正
面
か
ら
結
論
を
下
す
こ
と
を
回
避

し
、
結
局
ク
ッ
キ
ー
を
用
い
た
ユ
ー
ザ
情
報
の
収
集
は
違
法
で
は
な
い
と
判
断
し
た
。
そ
の
後
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
行
動
タ
ー
ゲ
テ
ィ

ン
グ
広
告
を
ど
の
よ
う
に
規
制
す
べ
き
か
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
て
き
て
い
る
。た
と
え
ば
、ア
メ
リ
カ
連
邦
取
引
委
員
会
の
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

は
二
〇
〇
七
年
の
時
点
で
「
オ
ン
ラ
イ
ン
行
動
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
そ
れ
自
体
が
デ
ー
タ
収
集
の
範
囲
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
の
問
題
を
提

起
し
て
い

（
（7
（

る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
同
委
員
会
は
オ
ン
ラ
イ
ン
行
動
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
広
告
の
た
め
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
原
則
を
公

表
し
、
消
費
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
に
向
け
た
自
主
規
制
の
枠
組
み
構
築
に
向
け
た
議
論
を
開
始
し

（
（7
（

た
。
二
〇
一
〇
年
一
二
月
に
は
、
同

委
員
会
が
統
一
的
か
つ
包
括
的
な
消
費
者
の
選
択
の
枠
組
み
を
推
進
す
る
た
め
、
消
費
者
が
ク
ッ
キ
ー
を
通
じ
て
追
跡
さ
れ
る
こ
と
を
望
む

か
ど
う
か
、
広
告
配
信
を
受
領
し
た
い
か
ど
う
か
に
つ
い
て
本
人
に
知
ら
し
め
る
た
め
の
仕
組
み
を
策
定
す
る
こ
と
が
最
も
実
践
的
な
方
法

で
あ
る
と
し
て
、「
追
跡
禁
止
」（D
o-N

ot-T
rack

）
原
則
を
掲
げ

（
（7
（

た
。

二　

選
好
─
─
文
化
と
社
会
の
副
産
物

　

こ
の
点
、
以
上
の
よ
う
な
情
報
の
悪
用
に
よ
る
何
ら
か
の
差
別
的
取
扱
い
、
あ
る
い
は
行
為
の
萎
縮
効
果
を
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
が
批
判
す
る

こ
と
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
の
が
、個
人
の
選
好
と
そ
の
起
源
で
あ
る
と
い
え
る
。
前
述
の
よ
う
に
、エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
は
、プ
ラ
イ
バ
シ
ー
、

社
会
保
障
番
号
、サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
、三
つ
の
事
象
で
鮮
明
に
な
っ
て
い
る
「
社
会
的
な
変
化
を
生
じ
さ
せ
る
力
」
が
、「
公
」
か
「
私
」

ど
ち
ら
か
一
つ
の
領
域
に
お
い
て
生
じ
、
そ
の
力
が
他
の
領
域
へ
影
響
を
与
え
て
い
る
と
い
う
想
定
は
間
違
っ
て
い
る
と
す

（
（7
（

る
。
彼
に
よ
れ

ば
、
こ
の
力
は
、「
公
」「
私
」
双
方
の
部
門
で
結
合
し
て
大
き
く
な
り
な
が
ら
も
、
双
方
が
第
三
の
領
域
、
つ
ま
り
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
い
し
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市
民
社
会
の
力
に
影
響
を
受
け
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
力
の
基
礎
と
な
る
の
が
、
個
人
の
選
好
で
あ
る
と
い
う
の
で

あ
（
（7
（

る
。

二
─
一　

個
人
の
選
好
と
ウ
ェ
ブ
・
ラ
イ
ニ
ン
グ

　

こ
の
点
、
公
私
の
明
確
で
深
遠
な
区
分
を
想
定
す
る
公
共
哲
学
の
多
く
は
、
あ
く
ま
で
「
個
人
」
か
ら
問
題
の
検
討
を
始
め
る
。
そ
の
個

人
は
意
思
を
表
明
し
公
の
領
域
を
治
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
個
人
の
私
的
に
形
成
さ
れ
た
選
好
は
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

つ
ま
り
、
近
代
の
民
主
主
義
理
論
は
、
そ
の
基
礎
的
形
態
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
投
票
者
が
熟
慮
し
、
自
身
の
考
え
を
形
成
し
、
そ
れ
か

ら
私
的
に
、
投
票
箱
と
い
う
秘
密
の
空
間
の
な
か
で
自
身
の
選
好
を
表
明
す
る
と
い
う
想
定
を
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
私
的
選
択
の
集

合
が
発
露
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
公
の
領
域
と
し
て
の
政
体
（polity

）
は
そ
の
方
向
性
を
得
る
。
同
様
に
、「
消
費
者
主
権
」（consum

er 

sovereignty

）
理
論
も
多
数
の
個
人
消
費
者
が
個
人
の
選
好
に
沿
っ
て
何
を
買
う
か
選
択
し
、
そ
の
選
択
の
蓄
積
の
発
露
で
あ
る
全
体
と

し
て
の
経
済
が
そ
の
方
向
性
を
得
る
と
い
う
こ
と
か
ら
問
題
の
検
討
を
始
め
る
。

　

も
し
こ
の
仮
定
が
正
し
い
の
で
あ
れ
ば
、
例
え
ば
情
報
の
利
活
用
の
場
面
に
お
い
て
情
報
処
理
の
結
果
差
別
的
取
扱
い
を
受
け
る
の
は
、

何
ら
か
の
属
性
が
た
ま
た
ま
一
致
し
て
い
る
個
人
の
集
合
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
は
、
現
実
社
会
に
お
け
る
関
係
性
は
必
ず
し
も
重

視
さ
れ
て
い
な
い
。

　

個
人
の
選
好
へ
の
こ
の
大
き
な
尊
重
を
示
す
公
共
哲
学
の
重
要
性
を
強
調
す
る
厳
密
に
思
考
実
験
的
な
目
的
の
た
め
に
、し
ば
ら
く
の
間
、

ま
っ
た
く
逆
の
こ
と
が
正
し
い
と
想
定
し
て
み
る
こ
と
に
も
意
義
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
は
考
え

（
（8
（

る
。
つ
ま
り
、
こ
の

よ
う
な
選
好
は
個
人
を
反
映
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
公
的
機
関
に
よ
る
大
規
模
な
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
を
通
し
て
植
え
つ
け
ら
れ
た
も
の
を
反

映
し
て
い
る
と
想
定
す
る
の
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
こ
の
よ
う
な
植
え
つ
け
ら
れ
た
選
好
は
、
上
述
の
一
般
的
な
物
語
に
み
ら
れ
る
よ
う
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な
尊
重
の
よ
う
な
何
が
し
か
に
値
し
な
い
だ
ろ
う
。
と
り
わ
け
、
ま
さ
し
く
公
私
の
区
別
と
い
う
も
の
が
、
よ
り
そ
の
重
要
性
を
失
う
こ
と

に
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
公
の
領
域
が
区
分
の
双
方
を
支
配
し
う
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、「
公
私
の
衝
突
は
腹
話
術
師
と
そ
の
人
形
の

間
の
闘
い
」
と
な

（
（8
（

る
。

　

仮
に
わ
れ
わ
れ
が
生
き
て
い
る
社
会
が
こ
の
よ
う
な
社
会
で
あ
り
、
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
従
っ
て
行
動
し
た
結
果
、
そ
の
情
報
を
利
活
用
さ

れ
て
差
別
的
取
扱
い
が
為
さ
れ
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、こ
れ
は
完
全
に
デ
ィ
ス
ト
ピ
ア
で
あ
ろ
う
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
よ
う
な
社
会
に
は
、

ま
だ
い
な
い
は
ず
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
は
、
上
述
の
思
考
実
験
と
し
て
の
検
討
よ
り
も
極
端
で
は
な
い
も
の
の
、
し
か
し
、「
個
人
は
変
動
す
る
自
由
を

有
し
な
が
ら
も
、
集
合
的
な
社
会
の
影
響
力
が
個
人
の
選
好
に
重
大
な
影
響
を
与
え
て
い
る
」
と
想
定
す

（
（8
（

る
。
つ
ま
り
、
選
好
は
「
共
同
決

定
的
な
（co-determ

ined

）
も
の
」
だ
と
考
え
る
の
で
あ

（
（8
（

る
。
そ
う
す
る
と
、選
好
は
、「
公
共
哲
学
の
多
数
派
が
考
え
る
よ
り
も
ず
っ
と
、

よ
り
基
礎
的
な
規
範
的
な
足
場
と
調
和
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
こ
と
に
な

（
（8
（

る
。

二
─
二　

個
人
の
選
好
に
対
す
る
社
会
の
影
響

　

個
人
の
選
好
へ
の
社
会
の
影
響
は
、小
さ
な
子
供
の
成
長
の
仕
方
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
っ
と
も
明
ら
か
に
な
る
と
し
て
、エ
ツ
ィ

オ
ー
ニ
は
次
の
よ
う
に
考
察
す

（
（8
（

る
。

　

子
供
の
選
好
は
、は
じ
め
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
彼
ら
の
選
好
で
は
な
く
、む
し
ろ
家
族
や
近
所
の
人
や
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
、つ
ま
り
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
影
響
を
反
映
し
て
い
る
。

　

事
実
、
子
供
は
広
範
で
あ
い
ま
い
な
傾
向
を
有
し
て
生
ま
れ
る
。
し
か
し
、
彼
ら
の
一
般
的
な
傾
向
は
、
彼
ら
が
内
在
化
す
る
特
定
の
価

値
に
沿
う
よ
う
、
特
定
の
選
好
に
「
翻
訳
」
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
選
好
は
し
ば
し
ば
、
個
人
的
、
意
識
的
理
由
付
け
の
結
果
で
は
な
く
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獲
得
さ
れ
る
。
全
て
の
行
為
の
う
ち
、
は
じ
め
に
生
物
的
な
傾
向
（
食
べ
物
の
選
択
）
は
社
会
的
な
価
値
に
よ
っ
て
深
く
形
成
さ
れ
、
付
加

的
な
選
好
も
社
会
的
な
価
値
に
よ
っ
て
植
え
つ
け
ら
れ
、
そ
し
て
自
己
の
不
可
欠
な
部
分
と
な
る
。
子
供
た
ち
は
、
あ
る
種
の
規
範
の
目
録

の
中
か
ら
観
念
的
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
価
値
を
選
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
彼
ら
は
は
じ
め
の
う
ち
は
、
そ
の
価
値
や
と
り
わ

け
そ
の
選
好
を
彼
ら
の
属
す
る
文
化
や
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
か
ら
得
て
い
る
の
で
あ

（
（8
（

る
。

　

ま
た
、
子
供
が
大
人
に
な
っ
て
も
、
彼
ら
の
選
好
は
突
然
、
不
変
で
、
独
立
し
て
、
密
閉
し
て
保
護
さ
れ
た
も
の
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
。

例
え
ば
ピ
ア
・
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
（
友
人
や
同
僚
か
ら
の
お
勧
め
や
、
環
境
・
雰
囲
気
に
基
づ
く
事
実
上
の
購
入
促
進
等
）
と
い
っ
た
よ
う
な

も
の
が
、
彼
ら
に
影
響
を
与
え
続
け
る
。
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
、
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
に
影
響
を
受
け
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
効
果
は
、
個
人
本
人
は
意
識
し
て
い
な
か
っ
た
り
、
選
好
の
変
更
を
す
る
か
ど
う
か
を
熟
慮
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
う
ち
に
生
じ
た
り

す
る
。

　

こ
の
よ
う
な
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
の
仮
定
が
正
し
い
と
す
る
な
ら
ば
、
Ｐ
Ｖ
Ｔ
に
よ
っ
て
類
別
化
さ
れ
る
わ
れ
わ
れ
は
、
宗
教
や
人
種
等
に
基

づ
く
差
別
的
取
扱
い
を
除
い
た
と
し
て
も
な
お
、
何
気
な
く
想
定
す
る
よ
り
も
ず
っ
と
、
現
実
の
人
間
関
係
に
根
ざ
し
た
価
値
・
経
験
を
根

拠
に
類
別
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
多
様
化
す
る
個
々
人
の
選
好
に
対
応
す
る
た
め
に
な
さ
れ

る
は
ず
の
デ
ー
タ
分
析
は
、
一
体
何
を
結
果
と
し
て
は
じ
き
出
す
の
だ
ろ
う
か
。

二
─
三　

第
三
の
領
域
の
性
質
と
そ
の
推
進
力

　

研
究
者
や
公
的
知
識
人
は
、
か
ね
て
よ
り
し
ば
し
ば
二
つ
の
領
域
の
区
別
の
困
難
性
と
、
第
三
の
領
域
と
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
い
し

市
民
社
会
の
特
徴
的
な
役
割
を
認
め
る
メ
リ
ッ
ト
を
指
摘
し
て
き
て
い

（
（8
（

る
。
こ
の
共
同
の
領
域
（com

m
unal realm

）
は
、
核
家
族
や
拡

大
家
族
や
、
友
情
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
居
住
、
倫
理
、
人
種
、
宗
教
、
職
業
の
類
似
性
の
絆
か
ら
生
ず
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
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団
体
、
非
営
利
組
織
（
ア
メ
リ
カ
で
は
大
学
や
医
療
セ
ン
タ
ー
や
カ
ル
チ
ャ
ー
団
体
等
）
の
メ
ン
バ
ー
間
の
関
係
を
含
む
。

　

今
日
的
問
題
を
論
ず
る
際
、こ
の
よ
う
な
第
三
の
領
域
は
し
ば
し
ば
見
過
ご
さ
れ
、周
縁
に
追
い
や
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
第
一
の
理
由
は
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
は
、
明
確
な
対
立
や
二
分
法
を
好
み
、
複
雑
さ
や
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
あ
る
も
の
、
ま
た
「
第
三
の
」
ポ
ジ
シ
ョ

ン
を
嫌
悪
す
る
か
ら
で
あ

（
（8
（

る
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
の
多
く
は
、
リ
ベ
ラ
ル
対
保
守
と
い
う
観
点
か
ら
問
題
に
取

り
組
み
、
公
（
政
府
）
対
私
（
自
由
市
場
、
個
人
の
権
利
）
の
問
題
の
検
討
に
終
始
し
て
い
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、
前
述
の
と
お
り
、
社

会
を
三
つ
の
領
域
に
区
分
す
る
こ
と
は
生
産
的
で
あ
る
と
い
う
と
い
う
問
題
意
識
は
周
知
の
こ
と
で
あ
り
、
議
論
の
余
地
は
な
い
と
エ
ツ
ィ

オ
ー
ニ
は
考
え

（
（8
（

る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
第
三
の
領
域
は
単
に
見
過
ご
さ
れ
て
き
た
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

　

エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
が
主
張
し
た
い
の
は
、「
主
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
的
な
力
と
は
社
会
運
動
の
そ
れ
で
あ
る
」と
い
う
こ
と
で
あ

（
（9
（

る
。
た
だ
し
、

こ
ち
ら
は
よ
り
議
論
の
余
地
の
あ
る
も
の
で
あ
る
。

　

鍵
と
な
る
例
は
、
全
国
的
な
解
放
運
動
（national liberation

）、
社
会
主
義
運
動
、
宗
教
運
動
、
環
境
保
護
活
動
の
比
較
に
み
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
運
動
は
そ
れ
ぞ
れ
大
き
く
異
な
る
も
の
で
あ
り
、と
く
に
彼
ら
が
促
進
し
よ
う
と
す
る
価
値
は
非
常
に
異
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
れ
ら
の
運
動
は
、
そ
の
規
範
的
歴
史
的
違
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
く
つ
か
の
社
会
学
的
な
特
性
を
共
有
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
公
私

の
領
域
双
方
に
作
用
す
る
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、「
衰
え
つ
つ
あ
る
社
会
制
度
か
ら
正
当
性
や
政
治
的
支
柱
を
回
収
し
、
新
し
い
も
の
の
た

め
に
基
礎
を
築
く
こ
と
」
が
で
き
る
の
で
あ

（
（9
（

る
。

　

二
つ
の
領
域
が
絡
み
合
っ
て
動
く
鍵
と
な
る
原
因
は
、
そ
の
ペ
ー
ス
や
範
囲
が
大
き
く
違
う
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
つ
の
領
域
に
お
け
る

主
要
な
変
化
が
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
的
な
フ
ァ
ク
タ
ー
、と
く
に
社
会
運
動
に
よ
っ
て
創
始
さ
れ
、推
進
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
あ
る
と
、

エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
は
主
張
す
る
。

　

そ
し
て
、
本
稿
で
検
討
す
る
問
題
に
お
い
て
、
公
私
の
領
域
双
方
の
変
化
に
影
響
を
与
え
て
い
る
の
は
、
保
守
主
義
的
反
動
お
よ
び
レ
ー
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ガ
ニ
ズ
ム
と
も
呼
ぶ
べ
き
思
潮
で
あ
る
と
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
は
い

（
（9
（

う
。
こ
れ
は
新
保
守
主
義
思
想
に
よ
っ
て
拡
張
さ
れ
た
、
自
由
放
任
主
義
的

保
守
主
義
と
リ
バ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
の
混
合
的
思
想
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
何
ら
か
の
団
体
や
学
派
の
会
員
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
人

び
と
に
よ
っ
て
広
く
共
有
さ
れ
る
、
反
政
府
的
な
感
情
も
含
ま
れ
る
。

　

こ
の
思
潮
は
、
基
本
的
に
は
、
民
間
部
門
へ
と
影
響
を
与
え
、
社
会
保
障
番
号
の
産
業
界
に
よ
る
使
用
の
拡
大
、
民
間
部
門
に
よ
る
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
の
過
度
の
侵
害
、
民
間
部
門
に
よ
る
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
へ
の
強
い
反
対
に
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
を
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
は
指

摘
す

（
（9
（

る
。
し
か
し
そ
の
過
程
に
お
い
て
、
こ
の
思
潮
は
公
的
領
域
に
も
影
響
を
与
え
、
民
間
部
門
に
よ
っ
て
収
集
さ
れ
た
個
人
の
情
報
を
政

府
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
が
使
う
こ
と
や
、
公
的
部
門
の
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
侵
食
や
、
政
府
が
よ
り
自
由
に
社
会
保
障
番
号
を
利
用
す

る
こ
と
を
容
認
し
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
、
こ
の
思
潮
の
擁
護
者
は
し
ば
し
ば
見
過
ご
し
て
い
る
。

　

し
か
し
一
方
で
、
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
は
、
そ
の
発
端
か
ら
政
府
か
ら
自
由
な
領
域
で
あ
る
と
看
做
さ
れ
て
き
た
が
、
必
ず
し
も
保
守
主

義
的
反
動
や
レ
ー
ガ
ン
的
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
は
考
え

（
（9
（

る
。
ま
た
、
既
述
の
よ
う
な

保
守
的
な
変
化
が
起
き
て
い
る
一
方
で
、
選
好
は
第
三
の
領
域
に
よ
っ
て
な
お
形
成
さ
れ
続
け
、
と
く
に
社
会
運
動
に
よ
っ
て
大
き
く
変
更

さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
環
境
保
護
活
動
は
人
々
が
エ
コ
な
製
品
を
好
む
よ
う
に
し
た
が
、
こ
こ
に
は
レ
ッ
セ
フ
ェ
ー
ル
的
な
影
響
は
な
い

と
い
え
る
。

　

つ
ま
り
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
社
会
運
動
に
よ
っ
て
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
問
題
に
お
け
る
現
行
の
新
自
由
主
義
的
な
思
潮

を
刷
新
す
る
こ
と
を
目
論
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
、
社
会
を
変
動
さ
せ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
抑
圧
さ
せ
な
い
た
め
に
、
そ
の
よ
う

な
行
動
に
萎
縮
効
果
を
与
え
る
よ
う
な
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
人
々
の
類
別
化
、
差
別
的
取
扱
い
を
す
る
こ
と
を
防
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
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三　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
平
等

　

こ
の
点
、
以
上
の
よ
う
に
情
報
の
不
当
な
利
活
用
に
基
づ
く
差
別
や
、
行
動
の
萎
縮
効
果
に
批
判
的
な
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
は
一
方
で
、
完
全

な
「
結
果
の
平
等
」
を
志
向
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
一
定
の
差
別
的
取
扱
い
は
現
実
問
題
と
し
て
許
容
し
て
い
る
と
評
価
で
き
る
。
し

か
し
な
が
ら
そ
の
主
張
に
は
、
個
人
間
の
平
等
の
み
な
ら
ず
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
間
の
平
等
を
も
可
能
な
限
り
希
求
す
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。

こ
こ
で
は
こ
れ
ま
で
の
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
の
主
張
の
限
界
を
画
す
る
た
め
、
彼
の
平
等
観
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

　

ま
ず
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
は
、
社
会
の
エ
リ
ー
ト
と
そ
の
他
の
者
の
間
の
福
利
と
富
の
不
均
衡
が
課
題
に
な
る
と
、「
社
会
は
『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
』
と
し
て
の
形
態
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
し
て
こ
れ
を
問
題
視
す

（
（9
（

る
。
こ
の
点
、
か
つ
て
は
こ
の
よ
う
な
問

題
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
国
家
は
「
結
果
の
平
等
」
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
さ
れ
て
き

（
（9
（

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
二
〇
世
紀
の
間

に
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
よ
う
な
取
扱
い
が
自
由
な
社
会
の
性
分
に
合
わ
な
い
こ
と
を
学
ん

（
（9
（

だ
。

　

例
え
ば
、
美
し
さ
と
か
音
楽
の
才
能
と
か
を
平
等
に
し
う
る
程
度
に
は
少
な
か
ら
ぬ
限
度
が
あ
り
、
こ
の
種
の
平
等
が
善
い
も
の
で
あ
る

と
直
ち
に
明
白
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
。「
単
な
る
」
経
済
的
資
産
、
権
力
、
そ
し
て
社
会
的
地
位
の
平
等
の
達
成
で
あ
っ
て
も
、
も
し
そ

れ
が
全
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
メ
ン
バ
ー
が
同
じ
分
け
前
を
得
る
こ
と
や
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
必
要

に
応
じ
て
分
配
さ
れ
る
こ
と
を
目
指
す
と
、
ひ
ど
く
掴
ま
え
ど
こ
ろ
の
な
い
、
必
ず
し
も
良
い
目
標
で
は
な
い
も
の
と
な
る
。
例
え
ば
、
こ

れ
ら
の
考
え
は
、
ど
の
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
あ
っ
て
も
完
全
に
無
視
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
効
率
性
や
生
産
性
を
ひ
ど
く
害
す
る
も

の
で
あ
る
と
信
じ
ら
れ
て
い

（
（9
（

る
。
そ
こ
で
わ
れ
わ
れ
は
平
等
を
最
終
的
な
状
態
と
考
え
る
の
で
は
な
く
、
不
平
等
を
大
き
く
減
ら
す
こ
と
に

関
心
を
持
つ
べ
き
で
あ
る
と
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
は
い

（
（9
（

う
。

　

そ
こ
で
、「
機
会
の
平
等
」
が
そ
の
代
替
と
し
て
激
賞
さ
れ
、
か
な
り
の
議
論
の
蓄
積
が
み
ら
れ

（
（10
（

る
。
し
か
し
、
全
て
の
者
の
た
め
に
「
機

会
の
平
等
」
を
保
障
す
る
た
め
に
は
、
皆
が
同
等
の
ス
タ
ー
ト
地
点
に
立
た
な
け
れ
ば
な
ら
ず
現
実
的
で
は
な
い
と
し
て
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
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は
自
身
の
平
等
に
関
す
る
構
想
を
構
築
し
て
い

（
（10
（

く
。

　

こ
の
点
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
の
構
想
す
る
善
き
社
会
は
、
ロ
ー
ル
ズ
の
格
差
原

（
（10
（

理
よ
り
も
ず
っ
と
多
く
不
平
等
を
減
ら
す
よ
う
措
定
さ
れ
て

い
る
。
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
が
問
題
視
す
る
ロ
ー
ル
ズ
の
理
論
の
欠
点
は
、
最
も
恵
ま
れ
な
い
人
々
の
便
益
に
な
る
よ
う
な
も
の
で
あ
れ
ば
、
社

会
的
、
経
済
的
不
平
等
も
認
め
ら
れ
る
と
す
る
公
式
に
、「
有
産
者
が
得
ら
れ
る
利
益
の
額
」
と
、「
有
産
者
と
無
産
者
の
間
の
不
均
衡
」
に

つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
「
許
容
さ
れ
る
上
限
」
が
設
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ

（
（10
（

る
。

　

例
え
ば
、一
九
九
〇
年
代
に
お
い
て
、労
働
者
の
収
入
は
三
十
二
％
増
え
た
が
、最
高
経
営
責
任
者
（
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
の
給
料
は
五
百
三
十
五
％

増
え
た
こ
と
を
指
摘
し
つ
つ
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
は
、「
こ
の
よ
う
に
極
端
か
つ
増
大
す
る
不
平
等
は
、
社
会
が
二
つ
の
陣
営
に
分
裂
す
る
虞

を
生
じ
さ
せ
る
」
と
批
判
す

（
（10
（

る
。
こ
こ
に
い
う
二
つ
の
陣
営
と
は
、
一
つ
目
は
裕
福
で
利
得
が
多
い
陣
営
で
、
も
う
一
つ
は
わ
ず
か
に
裕
福

な
が
ら
、
一
つ
目
の
陣
営
か
ら
ず
っ
と
後
れ
を
取
る
陣
営
を
い
う
。
経
済
的
資
源
が
政
治
的
権
力
と
関
連
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ

の
よ
う
な
増
大
す
る
不
平
等
は
、
単
に
社
会
的
な
絆
の
み
な
ら
ず
、
社
会
の
民
主
主
義
的
要
素
を
も
害
す
る
こ
と
と
な
る
。

　

そ
の
具
体
例
と
し
て
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
は
以
下
の
よ
う
な
場
面
を
挙
げ

（
（10
（

る
。

　

た
と
え
ば
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
メ
ン
バ
ー
が
、
他
の
大
多
数
の
メ
ン
バ
ー
の
日
常
生
活
の
状
況
か
ら
か
け
離
れ
、
お
抱
え
運
転
手
や

給
仕
等
を
雇
っ
た
り
し
て
ゲ
ー
テ
ッ
ド
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
大
富
豪
と
し
て
生
活
す
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
彼
等
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
ほ
か
の

人
々
と
の
接
触
を
失
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
よ
う
な
分
離
は
社
会
の
絆
を
す
り
減
ら
す
だ
け
で
な
く
、
特
権
階
級
の
人
々
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
道
徳
的
文
化
か
ら
隔
離
す
る
こ
と
に
な
り
、
彼
ら
が
そ
の
他
の
市
民
の
生
活
の
現
実
に
気
づ
け
な
い
よ
う
に
し
て
し
ま
い
も
す
る
。
そ
し

て
こ
れ
は
、
翻
っ
て
彼
ら
が
非
現
実
的
な
政
策
を
志
向
す
る
原
因
と
な
り
、
さ
ら
に
は
彼
等
の
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
信
頼
を
害
す
る
よ
う

に
な
る
の
だ
。
こ
の
よ
う
な
事
態
に
繋
が
り
得
る
傾
向
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
発
展
に
よ
り
、
顕
著
に
な
っ
て
い
る
。
Ｉ
Ｔ
の
（
経
済
的
な
）
恩
恵

を
受
け
て
い
る
の
は
、
ト
ッ
プ
の
一
パ
ー
セ
ン
ト
の
人
間
だ
け
だ
と
い
う
指
摘
が
あ

（
（10
（

る
。
例
え
ば
、
か
つ
て
の
（
ア
ナ
ロ
グ
）
写
真
業
界
の
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雄
コ
ダ
ッ
ク
と
、デ
ジ
タ
ル
画
像
共
有
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
す
る
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
や
そ
れ
を
買
収
し
た
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
と
を
比
較
す
る
と
、

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
が
雇
う
人
間
の
数
は
、
か
つ
て
の
コ
ダ
ッ
ク
の
十
分
の
一
以
下
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
の
時
価
総
額
は
ピ
ー
ク
時
の
コ
ダ
ッ
ク
の
七
倍
を
上
回
っ
て
お
り
、
結
果
的
に
少
な
く
と
も
七
人
の
億
万
長
者
（
純
資
産
が
十
億

ド
ル
以
上
）
を
誕
生
さ
せ
た
と
い

（
（10
（

う
。

　

そ
こ
で
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
は
、
社
会
が
そ
の
全
て
の
メ
ン
バ
ー
の
た
め
に
「
寛
大
な
最
小
限
度
」（generous m

inim
um

）
を
維
持
す
る

だ
け
で
な
く
、
資
源
全
体
の
う
ち
上
流
階
級
が
取
得
す
る
分
の
増
加
速
度
を
緩
や
か
に
す
る
こ
と
で
、
不
平
等
に
上
限
を
設
け
る
よ
う
努
力

を
す
る
方
向

（
（10
（

性
を
採
用
す
る
。
彼
は
、
こ
れ
ら
の
ル
ー
ル
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ご
と
に
も
適
用
す
る
。

　

加
え
て
、
資
源
の
割
当
に
お
け
る
個
人
間
の
不
平
等
の
み
な
ら
ず
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
間
に
お
け
る
そ
れ
に
つ
い
て
も
考
慮
に
入
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
、
彼
は
注
意
を
喚
起
す

（
（10
（

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
間
に
お
い
て
も
「
結
果
の
平
等
」
は
お
よ
そ
完
全
に
達
成
さ

れ
る
こ
と
は
な
い
こ
と
を
承
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
か
わ
り
に
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
の
い
う
善
き
社
会
は
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
間
の

資
源
の
割
当
」
に
つ
い
て
も
、
上
に
述
べ
た
メ
ン
バ
ー
間
の
そ
れ
と
同
じ
も
の
を
適
用
す

（
（11
（

る
。

　

つ
ま
り
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
の
志
向
す
る
社
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
に
お
け
る
個
人
間
の
不
平
等
も
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
間
の

不
平
等
も
十
分
に
低
減
し
よ
う
と
す
る
社
会
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
は
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
構
想
と
い
う
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
地
域
社
会

へ
の
活
用
が
目
論
ま
れ
る
昨
今
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
再
開
発
の
行
く
末
を
見
据
え
る
た
め
の
、
重
要
な
よ
す
が
と
な
り
得
る
も
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
た
だ
一
方
で
、
彼
の
見
解
も
個
人
的
な
い
し
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
間
の
不
平
等
を
完
全
に
な
く
す
こ
と
を
目
論
ん
で
い
る
わ
け
で
は

な
い
こ
と
に
は
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

彼
の
主
張
す
る
情
報
の
悪
用
に
よ
っ
て
生
じ
る
差
別
的
取
扱
い
の
禁
止
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
を
禁
止
さ
れ
る
べ
き
不
当
な
差

別
で
あ
る
と
考
え
る
か
と
い
う
面
か
ら
み
る
と
、
以
上
の
よ
う
な
特
徴
と
限
界
を
有
し
て
い
る
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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四　

小
括

　

以
上
の
よ
う
に
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
は
、
サ
イ
バ
ー
時
代
に
あ
っ
て
は
、
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
で
な
い
情
報
を
活
用
し
て
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
情
報
を

推
測
・
特
定
す
る
Ｐ
Ｖ
Ｔ
は
禁
止
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
説
く
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
よ
う
な
行
為
は
、
差
別
を
恐
れ
る
個
人
の
行
動
の
萎
縮

を
結
果
と
し
て
招
く
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
は
、
人
生
に
お
け
る
個
人
の
様
々
な
選
択
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
影
響
を
色
濃

く
受
け
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
サ
イ
バ
ー
時
代
に
お
い
て
個
人
の
私
的
選
択
を
保
護
す
る
た
め
に
は
、
ひ
る
が
え
っ
て

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
価
値
の
影
響
力
の
萎
縮
を
防
ぐ
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
間
の
平
等
も
意
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
る
。
こ
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
間
の
平
等
を
希
求
す
る
方
向
性
は
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
分
析
に
よ
っ
て
個
々
人
の
類
別
化
が
進
む
昨
今
に
あ
っ
て
は
─
─
個
人
の

保
護
と
い
う
観
点
を
な
お
ざ
り
に
し
か
ね
な
い
点
に
は
留
意
が
必
要
だ
が
─
─
重
要
と
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。
こ
の
点
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
間

の
平
等
を
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
が
重
視
す
る
根
拠
が
、
社
会
の
民
主
主
義
的
要
素
の
棄
損
の
防
止
に
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
後
述
す
る
Ａ
Ｉ
を
活

用
し
た
私
的
選
択
補
佐
の
場
面
に
お
け
る
検
討
と
密
接
に
か
か
わ
っ
て
く
る
こ
と
と
な
る
。

第
三
款　

小
括

　

本
節
で
は
、
サ
イ
バ
ー
時
代
に
お
け
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
を
い
か
に
規
制
し
て
い
く
か
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
の
主
張
す
る
具
体
的
な
保

護
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
き
た
。
そ
こ
で
は
、「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
立
方
体
」（
情
報
の
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
さ
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
、
サ
イ
バ
ー
ネ
ー

シ
ョ
ン
の
程
度
）
の
全
て
の
側
面
に
着
目
し
、
相
関
的
に
考
慮
す
る
規
制
の
あ
り
方
が
模
索
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
、
現
行
の
対
策
の
多
く

は
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
立
方
体
」
の
一
面
し
か
み
て
い
な
い
か
、
あ
る
い
は
、
サ
イ
バ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
蓄
積
か
、
分
析
か
、
流
通
の
う
ち
、

一
つ
し
か
み
て
お
ら
ず
、
サ
イ
バ
ー
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
体
系
的
な
理
論
を
提
供
し
て
い
な
い
と
批
判
さ
れ
る
。
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エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
が
現
代
の
問
題
状
況
に
対
応
す
る
た
め
に
必
要
だ
と
主
張
す
る
の
は
、
以
下
の
方
針
で
あ
る
。
第
一
に
、
一
次
的
な
ラ
イ

セ
ン
ス
と
二
次
的
利
活
用
の
規
制
の
逆
転
関
係
、
第
二
に
、
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
情
報
を
発
見
す
る
た
め
の
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
で
な
い
情
報
の
利

用
の
禁
止
、
第
三
に
、
公
私
の
区
別
を
超
え
る
（
た
め
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
役
割
が
重
要
と
な
る
）
こ
と
、
以
上
の
三
点
で
あ
る
。

　

一
つ
目
の
方
針
に
つ
い
て
よ
り
詳
し
く
い
う
と
、
法
制
度
は
個
人
に
関
す
る
情
報
の
最
初
の
ご
く
短
期
間
的
・
瞬
間
的
な
収
集
に
つ
い
て

は
よ
り
寛
容
に
対
応
し
つ
つ
、（
ａ
）
収
集
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
よ
り
制
限
す
る
よ
う
に
し
、（
ｂ
）
サ
イ
バ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
制
限
し
、
統
制

す
る
こ
と
で
、
情
報
の
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
さ
の
水
準
を
一
定
に
保
つ
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
規
制
を
実
行
化
す
る
た
め
の
具

体
的
手
法
と
し
て
、
情
報
の
最
小
化
、
特
定
の
期
間
の
後
の
情
報
の
消
去
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
禁
止
紙
媒
体
の
使
用
の
義
務
化
、
管
理
シ
ス
テ

ム
へ
の
暗
号
化
等
の
導
入
、技
術
の
発
展
に
よ
る
「
再
調
整
」
の
導
入
、再
識
別
化
や
非
匿
名
化
へ
の
対
策
、以
上
の
各
手
法
が
重
要
と
な
る
。

　

次
に
、
二
つ
目
の
方
針
が
求
め
ら
れ
る
理
由
は
、
こ
の
よ
う
な
推
測
行
為
は
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
情
報
を
集
め
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず

─
─
つ
ま
り
、
そ
の
権
限
が
な
い
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
─
─
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
情
報
を
集
め
て
、
そ
れ
を
使
っ
て
い
る
の
と
同
じ
結
果
を
生

み
出
す
た
め
、
不
当
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
原
則
を
追
求
す
る
に
当
た
っ
て
重
要
に
な
る
の
が
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
人
々
の
不
当
な
類
型
化
、
差
別
的
取
り
扱
い
の
防
止

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
手
法
を
重
視
す
る
理
由
は
、
こ
の
よ
う
な
慣
習
は
人
々
の
消
費
行
動
ば
か
り
か
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
る
社
会
運
動
に

萎
縮
効
果
を
与
え
、
ひ
い
て
は
社
会
を
変
動
さ
せ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
抑
圧
す
る
こ
と
に
繋
が
る
危
険
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
重
要
に
な
る
の
が
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
の
平
等
観
で
あ
る
。
彼
は
、
個
人
間
の
平
等
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
間
の
平
等
に
つ
い
て
、
裕
福

で
利
得
が
多
い
者
（
グ
ル
ー
プ
）
の
利
益
の
伸
び
を
緩
や
か
に
し
つ
つ
、
わ
ず
か
に
裕
福
な
が
ら
、
か
か
る
富
裕
層
と
比
べ
る
と
ず
っ
と
後

れ
を
取
る
者
（
グ
ル
ー
プ
）
と
の
間
の
差
を
で
き
る
だ
け
小
さ
く
す
る
、
そ
の
よ
う
な
政
策
が
求
め
ら
れ
る
と
す
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
の
方
向
性
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
わ
れ
わ
れ
の
安
全
や
衛
生
に
適
う
よ
う
な
情
報
の
利
活
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用
に
つ
い
て
は
、
一
次
的
な
収
集
や
利
用
に
つ
い
て
は
、
情
報
の
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
さ
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
、
サ
イ
バ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
の
適
切
性
を
担
保
す
る
こ
と
を
前
提
に
、
情
報
の
利
活
用
を
行
う
。
一
方
で
、
そ
の
よ
う
な
公
共
的
な
利
益

に
必
ず
し
も
適
わ
な
い
、
商
業
的
な
利
益
の
み
を
追
求
す
る
よ
う
な
サ
イ
バ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
情
報
の
推
測
・
特
定

（
及
び
そ
の
後
の
更
な
る
利
活
用
）
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
は
一
般
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
対
象
と
は
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
も
の
の
、

不
当
な
差
別
や
そ
れ
を
恐
れ
る
人
々
の
行
為
の
萎
縮
に
繋
が
る
危
険
性
が
あ
る
た
め
、
極
力
規
制
す
る
と
い
う
こ
と
を
志
向
す
る
。
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こ
の
よ
う
な
争
点
に
つ
い
て
論
じ
る
も
の
と
し
て
、
例
え
ば
、
松
井
暁
「
マ
ル
ク
ス
と
平
等
主
義
」
専
修

経
済
学
論
集 

四
五
巻
二
号
（
二
〇
一
〇
）
一
七
頁
以
下
。

（
97
）
例
え
ば
、
ソ
連
に
お
け
る
問
題
を
扱
っ
た
も
の
と
し
て
、H

ed
rick S

m
it

h, T
h

e R
u

ssia
n

s (Q
uadrangle, 1976), R

o
bert G K

a
iser, 

R
u

ssia : T
h

e P
eo

ple A
n

d T
h

e P
o

we
r (A

theneum
, 1976) 

が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
研
究
を
前
提
に
、
欧
米
に
お
け
る
「
結
果
の
平
等
」

の
重
視
の
流
れ
を
批
判
的
に
検
討
す
る
も
の
と
し
て
、M

ilt
o

n &
 L

o
se F

ried
m

a
n, F

ree T
o C

h
o

ice (Penguin Books, 1980) ch.5. 

邦
訳

と
し
て
、
Ｍ
＆
Ｒ
・
フ
リ
ー
ド
マ
ン
（
著
）、
西
山
千
明
（
訳
）『
選
択
の
自
由
─
自
立
社
会
へ
の
挑
戦
』（
日
本
経
済
新
聞
社
、
一
九
八
〇
）
第
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五
章
。

（
98
）
フ
リ
ー
ド
マ
ン
（
著
）、
西
山
（
訳
）・
同
前
訳
書
二
一
五
頁
以
下
（
頁
数
は
新
装
版
〔
二
〇
一
二
〕
に
よ
る
）。

（
99
）A

m
itai Etzioni, T

he G
ood Society, 1 S

ea
t

t
le J. S

o
c. Ju

st. 83, 87 (2003).

（
100
）
平
等
論
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
ま
で
遡
る
歴
史
の
あ
る
議
論
で
は
あ
る
が
、
特
に
近
時
の
英
米
圏
に
お
け
る
議
論
を
検
討
す
る
も
の
と
し
て
、

例
え
ば
、
井
上
彰
「
平
等
─
─
分
析
的
視
点
か
ら
」
有
賀
誠
・
伊
藤
恭
彦
・
松
井
暁
（
編
）『
現
代
規
範
理
論
入
門　

ポ
ス
ト
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の

新
展
開
』（
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
、
二
〇
〇
四
）
四
一
頁
以
下
、
井
上
彰
『
正
義
・
平
等
・
責
任　

平
等
主
義
的
正
義
論
の
新
た
な
る
展
開
』（
岩

波
書
店
、
二
〇
一
七
）
等
。

（
101
）E

t
zio

n
i, supra note 95, at 54.

（
102
）Jo

h
n R

aw


ls, A
 T

h
eo

ry O
f Ju

st
ice (Belknap Press, 1971) §46. 

（
103
）Etzioni, supra note 99, at 87.

（
104
）Ibid.

（
105
）E

t
zio

n
i, supra note 95, at 54.

（
106
）
肥
田
美
佐
子
「
Ｉ
Ｔ
革
命
で
潤
う
の
は
『
ト
ッ
プ
一
％
』
だ
け　
『
機
械
と
の
競
争
』
著
者
の
ア
ン
ド
リ
ュ
ー･

マ
カ
フ
ィ
ー
氏
に
聞
く
」
東

洋
経
済
Ｏ
Ｎ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
（
二
〇
一
三
年
三
月
五
日
）〈https://toyokeizai.net/articles/-/13126

〉（
最
終
ア
ク
セ
ス
二
〇
一
八
年
五
月
二
五

日
）。
マ
カ
フ
ィ
ー
の
著
作
と
し
て
は
、
例
え
ば
、E

rik B
ry

n
jo

lfsso
n, A

n
d

rew M
ca

fee, T
h

e S
eco

n
d M

a
ch

in
e A

ge:W
o

rk, P
ro

gress, 
A

n
d P

ro
sperit

y In A
 T

im
e O

f B
rillia

n
t T

ech
n

o
lo

gies (W
 W

 N
orton &

 Co Inc, 2014). 

邦
訳
と
し
て
、
エ
リ
ッ
ク
・
ブ
リ
ニ
ョ
ル

フ
ソ
ン
、
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
マ
カ
フ
ィ
ー
（
著
）、
村
井
章
子
（
訳
）『
ザ
・
セ
カ
ン
ド
・
マ
シ
ン
・
エ
イ
ジ
』（
日
経
Ｂ
Ｐ
社
、
二
〇
一
五
）
等
。

（
107
）
ブ
リ
ニ
ョ
ル
フ
ソ
ン
、
マ
カ
フ
ィ
ー
（
著
）、
村
井
（
訳
）
同
前
訳
書
・
二
一
一
─
二
一
二
頁
。

（
108
）S

t
eph

en N
a

t
h

a
n

so
n, E

co
n

o
m

ic Ju
st

ice (Pearson, 1997, at 106).

（
109
）Etzioni, supra note 99, at 88.

（
110
）Ibid.
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第
三
節　

人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
の
活
用
・
統
御
の
方
向
性

　

以
上
、
第
二
節
で
は
、
サ
イ
バ
ー
時
代
に
お
け
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
・
私
的
選
択
の
保
護
の
方
向
性
を
検
討
し
て
き
た
。
本
節
で
は
、
そ
れ

を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
情
報
処
理
過
程
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
担
う
Ａ
Ｉ
の
活
用
・
統
御
の
方
向
性
を
検
討
し
て
い
く
。

　

近
時
、
ア
ミ
タ
イ
・
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
は
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
分
析
の
第
一
人
者
で
あ
る
オ
レ
ン
・
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
（O

ren Etzio

（
（11
（ni

）
と

の
共
著
の
論
考
で
、
Ａ
Ｉ
の
統
御
に
関
す
る
議
論
を
展
開
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
Ａ
Ｉ
の
捉
え
方
と
し
て
、
人
を
助
け
る
も
の
（A

I 

partner

）
と
捉
え
る
か
、
人
に
代
替
す
る
も
の
（A

I m
inds

）
と
捉
え
る
か
の
違
い
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
つ
つ
、
基
本
的
に
は
、
前
者

と
し
て
考
え
こ
れ
を
積
極
的
に
活
用
す
べ
き
で
あ
る
と
す

（
（11
（

る
。
そ
の
う
え
で
、
Ａ
Ｉ
シ
ス
テ
ム
を
わ
れ
わ
れ
の
法
や
価
値
観
に
従
わ
せ
る
必

要
が
あ
る
こ
と
が
主
張
さ
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
た
め
に
、「
Ａ
Ｉ
を
監
督
す
る
Ａ
Ｉ
」
の
必
要
性
が
述
べ
ら
れ
る
。
本
節
で
は
、
こ
の
点
に

か
か
わ
る
彼
ら
の
議
論
を
、
そ
の
他
の
論
者
と
の
比
較
を
交
え
つ
つ
検
討
す
る
。

　

第
一
款
で
は
、
Ａ
Ｉ
を
監
督
す
る
Ａ
Ｉ
の
必
要
性
と
、
そ
の
類
型
の
検
討
を
す
る
。
第
二
款
で
は
、
Ａ
Ｉ
を
監
督
す
る
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
、私
的
選
択
補
佐
の
方
向
性
を
探
る
。
そ
の
後
第
三
款
で
は
、一
旦
彼
ら
の
主
張
を
ま
と
め
た
う
え
で
、第
四
款
に
て
、

エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
ら
に
先
駆
け
て
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
分
析
（
に
基
づ
い
た
Ａ
Ｉ
の
“
お
す
す
め
”
機
能
）
の
活
用
を
積
極
的
に
主
張
す
る
政
策
論
、

リ
バ
タ
リ
ア
ン
・
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
検
討
し
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
ら
の
主
張
と
の
若
干
の
比
較
を
行
う
。

第
一
款　

Ａ
Ｉ
後
見
者

　

エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
ら
は
、
議
論
の
前
提
と
し
て
、
Ａ
Ｉ
を
搭
載
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
ス
マ
ー
ト
機
器
（sm

art instrum
ent

）
に
組
込
ま
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れ
活
用
さ
れ
る
Ａ
Ｉ
と
、
そ
の
Ａ
Ｉ
を
監
督
す
る
Ａ
Ｉ
の
区
別
の
必
要
性
を
主
張
す

（
（11
（

る
。
後
者
の
Ａ
Ｉ
は
、
よ
り
具
体
的
に
は
、
前
者
の

Ａ
Ｉ
の
意
思
決
定
を
吟
味
し
、
そ
の
判
断
が
法
や
社
会
規
範
に
沿
う
よ
う
保
つ
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
Ａ
Ｉ
を
監
督
す
る
シ
ス
テ
ム
は
、

当
該
監
督
対
象
の
Ａ
Ｉ
が
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
か
ら
過
度
に
は
ず
れ
る
こ
と
を
防
ぎ
、
仮
に
外
れ
て
し
ま
っ
た
と
し
て
も
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
順
守
す
る
よ
う
戻
す
働
き
を
す

（
（11
（

る
。
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
ら
は
、
こ
の
、
Ａ
Ｉ
を
監
督
す
る
Ａ
Ｉ
─
─
「
Ａ
Ｉ
後
見
者
」（A

I 

Guardians

）
の
導
入
が
今
後
不
可
欠
と
な
る
と
主
張
す
る
。

一　

Ａ
Ｉ
後
見
者
の
必
要
性

　

Ａ
Ｉ
が
Ａ
Ｉ
に
よ
る
ガ
イ
ド
を
必
要
と
す
る
理
由
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
①
Ａ
Ｉ
の
判
断
過
程
の
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス

化
、
②
Ａ
Ｉ
が
学
習
し
続
け
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
こ
と
、
③
Ａ
Ｉ
が
あ
る
種
の
「
自
律
性
」
を
増
し
て
い
る
こ
と
、
以
上
の
三
点
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
第
一
の
、
Ａ
Ｉ
シ
ス
テ
ム
の
判
断
過
程
は
不
明
瞭
（opaque

）
で
あ
り
、
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
化
し
て
い
る
と
い
う
点
に
つ
い

て
み
て
い

（
（11
（

く
。

　

人
々
は
ス
マ
ー
ト
機
器
が
到
達
し
た
い
か
な
る
結
論
で
あ
れ
、
そ
の
判
断
プ
ロ
セ
ス
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
危
険
性
が
あ
る
。

　

こ
の
点
に
つ
き
、
シ
ョ
ー
ン
ベ
ル
ガ
ー
及
び
ク
キ
エ
は
、「
今
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
何
ら
か
の
判
断
を
下
す
場
合
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
記
述

さ
れ
た
ル
ー
ル
に
従
っ
て
処
理
す
る
。
だ
か
ら
、
も
し
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
お
か
し
な
動
き
が
見
ら
れ
た
ら
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
ど
う
い
う
ル
ー

ル
が
書
か
れ
て
い
た
の
か
チ
ェ
ッ
ク
す
れ
ば
い
い
。
奇
妙
な
判
断
に
至
っ
た
理
由
が
」こ
れ
ま
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ら「
一
目
で
わ
か
る
」が
、

一
方
で
、「
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
分
析
の
場
合
、こ
の
よ
う
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
調
べ
る
こ
と
は
き
わ
め
て
難
し
い
。
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
に
よ
る
予
測
は
、

あ
ま
り
に
複
雑
す
ぎ
て
、
ほ
と
ん
ど
の
人
に
は
理
解
で
き
な
い
こ
と
が
多
い
か
ら
だ
」
と
い

（
（11
（

う
。
さ
ら
に
、
こ
の
ま
ま
で
は
、「
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
予
測
と
そ
の
背
後
に
あ
る
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
や
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
は
、
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
化
す
る
危
険
性
が
あ
る
。
責
任
の
所
在
も
不
明
だ
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し
、
遡
っ
て
調
べ
る
こ
と
も
で
き
な
い
か
ら
、
信
頼
も
で
き
な
い
。
そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
は
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
監
視
と
透
明
化
が
必
要

で
あ
り
、
そ
れ
を
支
え
る
専
門
知
識
や
制
度
も
欠
か
せ
な
い
」
と
す

（
（11
（

る
。

　

ま
た
、
ジ
ェ
ナ
・
バ
レ
ル
（Jenna Burrell

）
は
、
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
の
不
明
瞭
さ
を
三
つ
に
分
類
す

（
（11
（

る
。
す
な
わ
ち
、
①
意
図
の
不
透
明

さ
（intentional opacity

）、
②
技
術
的
な
不
可
読
性
（technical illiteracy

）、
③
応
用
の
規
模
（scale of application

）
で
あ
る
。
意

図
の
不
透
明
さ
と
は
、
国
家
や
企
業
等
の
独
占
的
な
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
は
、
彼
ら
は
そ
の
仕
組
み
を
秘
密
に
し
た
が
る
傾
向
が
あ
る

こ
と
を
意
味
す
る
。
次
に
、
技
術
的
な
不
可
読
性
と
は
、
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
の
複
雑
性
や
機
能
が
公
衆
一
般
の
理
解
を
超
え
て
い
る
こ
と
を
意

味
す
る
。
最
後
に
、
応
用
の
規
模
と
は
、
機
械
学
習
等
を
活
用
し
た
（
ひ
と
つ
の
）
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
か
か
わ
る
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
の
数
は

非
常
に
多
い
た
め
、
個
々
の
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
（
と
い
う
専
門
家
）
に
と
っ
て
さ
え
も
、
出
来
上
が
っ
た
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
は
不
明
瞭
な
も
の
と

な
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

次
に
、
第
二
の
、
Ａ
Ｉ
シ
ス
テ
ム
は
、
環
境
の
変
化
や
機
器
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
常
に
吟
味
し
、
そ
れ
に
応
じ
て
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
修

正
す
る
こ
と
も
あ
る
、「
学
習
シ
ス
テ
ム
」
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
み
て
い

（
（11
（

く
。

　

ス
マ
ー
ト
機
器
は
い
っ
た
ん
動
き
始
め
た
ら
デ
ー
タ
を
収
集
す
る
こ
と
を
止
め
ず
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
さ
ら
な
る
デ
ー
タ
の
収
集
は
、
機

器
そ
れ
自
体
の
経
験
に
基
づ
い
て
学
習
し
続
け
、
そ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
改
善
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
よ
う
な
Ａ

Ｉ
シ
ス
テ
ム
は
、
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
が
最
初
に
設
定
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
か
ら
逸
脱
す
る
こ
と
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
ス
マ
ー
ト
機
器
は
そ

の
製
作
者
と
使
用
者
の
指
示
に
歯
向
か
う
こ
と
が
あ
り
う
る
の
で
あ

（
（12
（

る
。
し
か
し
、
人
間
（m

ortal

）
は
そ
の
変
化
を
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

監
督
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
変
化
が
合
法
で
あ
る
か
、
倫
理
的
で
あ
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
こ
と
を
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ

ら
は
指
摘
す

（
（12
（

る
。

　

最
後
に
、
第
三
の
、
Ａ
Ｉ
シ
ス
テ
ム
は
膨
大
な
選
択
を
「
自
身
で
」
行
う
と
い
う
意
味
で
あ
る
種
の
「
自
律
性
」
を
増
し
て
い
る
と
い
う
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点
に
つ
い
て
み

（
（12
（

る
。

　

こ
れ
ら
の
機
器
は
、
人
間
に
よ
る
情
報
の
入
力
と
独
立
し
た
か
た
ち
で
、
環
境
に
よ
る
情
報
の
入
力
に
応
答
す
る
。
ス
マ
ー
ト
機
器
は
、

自
ら
「
も
の
を
理
解
す
る
こ
と
」
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
が
設
定
し
た
当
初
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

「
反
抗
」
し
て
行
動
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
そ
の
よ
う
な
Ａ
Ｉ
の
傾
向
を
統
御
す
る
必
要
が
出
て
く
る
。

　

こ
の
点
、
こ
こ
に
い
う
「
自
律
性
」
と
い
う
用
語
は
、
自
由
民
主
制
の
も
と
で
は
「
自
由
」
や
「
自
己
統
治
」、
個
人
の
権
利
に
か
か
わ

る
も
の
で
あ
る
た
め
、
非
常
に
含
み
の
あ
る
用
語
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
理
解
の
下
で
は
、
あ
る
者
の
「
自
律
性
」
を
害
す
る
こ
と

は
、
重
大
な
倫
理
的
な
攻
撃
で
あ
る
と
看
做
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
ス
マ
ー
ト
機
器
は
こ
こ
に

い
う
意
味
で
の
自
律
性
を
有
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
ら
は
、
ス
マ
ー
ト
機
器
の
選
択
を
上
書

き
し
、
規
則
に
従
わ
せ
る
こ
と
に
道
義
的
な
問
題
が
あ
る
と
ま
で
は
考
え
な

（
（12
（

い
。

　

以
上
の
理
由
か
ら
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
ら
は
Ａ
Ｉ
を
監
督
す
る
シ
ス
テ
ム
の
必
要
性
を
主
張
す
る
。
こ
の
点
、
こ
の
よ
う
な
Ａ
Ｉ
後
見
者
を

人
間
の
「
保
護
者
」
と
比
べ
た
場
合
の
利
点
は
、
次
の
二
点
で
あ

（
（12
（

る
。
Ａ
Ｉ
後
見
者
は
調
査
済
み
の
知
的
財
産
権
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
侵
害

す
る
可
能
性
が
人
間
と
比
べ
て
ず
っ
と
低
い
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
ら
に
は
そ
の
よ
う
な
侵
害
を
す
る
動
機
や
利
益
が
存
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。

第
二
に
、
Ａ
Ｉ
後
見
者
は
人
間
と
比
べ
た
場
合
、
同
じ
作
業
を
す
る
と
し
て
も
リ
ソ
ー
ス
も
時
間
も
ほ
ん
の
少
し
し
か
必
要
と
し
な
い
。
以

上
二
点
の
利
点
が
あ
る
た
め
に
、
Ａ
Ｉ
を
監
督
す
る
Ａ
Ｉ
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
急
が
れ
る
と
す
る
。

二　

Ａ
Ｉ
後
見
者
の
類
型

　

以
上
を
前
提
と
し
て
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
ら
は
、
Ａ
Ｉ
後
見
者
を
機
能
ご
と
に
類
型
化
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
検
査
Ａ
Ｉ
、
監
視
Ａ
Ｉ
、
執
行
Ａ
Ｉ
、
質
問
Ａ
Ｉ
、
倫
理
ボ
ッ
ト
の
五
種
で
あ

（
（12
（

る
。
こ
こ
で
は
こ
れ
ら
の
特
質
に
つ
い
て
略
述
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し
て
い
く
。

二
─
一　

検
査
Ａ
Ｉ

　

検
査
Ａ
Ｉ
（A

uditor A
I

）
と
は
、
医
療
診
断
等
の
場
面
に
お
い
て
、
Ａ
Ｉ
の
判
断
の
妥
当
性
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、
医
療
診
断
の
場
面
に
お
い
て
、（
死
の
淵
に
い
る
）
患
者
に
と
っ
て
最
善
の
治
療
を
医
師
が
決
定
す
る
の
を
助
け
る
シ
ス
テ
ム

が
妥
当
な
結
論
を
示
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
。
こ
の
よ
う
な
場
面
に
お
い
て
は
、
医
師
は
一
般
に
自
律
性
を
有
し
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
も
の
の
、
機
械
の
判
断
結
果
に
抗
う
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
訴
訟
好
き
な
社
会
で
は
な
お
さ
ら
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

い
（
（12
（

る
。
そ
の
た
め
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
ら
は
、
医
療
機
関
が
こ
の
よ
う
な
場
面
に
お
け
る
シ
ス
テ
ム
の
決
定
を
検
査
す
る
必
要
が
あ
る
と
主
張

す
（
（12
（

る
。

　

こ
の
よ
う
な
検
査
Ａ
Ｉ
は
、
他
に
も
、
投
資
プ
ラ
ン
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が
そ
の
使
用
者
に
対
し
て
な
す
投
資
の
お
す
す
め
や
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

が
開
発
し
た
保
険
プ
ラ
ン
が
ユ
ー
ザ
に
と
っ
て
経
済
的
な
利
益
を
有
し
て
い
る
か
ど
う
か
や
、
サ
ー
チ
エ
ン
ジ
ン
の
検
索
結
果
が
サ
ー
チ
エ

ン
ジ
ン
の
提
供
元
か
そ
の
広
告
主
の
利
益
と
な
る
よ
う
に
バ
イ
ア
ス
が
か
か
っ
て
い
な
い
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
場
面
で
も
活
用
さ
れ
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
人
々
の
私
的
選
択
を
背
面
か
ら
保
護
す
る
も
の
で
あ
る
と
評
価
で
き
る
。

二
─
二　

監
視
Ａ
Ｉ

　

監
視
Ａ
Ｉ
（M

onitor A
I

）
と
は
、
様
々
な
ス
マ
ー
ト
機
器
や
サ
ー
ビ
ス
で
利
用
さ
れ
る
Ａ
Ｉ
の
学
習
結
果
が
法
に
違
反
し
な
い
か
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
も
の
で
あ
る
。
既
述
の
通
り
、
Ａ
Ｉ
の
学
習
結
果
の
妥
当
性
を
判
断
す
る
こ
と
は
人
間
の
能
力
を
超
え
つ
つ
あ
る
た
め
、
こ

れ
を
補
完
す
る
も
の
と
し
て
、
Ａ
Ｉ
を
活
用
す
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
自
動
運
転
車
に
つ
い
て
、
自
動
運
転
の
シ
ス
テ
ム
が
（
自
動
運
転
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で
は
な
い
）
旧
式
の
自
動
車
が
制
限
速
度
に
違
反
し
て
走
行
し
て
い
る
の
を
学
習
し
、
そ
の
結
果
法
律
違
反
を
す
る
に
至
る
こ
と
を
防
止
す

る
こ
と
が
期
待
さ
れ

（
（12
（

る
。

二
─
三　

執
行
Ａ
Ｉ

　

執
行
Ａ
Ｉ
（Enforcer/Inspector A

I

）
と
は
、
各
種
情
報
シ
ス
テ
ム
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
甘
さ
を
警
告
す
る
こ
と
で
、
結
果
的
に
規

制
や
法
を
守
ら
せ
る
も
の
で
あ

（
（12
（

る
。
例
え
ば
、
あ
る
企
業
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
頻
繁
に
ハ
ッ
キ
ン
グ
さ
れ
て
い
る
場
合
、
執
行
Ａ
Ｉ
は
そ
の

企
業
に
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
向
上
す
る
よ
う
警
告
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
も
し
そ
の
警
告
が
無
視
さ
れ
た
場
合
、
執
行
Ａ
Ｉ
は
今
度
は
そ

の
企
業
の
取
引
相
手
に
対
し
て
警
告
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、プ
ラ
イ
バ
シ
ー
三
（
プ
ラ
ス
一
）
要
素
の
う
ち
、ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ

の
充
実
化
に
特
化
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。

二
─
四　

質
問
Ａ
Ｉ

　

質
問
Ａ
Ｉ
（Interrogator A

I

）
と
は
、
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
化
し
た
Ａ
Ｉ
の
処
理
過
程
を
調
査
す
る
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
Ａ
Ｉ

の
サ
イ
バ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
人
々
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
の
有
無
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
違
反
が
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
に
よ
る
故
意
の
不
正
行

為
に
由
来
す
る
も
の
か
、
シ
ス
テ
ム
の
稼
働
の
結
果
生
じ
た
も
の
な
の
か
を
究
明
す

（
（13
（

る
。
具
体
的
に
は
、
銀
行
の
Ａ
Ｉ
シ
ス
テ
ム
が
癌
患
者

の
ロ
ー
ン
の
支
払
い
を
（
急
に
）
要
求
し
た
と
し
て
、
質
問
Ａ
Ｉ
は
そ
の
Ａ
Ｉ
シ
ス
テ
ム
が
病
院
や
医
者
の
オ
フ
ィ
ス
か
ら
違
法
に
情
報
を

収
集
し
て
い
た
り
、
あ
る
い
は
当
該
癌
患
者
の
状
態
を
そ
の
買
物
情
報
（
カ
ツ
ラ
や
大
量
の
石
鹸
、
ビ
タ
ミ
ン
剤
等
の
購
入
情
報
）
か
ら
明

ら
か
に
し
た
り
し
て
い
な
い
か
を
評
価
す

（
（13
（

る
。

　

こ
の
Ａ
Ｉ
の
よ
り
詳
細
な
運
用
方
法
に
つ
い
て
は
、
第
二
款
の
一
に
て
後
述
す
る
。
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二
─
五　

倫
理
ボ
ッ
ト

　

倫
理
ボ
ッ
ト
（Ethics bots

）
と
は
、
臓
器
提
供
や
エ
コ
に
配
慮
し
た
商
品
購
入
の
場
面
等
、
個
人
の
選
択
に
委
ね
ら
れ
る
場
面
の
判
断

に
つ
い
て
、
Ａ
Ｉ
（
を
搭
載
し
た
機
器
）
が
使
用
者
の
選
好
に
沿
う
判
断
を
す
る
よ
う
に
働
き
か
け
る
も
の
で
あ
る
。
基
本
的
に
は
、
倫
理

ボ
ッ
ト
は
倫
理
的
な
選
択
の
た
め
に
運
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
単
に
消
費
者
の
一
般
的
な
選
好
を
明
ら
か
に
し
た
り
そ
れ
に
従
い
タ
ー
ゲ

テ
ィ
ン
グ
広
告
を
出
し
た
り
す
る
こ
と
を
志
向
す
る
も
の
で
は
な

（
（13
（

い
。
こ
の
よ
う
な
タ
イ
プ
の
Ａ
Ｉ
後
見
者
が
求
め
ら
れ
る
理
由
は
、
Ａ
Ｉ

シ
ス
テ
ム
は
法
を
順
守
す
る
だ
け
で
な
く
、
社
会
の
倫
理
規
範
に
も
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
に
求
め
ら
れ

（
（13
（

る
。

　

こ
の
Ａ
Ｉ
の
よ
り
詳
細
な
運
用
方
法
に
つ
い
て
は
、
第
二
款
の
二
に
て
後
述
す
る
。

（
111
）
オ
レ
ン
・
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
は
人
工
知
能
の
研
究
者
で
あ
り
、
現
在
、
ア
レ
ン
人
工
知
能
研
究
所
Ｃ
Ｅ
Ｏ
で
も
あ
る
。
ち
な
み
に
、
彼
は
ア
ミ

タ
イ
・
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
の
実
子
の
よ
う
で
あ
る
。See, A

m
it

a
i E

t
zio

n
i, H

app
in

ess Is T
h

e W
ro

n
g M

et
ric: A

 L
ibela

l C
o

m
m

u
n

it
a

ria
n 

R
espo

n
se T

o P
o

pu
lism (Springer, 2018), at xix.

（
112
）A

m
itai Etzioni (w

ith O
ren Etzioni), Incorporating E

thics into A
rtificial Intelligence, in H

app
in

ess Is T
h

e W
ro

n
g M

et
ric: 

A
 L

ibela
l C

o
m

m
u

n
it

a
ria

n R
espo

n
se T

o P
o

pu
lism (Springer, 2018), at 243-245.

（
113
）A

m
itai Etzioni &

 O
ren Etzioni, K

eeping A
I Legal, V

and. J. Ent. &
 T

ech. L., V
ol. 19, Issue 1 (2016), at 139.

（
114
）A

m
itai Etzioni &

 O
ren Etzioni, D

esigning A
I system

s that obey our law
s and values, Com

m
unications of the A

CM
, V

ol. 
59, Issue 9 (2016), at 29.

（
115
）Id. at 30.

（
116
）V

ict
o

r M
a

y
er-S

ch
ö

n
berger &

 K
en

n
et

h C
u

k
ier, B

ig D
a

t
a: A

 R
ev

o
lu

t
io

n T
h

a
t W

ill T
ra

n
sfo

rm H
o

w W
e L

iv
e, W

o
rk, 

A
n

d T
h

in
k (John M

urray Publishers Ltd., 2013) at 178. 

邦
訳
と
し
て
、
ビ
ク
タ
ー
・
マ
イ
ヤ
ー=

シ
ョ
ー
ン
ベ
ル
ガ
ー
、
ケ
ネ
ス
・

ク
キ
エ
（
著
）、
斎
藤
栄
一
郎
（
訳
）『
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
正
体 

情
報
の
産
業
革
命
が
世
界
の
す
べ
て
を
変
え
る
』（
講
談
社
、
二
〇
一
三
）
二



サイバー時代におけるプライバシーの法理論（５）

北法69（2・127）333

六
五
頁
。

（
117
）
シ
ョ
ー
ン
ベ
ル
ガ
ー
、
ク
キ
エ
（
著
）、
斎
藤
（
訳
）
同
前
訳
書
、
二
六
六
─
二
六
七
頁
。

（
118
）Jenna Burrell, H

ow
 the m

achine ‘thinks’: U
nderstanding opacity in m

achine learning algorithm
s, Big D

ata &
 Society 

V
olum

e: 3 issue: 1 (2016), at 3-5.

（
119
）A

. Etzioni &
 O

. Etzioni, supra note 113, at 138.

（
120
）Ibid.

（
121
）A

. Etzioni &
 O

. Etzioni, supra note 114, at 30.

（
122
）Ibid.

（
123
）A

. Etzioni &
 O

. Etzioni, supra note 112, at 243.

（
124
）A

. Etzioni &
 O

. Etzioni, supra note 113, at 141.

（
125
）
こ
の
よ
う
に
機
能
ご
と
に
類
型
化
さ
れ
る
Ａ
Ｉ
後
見
者
は
、
特
定
の
決
ま
っ
た
作
業
を
遂
行
す
る
、
一
つ
の
機
能
に
専
門
化
し
て
稼
働
す
る

も
の
で
あ
り
、い
わ
ゆ
る「
特
化
型
Ａ
Ｉ
」で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
れ
ら
は
場
面
に
あ
わ
せ
て
複
合
的
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
目
論
ま
れ
て
お
り
、

決
し
て
一
つ
の
Ａ
Ｉ
後
見
者
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
す
べ
て
の
場
面
に
対
応
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
（
つ
ま
り
い
わ
ゆ
る
「
汎
用

Ａ
Ｉ
」
を
想
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
）
点
に
留
意
。

（
126
）O

livia Goldhill, Can w
e trust robots to m

ake m
oral decisions? (A

pr. 3, 2016), https://qz.com
/653575/can-w

e-trust-robots-
to-m

ake-m
oral-decisions/, (last visited M

ar. 21, 2018).

（
127
）A

. Etzioni &
 O

. Etzioni, supra note 114, at 30.

（
128
）Ibid.

（
129
）Ibid.

（
130
）A

. Etzioni &
 O

. Etzioni, supra note 113, at 140.

（
131
）Ibid.

（
132
）A

m
itai Etzioni &

 O
ren Etzioni, A

I assisted ethics, Ethics Inf T
echnol, V

ol. 18, Issue 2 (2016), at152.

（
133
）A

. Etzioni &
 O

. Etzioni, supra note 114, at 30.
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第
二
款　

Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
・
私
的
選
択
補
佐

　

本
款
で
は
、
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
・
私
的
選
択
補
佐
に
関
す
る
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
の
議
論
を
検
討
す
る
。

一　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
方
向
性
─
─
リ
ベ
ラ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム

　

既
述
の
よ
う
に
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
基
準
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
も
の
を
挙
げ
て
い

（
（13
（

る
。
①
収
集
・
処
理
さ
れ

る
情
報
の
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
さ
、
②
情
報
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
、
③
サ
イ
バ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
程
度
、
④
情
報
シ
ス
テ
ム
に
施
さ
れ
て
い
る
ア
カ
ウ

ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
の
程
度
、
以
上
の
四
点
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
彼
は
こ
れ
ら
の
要
素
を
相
関
的
に
考
慮
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
。
こ
こ
で
は
、

Ａ
Ｉ
後
見
者
を
活
用
し
た
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
方
向
性
を
検
討
す
る
。

一
─
一　

Ａ
Ｉ
シ
ス
テ
ム
と
「
証
拠
あ
さ
り
」
の
抑
止
の
必
要
性

　

様
々
な
機
器
が
よ
り
「
ス
マ
ー
ト
」
に
な
る
に
つ
れ
て
、
大
き
な
効
用
が
生
ず
る
だ
ろ
う
が
、
同
時
に
大
き
な
副
作
用
も
生
じ
得
る
。
近

年
、
民
間
部
門
や
公
的
機
関
は
、
個
人
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
活
動
を
追
跡
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
、
携
帯
電
話
を
小
型
化
し
、
追

跡
機
能
を
付
与
し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
カ
メ
ラ
機
能
を
追
加
し
、
衣
服
に
小
さ
な
無
線
送
信
機
を
埋
め
込
ん
だ
り
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
発
達
は
、
序
章
で
も
言
及
し
た
よ
う
な
ク
ラ
ウ
ド
ス
ト
レ
ー
ジ
や
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
っ
て
加
速
し
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
例
え
ば
、
既
述
の
よ
う
に
、
個
人
の
秘
密
が
広
告
に
よ
っ
て
思
わ
ぬ
形
で
暴
か
れ
る
可
能
性
が
あ
る
ほ
か
、
些
細
な
犯
罪
や
非
行

で
あ
っ
て
も
容
易
に
発
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ス
マ
ー
ト
機
器
が
よ
り
高
度
な
監
視
を
容
易
に
す
る
こ
と
に
繋
が
る
と
し
て
、
社
会
は
一
体
全
体
ど
の
レ
ベ
ル
の
法
執
行
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を
追
究
す
べ
き
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
き
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
ら
は
、
こ
れ
ま
で
の
市
民
社
会
が
、
些
細
な
法
的
処
罰
ま
で
を
完
遂
す
る
こ

と
を
求
め
て
は
こ
な
か
っ
た
こ
と
を
重
視
す

（
（13
（

る
。
こ
の
一
見
奇
妙
な
市
民
社
会
の
選
好
は
、市
民
は
全
員
で
は
な
い
に
し
て
も
多
く
の
人
が
、

往
々
に
し
て
（
一
度
は
）
罪
を
犯
す
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に
あ
る
程
度
由
来
す
る
の
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
市
民
社
会
は
、
し
ば
し
ば
散
発
的

な
法
の
執
行
に
頼
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
が
、
情
報
収
集
に
当
た
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
当
局
が
単
に
証
拠
あ
さ
り
を
し
て
い
る
の
で
は
な
い

こ
と
を
示
す
「
詳
細
」（particularity

）
が
求
め
ら
れ
る
理
由
で
あ

（
（13
（

る
。
こ
の
よ
う
に
捜
索
の
範
囲
を
制
限
す
る
こ
と
を
保
証
す
る
そ
の

他
の
理
由
と
し
て
は
、プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
の
防
止
、無
実
の
人
々
の
監
視
に
対
す
る
反
対
、当
局
が
市
民
を
困
ら
せ
る
こ
と
（harassing

）

の
防
止
が
含
ま
れ

（
（13
（

る
。

　

こ
の
よ
う
な
方
向
性
を
維
持
し
、
監
視
シ
ス
テ
ム
の
行
き
過
ぎ
を
防
ぐ
た
め
に
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
対
す
る
リ
ベ
ラ

ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
タ
リ
ア
ン
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
特
定
す
る
、
次
の
よ
う
な
四
つ
の
準
則
を
提
示
す

（
（13
（

る
。

①
リ
ベ
ラ
ル
で
民
主
的
な
政
府
は
、
共
通
善
（
公
共
の
安
全
や
公
衆
衛
生
）
に
対
し
て
「
充
分
に
裏
付
け
ら
れ
た
大
規
模
の
脅
威
」
が
迫
っ

て
い
る
場
合
に
限
り
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
制
限
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
入
口
を
通
過
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
主
た
る
理
由
は
、法
規
範
（legal precept

）
─
─
と
あ
わ
せ
て
そ
の
基
礎
を
な
す
倫
理
哲
学
、

社
会
哲
学
、公
共
哲
学
─
─
の
変
更
は
、そ
れ
ら
の
正
当
性（legitim

acy

）を
危
う
く
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、共
通
善
か
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

が
は
っ
き
り
と
害
さ
れ
て
い
る
強
力
な
証
拠
が
な
い
限
り
、変
化
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
。
こ
れ
は
い
わ
ば
、い
わ
ゆ
る
警
戒
（
予
防
）

原
則
（precautionary princip

（
（13
（le

）
の
濫
用
に
対
す
る
批
判
的
姿
勢
の
表
れ
で
あ
る
と
い
え
る
。

②
共
通
善
が
支
え
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
と
し
て
も
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
制
限
を
導
入
し
な
く
て
も
目
的
が
達
成
さ
れ
る
か
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ど
う
か
、
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
逆
に
、
も
し
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
支
え
が
必
要
な
ら
ば
、
た
と
え
ば
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
監
査
証
跡
の

導
入
の
よ
う
に
、
共
通
善
に
「
損
失
」
を
課
す
こ
と
が
な
い
よ
う
な
道
を
探
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

③
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
制
限
を
導
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
も
、
そ
の
「
侵
入
の
程
度
」（intrusive

）
は
可
能
な
限
り
最
小
限
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

④
必
要
な
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
低
減
措
置
に
よ
る
「
望
ま
し
く
な
い
副
作
用
を
改
善
す
る
」
手
段
を
と
る
こ
と
が
、
こ
れ
ら
の
副
作
用
を
無
視

す
る
よ
り
も
好
ま
れ
る
。

　

こ
れ
ら
四
つ
の
均
衡
基
準
は
、
社
会
の
方
向
性
の
調
整
が
必
要
か
つ
行
き
過
ぎ
で
な
い
こ
と
を
測
定
す
る
の
に
役
立
つ
と
、
エ
ツ
ィ
オ
ー

ニ
は
考
え

（
（14
（

る
。
こ
の
よ
う
な
準
則
を
重
視
す
る
が
ゆ
え
に
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
ら
は
、
一
方
で
Ｐ
Ｓ
Ｓ
や
Ｄ
Ａ
Ｓ
の
よ
う
な
防
犯
シ
ス
テ
ム
の

積
極
的
活
用
を
主
張
し
な
が
ら
、
他
方
で
、
Ａ
Ｉ
後
見
者
を
活
用
し
て
行
き
過
ぎ
た
監
視
を
統
御
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
そ
も

そ
も
彼
ら
が
こ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
の
活
用
に
肯
定
的
な
の
は
、
わ
れ
わ
れ
の
安
全
や
公
衆
衛
生
を
脅
か
す
行
為
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
た

め
で
あ
り
、
些
細
な
違
法
行
為
を
吊
る
し
上
げ
る
た
め
で
は
決
し
て
な
い
の
で
あ
る
。

一
─
二　

質
問
Ａ
Ｉ
に
よ
る
統
御

　

様
々
な
ス
マ
ー
ト
機
器
が
蓄
積
し
、
収
集
す
る
膨
大
な
量
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
情
報
を
、
Ａ
Ｉ
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
編
集
、
分
析
、
推
定
（
サ
イ

バ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
）
す
る
こ
と
は
、
法
の
執
行
を
非
常
に
容
易
に
す
る
。
そ
こ
で
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
ら
は
、
こ
の
よ
う
な
情
報
の
利
活
用
に
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つ
い
て
、
特
に
、
①
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
場
面
と
、
②
サ
イ
バ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
場
面
に
お
い
て
、
質
問
Ａ

Ｉ
と
い
う
Ａ
Ｉ
後
見
者
を
活
用
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
。

　

第
一
の
点
に
つ
い
て
、
よ
り
具
体
的
に
は
、
監
視
カ
メ
ラ
等
ロ
ー
カ
ル
な
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
収
集
・
蓄
積
さ
れ
た
情
報
を
、
一
定
期
間

後
に
質
問
Ａ
Ｉ
が
自
動
的
に
消
去
す
る
こ
と
の
合
法
化
を
主
張
す

（
（14
（

る
。
た
だ
し
、
こ
れ
に
は
、
テ
ロ
リ
ス
ト
に
よ
る
攻
撃
の
場
合
等
、
例
外

が
あ
る
こ
と
は
否
定
し
な
い
。

　

ま
た
、
第
二
の
点
に
つ
い
て
は
、
行
動
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
広
告
等
に
よ
る
「
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
で
な
い
情
報
を
利
用
し
た
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な

情
報
の
推
測
」
を
禁
止
し
、
質
問
Ａ
Ｉ
が
違
反
を
検
知
す
る
こ
と
を
主
張
す

（
（14
（

る
。

　

こ
の
よ
う
な
規
制
を
執
行
す
る
た
め
に
、
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
監
視
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
Ａ
Ｉ
後
見
者
が
調
査
し
、
監
視
す
る
権
限
を
与
え
る

（m
andating

）
立
法
を
す
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
。

　

つ
ま
り
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
ら
は
、
Ａ
Ｉ
に
よ
り
強
化
さ
れ
た
監
視
を
抑
制
す
る
た
め
に
、
Ａ
Ｉ
に
補
佐
さ
れ
た
監
督
を
法
が
導
入
す
べ
き

で
あ
る
と
考
え
て
い

（
（14
（

る
。
彼
ら
は
、
裁
判
所
や
、
そ
の
他
す
べ
て
の
、
ス
マ
ー
ト
機
器
の
行
為
の
意
図
や
責
任
を
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
者
は
皆
、Ａ
Ｉ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
調
査
す
る
Ａ
Ｉ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
必
要
と
す
る
と
考
え
て
い

（
（14
（

る
。
な
ぜ
な
ら
、既
述
の
よ
う
に
、Ａ
Ｉ
に
は
、

判
断
過
程
の
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
化
の
懸
念
が
あ
り
、そ
の
上
、常
に
学
習
し
、そ
れ
ゆ
え
に
あ
る
種
の
「
自
律
性
」
も
増
し
て
い
る
た
め
、

人
間
が
そ
の
情
報
の
処
理
過
程
の
問
題
点
を
明
ら
か
に
す
る
に
は
限
界
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

二　

私
的
選
択
の
補
佐
の
方
向
性
─
─
リ
バ
タ
リ
ア
ン
・
コ
ミ
ュ
ニ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
（
？
）

二
─
一　

Ａ
Ｉ
に
い
か
な
る
形
で
倫
理
的
判
断
を
さ
せ
る
べ
き
か

　

近
時
、
何
ら
か
の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
業
者
は
、
人
々
の
消
費
行
動
等
に
関
す
る
大
規
模
な
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
（
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
）
を
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活
用
す
る
こ
と
で
、
あ
る
人
物
も
し
く
は
そ
の
人
物
と
類
似
す
る
人
々
の
好
み
の
傾
向
を
推
測
す
る
こ
と
が
、
ま
す
ま
す
容
易
に
な
っ
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
事
業
者
は
、
当
該
人
物
の
傾
向
に
巧
妙
に
合
わ
せ
た
、
選
択
に
ま
つ
わ
る
初
期
設
定
（
デ
フ
ォ
ル
ト
）
を
定
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
機
能
を
有
し
た
Ａ
Ｉ
に
よ
る
、
広
告
・
販
促
活
動
が
活
発
化
し
て
お
り
、
そ
れ
に
対
す
る

法
的
な
対
応
い
か
ん
が
議
論
さ
れ
始
め
て
い
る
。

　

こ
の
点
、
既
述
の
通
り
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
の
う
ち
、
い
わ
ゆ
る
自
律
に
ま
つ
わ
る
権
能
を
「
私
的
選
択
」
と
捉

え
、
こ
れ
を
認
め
る
根
拠
を
、
そ
の
よ
う
な
行
為
を
個
々
人
が
自
由
に
す
る
こ
と
に
対
す
る
社
会
の
無
関
心
に
あ
る
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な

私
的
選
択
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
も
の
は
、
具
体
的
に
は
、
学
校
の
選
択
、
生
殖
に
関
す
る
選
択
等
、
ア
メ
リ
カ
の
判
例
に
よ
っ
て
法
的
保
護

が
認
め
ら
れ
て
き
た
も
の
が
中
心
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
は
私
的
選
択
の
根
拠
を
社
会
の
無
関
心
と
構
成
す
る
が
ゆ
え
に
、

ひ
る
が
え
っ
て
、
個
人
の
私
的
選
択
に
つ
い
て
何
ら
か
の
補
佐
を
す
る
Ａ
Ｉ
は
ど
の
よ
う
に
し
て
社
会
規
範
を
学
習
す
る
べ
き
か
、
ま
た
、

ど
の
よ
う
な
場
面
で
Ａ
Ｉ
の
補
佐
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
か
が
問
題
と
な
る
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
は
、
ま
ず
、
Ａ
Ｉ
の
学
習
方
法
に
関
す
る
二
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
（
コ
ミ
ュ
ニ
タ
リ
ア
ン
の
そ
れ
と
、
リ
バ
タ
リ
ア
ン
の
そ
れ
）
に

つ
い
て
検
討
し
た
後
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
ら
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
る
、
そ
れ
ら
に
代
わ
る
方
向
性
を
検
討
す
る
。

（
一
）
コ
ミ
ュ
ニ
タ
リ
ア
ン
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
検
討

　

社
会
規
範
や
倫
理
観
の
多
く
は
、
必
ず
し
も
法
に
体
現
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
コ
ミ
ュ
ニ
タ
リ
ア
ン
の
立
場
に
と
っ
て
は
、
こ
の

よ
う
な
必
ず
し
も
法
に
表
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
価
値
を
ス
マ
ー
ト
機
器
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
シ
ス
テ
ム
に
含
め
る
こ
と
は
重
要
な
こ
と
と

な
（
（14
（

る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
ら
の
価
値
は
、
善
や
、
市
民
社
会
が
大
い
に
安
定
し
た
状
態
で
あ
る
こ
と
に
資
す
る
こ
と
と
な
る
し
、
あ
る
い
は

リ
ベ
ラ
ル
な
国
家
に
と
っ
て
さ
え
も
役
に
立
つ
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
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こ
の
点
、
わ
れ
わ
れ
は
ど
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
い
か
な
る
公
共
の
価
値
を
、
ス
マ
ー
ト
機
器
の
Ａ
Ｉ
ガ
イ
ダ
ン
ス
シ
ス
テ
ム
に
組
み
入

れ
る
べ
き
だ
ろ
う
か
。
す
で
に
法
に
お
さ
ま
っ
て
い
る
公
共
の
価
値
に
つ
い
て
は
、比
較
的
容
易
に
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
ぜ
な
ら
、

こ
の
よ
う
な
価
値
に
つ
い
て
は
立
法
者
が
立
法
を
す
る
際
や
裁
判
官
が
司
法
に
お
い
て
解
釈
を
す
る
際
に
頼
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
往
々
に

し
て
立
法
資
料
や
判
決
文
に
表
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
育
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
付
加
的
な
価
値
に
つ
い
て

は
、
ど
の
よ
う
に
究
明
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
の
問
題
に
対
す
る
手
が
か
り
と
し
て
は
、
三
つ
の
方
向
性
が
考
え
ら
れ
る
。
第
一
に
、
こ
の
よ
う
な
価
値
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
っ

て
（
完
全
に
）
共
有
さ
れ
て
い
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
方
向
性
で
あ

（
（14
（

る
。
こ
の
立
場
に
は
、
次
の
よ
う
な
問
題
が
あ
る
と
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ

ら
は
批
判
す

（
（14
（

る
。
ま
ず
、
人
々
は
異
な
る
価
値
に
同
意
す
る
異
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
そ
れ
ぞ
れ
属
し
、
ま
た
そ
れ
を
取
り
囲
む
（
こ
れ
も

ま
た
異
な
る
価
値
観
を
奉
じ
て
い
る
）
社
会
に
も
属
し
て
い
る
。
た
と
え
特
定
の
価
値
に
つ
い
て
あ
る
程
度
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
認
め
ら
れ
る

場
合
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
な
い
こ
と
が
し
ば
し
ば
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
現
実
の
問
題
が
生
じ
る
と
、

い
つ
ま
で
た
っ
て
も
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
得
ら
れ
な
い
こ
と
が
し
ば
し
ば
起
こ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
手
法
に
よ
っ
て
Ａ
Ｉ
に
価
値
観
を
教
え
込

む
こ
と
は
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
に
困
難
を
強
い
る
こ
と
と
な
る
。

　

第
二
に
、フ
ォ
ー
カ
ス
グ
ル
ー
プ
と
い
っ
た
手
法
や
世
論
調
査
等
に
よ
る
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
も
あ

（
（14
（

る
。
し
か
し
、こ
れ
に
つ
い
て
も
、

次
の
よ
う
な
問
題
が
あ
る
と
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
ら
は
批
判
す

（
（14
（

る
。
世
論
調
査
の
結
果
は
、
誰
が
調
査
対
象
だ
っ
た
か
、
質
問
の
言
い
回
し
が
ど

う
だ
っ
た
か
、
尋
ね
ら
れ
た
質
問
の
配
列
、
質
問
が
尋
ね
ら
れ
た
文
脈
（
家
庭
か
仕
事
場
か
）、
質
問
を
行
っ
た
者
の
態
度
等
に
よ
っ
て
重

大
な
ま
で
に
変
化
す
る
。
同
じ
質
問
を
同
じ
人
物
に
対
し
同
じ
人
物
が
二
度
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
答
え
が
異
な
る
場
合
も
あ
る
。
よ
っ

て
、
こ
の
よ
う
な
手
法
も
頼
り
に
な
ら
な
い
。

　

第
三
に
、
Ａ
Ｉ
に
自
分
で
学
ば
せ
る
方
法
も
提
案
さ
れ
て
い

（
（15
（

る
。
し
か
し
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
次
の
よ
う
な
問
題
が
あ

（
（15
（

る
。
こ
の
よ
う
な
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プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
倫
理
的
な
指
針
を
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
構
築
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
少
な
く
と
も
は
じ
め
は
、
何
ら
か
の
原
理
や
手
本

と
な
る
哲
学
を
求
め
る
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
人
間
で
す
ら
、
白
紙
の
状
態
か
ら
は
じ
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
人
間
が
倫
理
的
な
基
礎
を
得

る
の
は
、
彼
を
育
て
た
者
や
彼
の
帰
属
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら
で
あ
り
、
そ
し
て
そ
れ
を
時
間
を
か
け
て
修
正
し
た
り
、
そ
の
基
礎
を
取

り
替
え
た
り
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
人
間
の
学
び
の
プ
ロ
セ
ス
を
ゼ
ロ
か
ら
模
倣
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

　

以
上
よ
り
、
個
人
に
よ
っ
て
所
持
さ
れ
使
用
さ
れ
る
多
く
の
機
器
の
た
め
に
取
り
い
れ
る
べ
き
価
値
を
究
明
す
る
た
め
に
（
あ
る
種
の
）

コ
ミ
ュ
ニ
タ
リ
ア
ン
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
用
す
る
に
は
、
ど
う
し
て
も
限
界
が
あ
る
こ
と
に
な

（
（15
（

る
。

（
二
）
リ
バ
タ
リ
ア
ン
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
検
討

　

リ
バ
タ
リ
ア
ン
や
一
部
の
リ
ベ
ラ
ル
は
、
遵
守
す
る
善
や
価
値
を
定
義
す
る
の
は
そ
れ
ぞ
れ
の
個
人
で
あ
り
、
国
家
は
中
立
を
保
つ
べ
き

で
あ
る
と
考
え

（
（15
（

る
。
こ
の
立
場
に
立
つ
と
す
る
と
、
個
人
が
そ
れ
ぞ
れ
、
自
身
の
選
択
に
よ
っ
て
Ａ
Ｉ
の
価
値
観
を
決
定
す
べ
き
だ
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
も
し
ス
マ
ー
ト
機
器
が
、
自
身
の
価
値
観
に
沿
う
オ
プ
シ
ョ
ン
を
そ
れ
ぞ
れ
の
個
人
が
選
択
す
る

こ
と
が
可
能
な
ほ
ど
豊
富
に
選
択
肢
を
備
え
て
お
り
、
併
せ
て
、
倫
理
的
な
選
好
へ
の
配
慮
を
含
め
る
こ
と
の
で
き
る
変
更
可
能
な
カ
テ
ゴ

リ
ー
を
も
備
え
て
い
る
場
合
に
は
、
両
立
し
得
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
リ
バ
タ
リ
ア
ン
の
立
場
の
課
題
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
オ
プ
シ
ョ
ン
の
変
遷
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
明
ら

か
に
な
る
。
か
つ
て
、
多
く
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ポ
リ
シ
ー
に
関
す
る
声
明
は
、
ユ
ー
ザ
が
法
的
声
明
を
理
解
で
き
る
と

想
定
し
た
う
え
で
、
提
示
し
た
条
件
を
そ
の
ま
ま
受
け
取
る
か
サ
イ
ト
の
利
用
を
や
め
る
か
（take it or leave it

）
と
い
う
か
た
ち
で
示

さ
れ
て
い
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
多
く
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
が
、
ユ
ー
ザ
が
好
む
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
レ
ベ
ル
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き

る
い
く
ら
か
の
選
択
肢
を
ユ
ー
ザ
に
提
示
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
多
く
の
ユ
ー
ザ
は
そ
の
設
定
の
複
雑
さ
に
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不
平
を
漏
ら
す
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
後
、
さ
ら
に
細
か
く
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
設
定
を
可
能
と
す
る
サ
イ
ト
が
現
れ
つ
つ

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
、
今
後
、
多
く
の
ユ
ー
ザ
は
、
膨
大
な
選
択
肢
が
自
身
を
圧
倒
す
る
こ
と
と
な
る
臨
界
点
を
見
出
す
だ

ろ
う
こ
と
が
、心
理
学
の
実
証
研
究
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い

（
（15
（

る
。
加
え
て
、こ
の
心
理
学
の
知
見
を
応
用
し
た
行
動
経
済
学
の
実
証
研
究
が
、

様
々
な
観
点
か
ら
個
人
の
選
択
を
絶
対
視
す
る
方
向
性
に
つ
い
て
疑
問
を
投
げ
か
け
て
い

（
（15
（

る
。

　

こ
の
よ
う
な
課
題
は
、
世
界
が
「
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
」
へ
と
向
か
い
つ
つ
あ
り
、
増
大
す
る
ス
マ
ー
ト
機
器
の
す
べ
て
に
つ
い
て

個
人
が
そ
の
倫
理
的
な
指
針
を
自
身
で
定
め
る
必
要
が
出
て
く
る
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
ず
っ
と
解
決
が
困
難
な
問
題
に
な

（
（15
（

る
。
よ
っ

て
、（
あ
る
種
の
）
リ
バ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
の
立
場
に
立
つ
こ
と
も
難
し
い
こ
と
は
明
ら
か
だ
ろ
う
。

（
三
）
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
ら
の
主
張
─
─
倫
理
ボ
ッ
ト
を
活
用
し
た
社
会
規
範
の
学
習

　

そ
こ
で
、
そ
れ
以
外
の
手
法
と
し
て
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
ら
は
倫
理
ボ
ッ
ト
の
活
用
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
、
倫
理
ボ
ッ
ト
は
、

ス
マ
ー
ト
機
器
が
熟
慮
し
、
倫
理
的
な
結
論
を
形
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
特
定
の
倫
理
学
を
教
え
る
の
で
は
な
く
、
ユ
ー
ザ
の
倫
理
的

な
選
好
を
引
き
出
し
、そ
の
ユ
ー
ザ
の
使
う
機
器
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
当
該
ユ
ー
ザ
の
選
好
を
適
用
し
続
け
る
も
の
で
あ

（
（15
（

る
。
そ
の
た
め
、

倫
理
ボ
ッ
ト
を
活
用
す
れ
ば
、
ユ
ー
ザ
は
、
は
じ
め
か
ら
改
め
て
自
身
の
倫
理
的
な
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
を
構
築
す
る
よ
り
負
担
が
ず
っ
と
少
な

い
か
た
ち
で
、
Ａ
Ｉ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
適
宜
修
正
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
よ
う
な
倫
理
ボ
ッ
ト
を
、
次
の
よ
う
な
い
く
つ
か
の
場
面
で
、
個
人
は
自
己
省
察
の
た
め
に
使
う
こ
と
が
で
き

（
（15
（

る
。

　

例
え
ば
、
若
者
や
精
神
療
法
に
か
か
っ
て
い
る
者
や
他
の
多
く
の
人
々
は
、
し
ば
し
ば
自
分
は
良
い
人
間
で
あ
る
か
、
と
か
、
人
の
役
に

立
っ
て
い
る
か
、
と
い
っ
た
自
己
診
断
に
ふ
け
る
。
将
来
的
に
は
、
こ
の
よ
う
な
個
人
は
、
よ
り
客
観
的
で
公
平
な
自
己
評
価
を
、
倫
理
ボ
ッ

ト
か
ら
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
倫
理
ボ
ッ
ト
は
、
倫
理
的
な
自
己
修
養
の
ツ
ー
ル
と
し
て
役
立
つ
こ
と
が
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期
待
さ
れ
る
。

　

あ
る
い
は
、
倫
理
ボ
ッ
ト
は
、
人
々
が
非
倫
理
的
な
行
為
に
実
際
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
前
に
戦
略
的
に
こ
れ
を
防
止
す
る
こ
と
を
可
能
に
す

る
。
例
え
ば
、
ギ
リ
シ
ャ
神
話
の
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
は
、
美
し
い
歌
声
で
航
行
中
の
人
を
惑
わ
す
セ
イ
レ
ー
ン
の
い
る
海
域
に
入
る
前
に
、

魔
女
キ
ル
ケ
ー
の
忠
告
通
り
に
船
員
に
は
蝋
で
耳
栓
を
さ
せ
、
自
分
の
体
を
マ
ス
ト
に
縛
り
付
け
さ
せ
た
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
セ
イ
レ
ー

ン
の
誘
惑
か
ら
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
よ
り
実
際
的
に
は
、
自
動
運
転
車
の
シ
ス
テ
ム
を
ユ
ー
ザ
が
上
書
き
し
て
他
車
の
割
り

込
み
行
為
に
対
す
る
報
復
に
出
る
こ
と
等
を
未
然
に
防
止
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
臓
器
提
供
や
寄
附
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
、
エ
コ
に
配
慮
し
た
消
費
行
動
等
の
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
価
値
観
の
影
響
を
受
け
な
が

ら
も
、
そ
の
実
現
に
つ
い
て
は
個
人
の
選
択
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
場
面
で
の
活
用
も
期
待
さ
れ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
ま
さ
に
こ
の
種
の

選
択
に
つ
い
て
、
倫
理
ボ
ッ
ト
に
よ
る
補
佐
が
有
効
に
機
能
す
る
と
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
ら
は
考
え
る
。

二
─
三　

倫
理
ボ
ッ
ト
の
統
御
─
─
倫
理
ボ
ッ
ト
は
い
か
に
し
て
倫
理
を
学
ぶ
の
か
、
い
か
な
る
場
面
で
活
用
さ
れ
る
の
か

　

様
々
な
領
域
に
お
い
て
活
用
さ
れ
る
Ａ
Ｉ
に
社
会
規
範
を
学
ば
せ
る
手
法
と
し
て
、
倫
理
ボ
ッ
ト
と
い
う
Ａ
Ｉ
後
見
者
を
活
用
す
る
と
し

て
、
次
に
問
題
に
な
る
の
は
、
倫
理
ボ
ッ
ト
は
い
か
に
し
て
倫
理
を
学
ぶ
の
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
Ａ
Ｉ
が
倫
理
的
判
断
を

身
に
着
け
る
た
め
の
手
法
と
し
て
一
般
に
想
起
さ
れ
る
二
つ
の
手
法
─
─
ト
ッ
プ
・
ダ
ウ
ン
方
式
と
ボ
ト
ム
・
ア
ッ
プ
方
式
─
─
に
つ
い
て

の
課
題
を
確
認
し
た
後
で
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
ら
の
主
張
を
検
討
す
る
。

（
一
）
ト
ッ
プ
・
ダ
ウ
ン
方
式

　

こ
れ
は
、何
ら
か
の
倫
理
的
な
原
則
を
シ
ス
テ
ム
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
す
る
方
法
で
あ
る
。
こ
の
手
法
に
よ
っ
て
Ａ
Ｉ
に
教
え
込
ま
れ
る
の
は
、



サイバー時代におけるプライバシーの法理論（５）

北法69（2・137）343

ア
イ
ザ
ッ
ク
・
ア
シ
モ
フ
（Isaac A

sim
ov

）
の
ロ
ボ
ッ
ト
三
原

（
（15
（

則
や
十
戒
等
の
宗
教
的
な
教
訓
や
、
イ
マ
ヌ
エ
ル
・
カ
ン
ト
（Im

m
anuel 

K
ant

）
の
定
言
命

（
（16
（

法
や
功
利
主
義
そ
の
他
の
形
式
の
帰
結
主

（
（16
（

義
と
い
っ
た
、
倫
理
哲
学
で
あ
っ
た
り
す
る
。

　

こ
の
ト
ッ
プ
・
ダ
ウ
ン
方
式
の
課
題
と
し
て
は
、
特
定
の
倫
理
哲
学
に
こ
だ
わ
る
と
、
ど
う
し
て
も
不
当
な
結
論
に
い
た
る
局
面
が
出
て

く
る
こ
と
を
避
け
ら
れ
な
い
と
い
う
も
の
で
あ

（
（16
（

る
。
こ
の
よ
う
な
課
題
は
、
い
わ
ゆ
る
ト
ロ
ッ
コ
問
題
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
明
ら

か
と
な

（
（16
（

る
。

（
二
）
ボ
ト
ム
・
ア
ッ
プ
方
式

　

一
方
、
ボ
ト
ム
・
ア
ッ
プ
方
式
は
、
実
際
の
状
況
に
お
け
る
人
々
の
行
動
か
ら
、
い
か
に
倫
理
的
な
判
断
を
提
供
す
る
か
を
学
ぶ
方
法
で

あ
る
。
こ
の
手
法
に
よ
る
と
、
集
団
思
考
（groupthink

）
や
集
合
知
（the w

isdom
 of the crow

ds

）
と
い
っ
た
、
人
々
の
倫
理
的
な

判
断
の
膨
大
な
集
合
で
あ
る
あ
る
種
の
凝
集
系
（aggregation system

）
に
よ
っ
て
、
Ａ
Ｉ
が
価
値
観
を
学
習
す
る
こ
と
に
な

（
（16
（

る
。
し
か

し
、
端
的
に
い
っ
て
、
こ
の
手
法
は
「
何
が
一
般
的
な
も
の
で
あ
る
か
」
を
学
ぶ
も
の
で
あ
り
、「
何
が
倫
理
的
な
の
も
の
で
あ
る
か
」
を

学
ぶ
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
い
う
問
題
が
あ

（
（16
（

る
。

（
三
）
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
ら
の
主
張
─
─
Ａ
Ｉ
利
用
者
自
身
の
選
好
の
重
視

　

以
上
の
よ
う
な
課
題
を
克
服
す
る
た
め
に
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
ら
が
構
想
す
る
方
向
性
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　

倫
理
的
社
会
的
な
価
値
が
社
会
に
お
い
て
実
現
さ
れ
る
主
要
な
方
法
は
、
法
の
執
行
と
個
人
の
選
択
に
よ
っ
て
で
あ
る
（
こ
れ
ら
の
選
択

は
社
会
的
に
育
ま
れ
る
も
の
で
は
あ
る

（
（16
（

が
）。
こ
の
う
ち
、一
方
で
、あ
る
種
の
倫
理
的
社
会
的
価
値
は
法
に
具
体
化
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

こ
の
よ
う
な
特
定
の
重
要
な
価
値
に
つ
い
て
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
保
持
し
、
そ
の
実
現
に
つ
い
て
は
個
人
の
選
択
に
委
ね
ら
れ
て
お
ら
ず
、
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法
に
よ
る
強
制
的
な
手
法
に
よ
っ
て
執
行
さ
れ
守
ら
れ
て
い

（
（16
（

る
。
例
え
ば
、
殺
人
や
レ
イ
プ
の
禁
止
が
当
て
は
ま
る
。
ま
た
、
他
方
で
、
あ

る
種
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
保
持
す
る
倫
理
的
価
値
は
、
そ
れ
に
従
う
か
否
か
を
個
人
の
選
択
に
委
ね
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い

（
（16
（

る
（
た
だ
、
そ

う
は
い
っ
て
も
、こ
の
よ
う
な
価
値
も
、社
会
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
よ
っ
て
育
ま
れ
て
も
い

（
（16
（

る
）。具
体
的
に
は
、既
述
の
、

臓
器
提
供
、
寄
附
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
エ
コ
に
配
慮
し
た
消
費
行
動
と
い
っ
た
も
の
が
こ
れ
に
当
て
は
ま
る
。
こ
の
後
者
の
選
択
に
つ
い
て

（
個
人
を
補
佐
す
る
Ａ
Ｉ
に
対
し
て
）、倫
理
ボ
ッ
ト
が
補
佐
す
る
こ
と
が
、そ
の
主
た
る
役
割
な
の
で
あ
る
と
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
ら
は
考
え
る
。

　

こ
こ
で
重
要
な
の
が
、
倫
理
ボ
ッ
ト
は
、
そ
の
所
有
者
（
事
業
者
）
や
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
の
価
値
観
や
、
政
府
の
促
進
し
た
い
そ
れ
に
従
う

わ
け
で
は
な

（
（17
（

く
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
企
業
や
政
治
運
動
に
よ
っ
て
追
求
さ
れ
る
目
標
を
促
進
す
る
た
め
に
使
わ
れ
る
の
で
も
な
い
こ
と
で

あ
（
（17
（

る
。
倫
理
ボ
ッ
ト
は
、
Ａ
Ｉ
使
用
者
本
人
の
情
報
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
各
種
デ
バ
イ
ス
か
ら
収
集
し
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
ユ
ー
ザ
の
倫

理
的
な
選
好
を
判
断
す
る
よ
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
さ
れ

（
（17
（

る
。

　

こ
の
よ
う
な
手
法
に
つ
い
て
は
、
当
該
ユ
ー
ザ
の
選
好
が
直
接
的
に
危
害
の
あ
る
場
合
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム

の
機
能
の
（
悪
）
循
環
に
よ
っ
て
人
々
が
自
身
の
価
値
観
に
閉
じ
こ
も
っ
て
い
く
い
わ
ゆ
る
フ
ィ
ル
タ
ー
バ
ブ
ル 

（filter bubb

（
（17
（le

）
の
問

題
に
つ
な
が
り
得
る
場
合
に
つ
い
て
、
懸
念
す
る
向
き
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
ら
は
、
次
の
よ
う
に
応

答
す
る
。
す
な
わ
ち
、
倫
理
ボ
ッ
ト
を
活
用
し
個
人
の
選
択
を
補
佐
す
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
る
の
は
、
法
に
よ
る
規
制
の
存
す
る
領
域
と
、

個
人
の
選
択
に
委
ね
ら
れ
た
領
域
を
区
別
し
た
う
え
で
、
個
人
の
選
択
に
委
ね
て
も
「
重
大
な
害
の
な
い
」
場
面
に
つ
い
て
の
み
な
の
で

あ
（
（17
（

る
。
こ
の
点
、
こ
の
よ
う
な
主
張
の
背
後
に
は
、
既
述
の
通
り
、
社
会
の
分
断
を
防
ぐ
た
め
に
個
人
の
み
な
ら
ず
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
間
の
平

等
を
も
希
求
す
る
発
想
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
た
と
え
倫
理
ボ
ッ
ト
が
個
人
の
選
好
を
も
と
に
Ａ
Ｉ
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
行
う
と

し
て
も
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
ら
が
フ
ィ
ル
タ
ー
バ
ブ
ル
の
よ
う
な
状
況
を
無
条
件
で
善
し
と
す
る
立
場
で
は
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
論
を
俟

た
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
一
方
で
、（
ア
ミ
タ
イ
）
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
ら
が
コ
ミ
ュ
ニ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
の
観
点
を
重
視
し
、
様
々
な
価
値
観
を
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奉
ず
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
社
会
に
併
存
す
る
こ
と
を
善
し
と
す
る
立
場
で
あ
る
こ
と
に
も
留
意
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
エ
ツ
ィ
オ
ー

ニ
ら
の
想
定
す
る
「
重
大
な
害
の
な
い
」
場
面
と
は
、
い
か
な
る
場
面
な
の
か
、
慎
重
に
画
定
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
ら
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
影
響
を
受
け
て
形
成
さ
れ
る
個
人
の
選
好
を
重
視
す
る
か
た
ち
で
の
Ａ
Ｉ
の

監
督
が
、
ひ
い
て
は
倫
理
的
選
好
に
ま
つ
わ
る
Ａ
Ｉ
の
利
活
用
に
よ
っ
て
生
じ
う
る
問
題
を
防
止
な
い
し
解
決
す
る
こ
と
に
繋
が
る
と
考
え

て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

二
─
四　

倫
理
ボ
ッ
ト
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

　

こ
の
よ
う
な
倫
理
ボ
ッ
ト
の
導
入
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
深
刻
な
懸
念
を
招
来
す
る
。
多
く
の
人
々
は
倫
理
ボ
ッ
ト
の
暗
号
化
を

追
究
し
、
他
人
の
診
療
記
録
や
そ
の
他
の
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
情
報
を
「
読
む
」
倫
理
ボ
ッ
ト
を
規
制
す
る
法
を
要
求
す
る
だ
ろ
う
。
こ
の
点

に
つ
き
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
ら
は
、
倫
理
ボ
ッ
ト
は
全
て
の
Ａ
Ｉ
の
監
督
に
つ
き
委
託
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
利
用
に
ま
つ
わ
る
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
リ
ス
ク
を
上
回
る
利
点
や
利
益
が
倫
理
ボ
ッ
ト
に
あ
る
と
み
な
し
た
者
の
み
が
利
用
す
る
こ
と
に
な
る
と
い

（
（17
（

う
。

　

さ
ら
に
、
倫
理
ボ
ッ
ト
の
利
用
を
受
け
入
れ
る
人
々
は
、
彼
ら
の
選
好
を
確
定
す
る
た
め
に
倫
理
ボ
ッ
ト
が
利
用
す
る
情
報
が
す
で
に
広

範
に
利
用
可
能
と
な
っ
て
い
る
情
報
で
あ
る
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
も
あ
る
だ
ろ
う
。既
述
の
通
り
、民
間
企
業
は
人
々
に
関
す
る
情
報
フ
ァ

イ
ル
を
適
法
に
有
し
て
い
る
。
倫
理
ボ
ッ
ト
は
こ
の
よ
う
な
情
報
を
利
用
す
る
こ
と
に
な
る
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
、
前
述
の
よ
う
に
、
個
人

は
い
つ
何
時
で
あ
っ
て
も
倫
理
ボ
ッ
ト
が
ス
マ
ー
ト
機
器
に
提
供
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
上
書
き
す
る
こ
と
も
で
き
る
（
よ
う
に
設
計
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
）
と
い
う
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
つ
い
て
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
ら
は
「
倫
理
ボ
ッ
ト
（
あ
る
い
は
Ａ
Ｉ
に
補
佐
さ
れ
た
倫
理
）
は
リ
バ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
と

Ａ
Ｉ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
結
婚
で
あ

（
（17
（

る
」
と
評
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
の
個
人
像
は
、
繰
り
返
す
よ
う
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
影
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響
を
色
濃
く
受
け
た
も
の
で
あ
る
と
措
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
は
留
意
が
必
要
だ
ろ
う
。
ゆ
え
に
、
彼
ら
は
倫
理
ボ
ッ
ト
の
活
用
に
当
た
っ

て
は
、（
そ
う
明
言
す
る
わ
け
で
は
な
い
も
の
の
）あ
る
種
の
リ
バ
タ
リ
ア
ン
的
発
想
と
あ
る
種
の
コ
ミ
ュ
ニ
タ
リ
ア
ン
的
発
想
を
折
衷
し
た
、

リ
バ
タ
リ
ア
ン
・
コ
ミ
ュ
ニ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
と
も
呼
び
う
る
立
場
に
立
っ
て
い
る
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

第
三
款　

エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
ら
の
主
張
の
小
括

　

以
上
、
前
款
ま
で
は
、
Ａ
Ｉ
活
用
と
統
御
の
方
向
性
に
関
す
る
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
ら
の
所
説
を
検
討
し
た
。
こ
こ
で
は
、
次
款
に
お
け
る
他

説
と
の
比
較
の
ま
え
に
、
彼
ら
の
議
論
を
振
り
返
っ
て
お
く
。

　

彼
ら
は
ま
ず
、
Ａ
Ｉ
の
発
達
に
伴
っ
て
、
三
つ
の
課
題
が
生
じ
て
い
る
た
め
に
、
人
が
Ａ
Ｉ
を
管
理
す
る
の
で
は
な
く
、
Ａ
Ｉ
が
Ａ
Ｉ
を

管
理
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
。
こ
の
課
題
と
は
、
す
な
わ
ち
、
①
Ａ
Ｉ
の
判
断
過
程
の
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
化
、
②
Ａ
Ｉ
が
学

習
し
続
け
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
こ
と
、
③
Ａ
Ｉ
が
あ
る
種
の
「
自
律
性
」
を
増
し
て
い
る
こ
と
、
以
上
の
三
点
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
課
題

に
対
応
す
る
た
め
に
、
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
ら
は
、
法
的
機
関
等
が
Ａ
Ｉ
後
見
者
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
Ａ
Ｉ
の
意
思
決
定
を
吟
味
し
、
法
規
範

や
社
会
規
範
に
従
っ
た
判
断
を
す
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
Ａ
Ｉ
の
判
断
の
法
的
妥
当
性
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
監
督
が
な
さ
れ
る
。
ⓐ
Ａ
Ｉ
の
（
学
習
内
容
の
当
否
に
つ
い
て
は
さ

し
あ
た
り
問
わ
な
い
か
た
ち
で
の
）
判
断
結
果
の
妥
当
性
、
ⓑ
（
判
断
結
果
そ
れ
自
体
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
、
学
習
内
容
に
起
因
す
る
）

学
習
結
果
の
妥
当
性
、
ⓒ
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
状
態
の
妥
当
性
、
ⓓ
情
報
の
処
理
過
程
（
サ
イ
バ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り
方
）

の
妥
当
性
、
以
上
の
四
段
階
の
妥
当
性
判
断
で
あ
る
。
次
に
、
Ａ
Ｉ
の
判
断
の
倫
理
的
妥
当
性
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
監
督
が
な
さ

れ
る
。
す
な
わ
ち
、
ⓔ
個
人
の
選
択
に
委
ね
ら
れ
た
領
域
に
お
け
る
、
倫
理
に
か
か
わ
る
選
択
に
対
し
て
な
さ
れ
る
Ａ
Ｉ
の
補
佐
の
、
当
該
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個
人
の
選
好
に
照
ら
し
た
妥
当
性
判
断
で
あ
る
。

　

こ
の
う
ち
特
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
や
私
的
選
択
補
佐
の
た
め
の
Ａ
Ｉ
後
見
者
の
活
用
の
方
向
性
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　

第
一
に
、
各
種
情
報
シ
ス
テ
ム
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
甘
さ
を
警
告
す
る
執
行
Ａ
Ｉ
に
よ
る
、
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
の
監
督
が
な
さ
れ
る

べ
き
で
あ
る
。
第
二
に
、
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
化
し
た
Ａ
Ｉ
の
処
理
過
程
を
調
査
す
る
質
問
Ａ
Ｉ
に
よ
る
、
不
当
な
サ
イ
バ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

の
監
督
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
例
え
ば
、
Ａ
Ｉ
の
サ
イ
バ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
人
々
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
の
有
無
の

み
な
ら
ず
、
そ
の
違
反
が
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
に
よ
る
故
意
の
不
正
行
為
に
由
来
す
る
も
の
か
、
シ
ス
テ
ム
の
稼
働
の
結
果
生
じ
た
も
の
な
の
か

を
究
明
す
る
こ
と
に
な
る
。
第
三
に
、
Ａ
Ｉ
（
を
搭
載
し
た
機
器
）
が
使
用
者
の
選
好
に
沿
う
判
断
を
す
る
よ
う
に
働
き
か
け
る
倫
理
ボ
ッ

ト
に
よ
る
、
不
当
な
オ
ス
ス
メ
の
監
督
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
倫
理
ボ
ッ
ト
は
、
法
に
よ
る
規
制
の
な
い
、
個
人
の
選
択
に
委
ね

ら
れ
る
場
面
の
判
断
の
補
佐
、
具
体
的
に
は
、
臓
器
提
供
や
エ
コ
に
配
慮
し
た
商
品
購
入
の
場
面
等
の
Ａ
Ｉ
の
お
す
す
め
機
能
に
つ
い
て
、

法
を
順
守
す
る
こ
と
の
み
を
目
的
と
す
る
と
い
う
よ
り
も
、
倫
理
観
に
も
配
慮
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
導
入
さ
れ
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま

た
、
そ
の
活
用
に
当
た
っ
て
、
倫
理
ボ
ッ
ト
は
、
事
業
者
や
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
の
価
値
観
や
、
政
府
の
促
進
し
た
い
価
値
に
従
う
わ
け
で
は
な

く
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
企
業
や
政
治
運
動
に
よ
っ
て
追
求
さ
れ
る
目
標
を
促
進
す
る
た
め
に
使
わ
れ
る
の
で
も
な
い
と
い
う
。
倫
理
ボ
ッ
ト

は
、
Ａ
Ｉ
使
用
者
本
人
の
情
報
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
各
種
デ
バ
イ
ス
か
ら
収
集
し
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
ユ
ー
ザ
の
倫
理
的
な
選
好
を
判
断

し
補
佐
す
る
よ
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
か
ら
す
る
と
、エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
ら
は
、一
方
で
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
に
つ
い
て
は
Ａ
Ｉ
後
見
者
を
積
極
的
に
活
用
し
つ
つ
、他
方
で
、

私
的
選
択
の
補
佐
に
つ
い
て
は
、
一
般
的
な
選
択
（
単
な
る
消
費
行
動
等
）
に
つ
い
て
は
そ
の
活
用
を
必
ず
し
も
積
極
的
に
は
勧
め
ず
、
倫

理
に
か
か
わ
る
選
択
に
つ
い
て
の
み
Ａ
Ｉ
及
び
Ａ
Ｉ
後
見
者
を
活
用
す
る
こ
と
を
志
向
す
る
立
場
で
あ
る
と
い
え
る
。そ
の
た
め
、倫
理
ボ
ッ

ト
の
活
用
範
囲
は
実
の
と
こ
ろ
そ
こ
ま
で
広
く
は
な
い
と
思
わ
れ
、
こ
の
よ
う
な
範
囲
に
つ
い
て
し
か
Ａ
Ｉ
の
活
用
を
推
奨
し
な
い
と
い
う
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）A

. Etzioni &
 O

. Etzioni, supra note 132, at 151.

そ
の
こ
と
が
、
彼
ら
の
主
張
の
特
徴
だ
と
い
え
る
。

　

こ
れ
ら
の
点
は
、次
述
す
る
リ
バ
タ
リ
ア
ン
・
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
の
比
較
に
お
い
て
、重
要
と
な
っ
て
く
る
点
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
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（
146
）M

ich
ae

l W
a

lzer, S
ph

eres O
f Ju

st
ice: A

 D
efen

se O
f P

lu
ra

lism A
n

d E
q

u
a

lit
y (Basic Books, 1983)

、
邦
訳
と
し
て
、
マ
イ
ケ

ル
・
ウ
ォ
ル
ツ
ァ
ー
（
著
）、
山
口
晃
（
訳
）『
正
義
の
領
分
─
─
多
元
性
と
平
等
の
擁
護
』（
而
立
書
房
、
一
九
九
九
）。

（
147
）A

. Etzioni &
 O

. Etzioni, supra note 132, at 151.

（
148
）C

hristopher Slobogin &
 Joseph E

. Schum
acher, R

easonable E
xpectations of P

rivacy and A
utonom

y in Fourth 
A

m
endm

ent Cases: A
n E

m
pirical Look at “U

nderstandings” R
ecognized and Perm

itted by Society, 42 D
uke Law

 Journal 
727 (1993), H

F Fradella, et al., Q
uantifying K

atz: E
m

pirically m
easuring reasonable expectations of privacy in the fourth 

am
endm

ent context, A
m

. J. Crim
. L. 38, 289.

（
149
）A

. Etzioni &
 O

. Etzioni, supra note 132, at 151.

（
150
）Patrick Lin , T

he E
thics of A

utonom
ous Cars: Som

etim
es good judgm

ent can com
pel us to act illegally. Should a self-

driving vehicle get to m
ake that sam

e decision? T
he A

tlantic (O
ct 8, 2013), https://w

w
w

.theatlantic.com
/technology/

archive/2013/10/the-ethics-of-autonom
ous-cars/280360/, (last visited M

ar. 22, 2018).

（
151
）A

. Etzioni &
 O

. Etzioni, supra note 132, at 151.

（
152
）Id., at 152.

（
153
）D

avid B
oaz, K

ey C
oncepts of L

ibertarianism
 (Jan. 1, 1999), https://w

w
w

.cato.org/publications/com
m

entary/key-
concepts-libertarianism

, (last visited M
ar. 22, 2018). 

欧
米
の
リ
バ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
検
討
す
る
日
本
の
論
考
と
し
て
、
田
中
成

明
「
リ
バ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
の
正
義
論
の
魅
力
と
限
界
─
─
ハ
イ
エ
ク
、
ノ
ー
ジ
ッ
ク
、
ブ
キ
ャ
ナ
ン
」
法
学
論
叢
一
三
八
巻
四
・
五
・
六
号
（
一

九
九
六
）
一
〇
一
頁
以
下
、
概
説
書
と
し
て
、
森
村
進
（
編
著
）『
リ
バ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
読
本
』（
勁
草
書
房
、
二
〇
〇
五
）
等
。
ま
た
、
日
本

に
お
い
て
リ
バ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
を
積
極
的
に
展
開
す
る
論
者
が
自
身
の
論
考
を
ま
と
め
た
も
の
と
し
て
、
森
村
進
『
リ
バ
タ
リ
ア
ン
は
こ
う
考

え
る
』（
信
山
社
、
二
〇
一
三
）。

（
154
）D

a
n

iel K
a

h
n

em
a

n, T
h

in
k

in
g, F

a
st A

n
d S

lo
w (Farrar, Straus, and Giroux, 2011).

（
155
）
行
動
経
済
学
に
つ
い
て
は
、
日
本
に
お
い
て
も
す
で
に
一
般
向
け
書
物
も
含
め
て
多
数
の
文
献
が
あ
る
が
、
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
多
田

洋
介
『
行
動
経
済
学
入
門
』（
日
本
経
済
新
聞
社
、
二
〇
〇
三
）、
子
安
増
生
、
西
村
周
三
（
編
著
）『
経
済
心
理
学
の
す
す
め
』（
有
斐
閣
、
二

〇
〇
七
）、
依
田
高
典
、
後
藤
励
、
西
村
周
三
『
行
動
健
康
経
済
学
─
─
人
は
な
ぜ
判
断
を
誤
る
の
か
』（
日
本
評
論
社
、
二
〇
〇
九
）、
武
村
和
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久
『
行
動
意
思
決
定
論
』（
日
本
評
論
社
、
二
〇
〇
九
）
等
が
あ
る
。

　
　
　

ま
た
、
行
動
経
済
学
に
つ
い
て
法
（
学
）
一
般
が
ど
う
受
け
止
め
る
べ
き
か
に
つ
い
て
、
行
動
経
済
学
の
知
見
を
法
的
介
入
の
正
当
化
に
使

う
際
の
論
点
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
論
じ
る
も
の
と
し
て
、
川
濵
昇
「
行
動
経
済
学
の
規
範
的
意
義
」
平
野
仁
彦
・
亀
本
洋
・
川
濵
昇
（
編
）『
現

代
法
の
変
容
』（
有
斐
閣
、二
〇
一
三
）
四
〇
五
頁
以
下
。
さ
ら
に
、民
法
学
の
問
題
に
つ
い
て
行
動
経
済
学
の
観
点
か
ら
論
じ
る
も
の
と
し
て
、

例
え
ば
、
西
内
康
人
『
消
費
者
行
動
の
経
済
分
析
』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
六
）
等
。

（
156
）A

. Etzioni &
 O

. Etzioni, supra note 132, at 152.

（
157
）A

. Etzioni &
 O

. Etzioni, supra note 112, at 247.

（
158
）A

. Etzioni &
 O

. Etzioni, supra note 132, at 154.

（
159
）Isaa


c A

sim
o

v, I, R
o

bo
t (Gnom

e Press, 1950). 

邦
訳
と
し
て
、
例
え
ば
、
ア
イ
ザ
ッ
ク
・
ア
シ
モ
フ
（
著
）、
小
尾
芙
佐
（
訳
）『
わ
れ

は
ロ
ボ
ッ
ト
』（
ハ
ヤ
カ
ワ
文
庫
Ｓ
Ｆ
、
二
〇
〇
四
）。

（
160
）
定
言
命
法
に
関
す
る
邦
語
の
注
解
と
し
て
、
例
え
ば
、
カ
ン
ト
（
著
）、
波
多
野
精
一
、
宮
本
和
吉
、
篠
田
英
雄
（
訳
）『
実
践
理
性
批
判
』（
岩

波
文
庫
、
一
九
四
九
）
等
。

（
161
）Jerem

y B
en

t
h

a
m, A

n In
t

ro
d

u
ct

io
n T

o T
h

e P
rin

ciples O
f M

o
ra

ls A
n

d L
egisla

t
io

n (J.H
.Burm

s &
 H

. L. A
. eds A

thlone 
Press 1970)(1789). 

功
利
主
義
に
関
す
る
日
本
の
近
時
の
論
考
と
し
て
、
若
松
良
樹
（
編
）『
功
利
主
義
の
逆
襲
』（
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
、
二
〇

一
七
）。

（
162
）A

. Etzioni &
 O

. Etzioni, supra note 112, at 237.

（
163
）P

h
ilippa F

o
o

t, T
h

e P
ro

blem O
f A

bo
rt

io
n A

n
d T

h
e D

o
ct

rin
e O

f T
h

e D
o

u
ble E

ffect In V
irt

u
es A

n
d V

ices (O
xford: 

Basil Blackw
ell, 1978).

（
164
）
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
や
人
工
知
能
の
問
題
に
つ
い
て
、
集
合
知
を
重
視
し
た
方
向
性
を
採
用
す
る
日
本
の
論
考
と
し
て
、
西
垣
通
『
集
合
知
と
は

何
か　

ネ
ッ
ト
時
代
の
「
知
」
の
ゆ
く
え
』（
中
公
新
書
、
二
〇
一
三
）、
同
『
ネ
ッ
ト
社
会
の
「
正
義
」
と
は
何
か　

集
合
知
と
新
し
い
民
主

主
義
』（
角
川
選
書
、
二
〇
一
四
）、
同
『
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
と
人
工
知
能　

可
能
性
と
罠
を
見
極
め
る
』（
中
公
新
書　

二
〇
一
六
）。

（
165
）A

. Etzioni &
 O

. Etzioni, supra note 112, at 238-239.

（
166
）Id., at 245.
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（
167
）A

. Etzioni &
 O

. Etzioni, supra note 114, at 31.
（
168
）Ibid.

（
169
）A

. Etzioni &
 O

. Etzioni, supra note 112, at 245.

（
170
）A

. Etzioni &
 O

. Etzioni, supra note 114, at 31.

（
171
）A

. Etzioni &
 O

. Etzioni, supra note 132, at 153.

（
172
）Id., at 152.

（
173
）
フ
ィ
ル
タ
ー
バ
ブ
ル
（filter bubble

）
と
は
、
よ
り
詳
細
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
サ
イ
ト
等
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
が
、
ユ
ー
ザ
の
情
報

に
基
づ
い
て
当
該
ユ
ー
ザ
が
見
た
い
で
あ
ろ
う
情
報
を
選
択
的
に
推
定
す
る
よ
う
な
検
索
結
果
を
出
す
こ
と
が
原
因
で
、
そ
の
人
の
観
点
に
合

わ
な
い
で
あ
ろ
う
情
報
か
ら
ユ
ー
ザ
が
隔
離
さ
れ
、実
質
的
に
彼
ら
自
身
の
文
化
的
、思
想
的
な
皮
膜
（
バ
ブ
ル
）
の
中
に
孤
立
す
る
よ
う
に
な
っ

て
い
く
こ
と
を
問
題
視
す
る
用
語
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
問
題
に
つ
い
て
は
、
そ
も
そ
も
は
キ
ャ
ス
・
サ
ン
ス
テ
ィ
ー
ン
等
が
批
判
的
に
論
じ

て
い
た
が
、
イ
ー
ラ
イ
・
パ
リ
サ
ー
が
の
ち
に
「
フ
ィ
ル
タ
ー
バ
ブ
ル
」
と
名
付
け
て
括
り
だ
し
た
。See, C

a
ss R. S

u
n

st
ein, R

epu
blic.

co
m (Princeton U

niversity Press, 2001), E
li P

a
riser, T

h
e F

ilt
er B

u
bble: W

h
a

t T
h

e In
t

ern
et Is H

id
in

g F
ro

m Y
o

u (Penguin 
U

K
, 2011). 

前
者
の
邦
訳
と
し
て
、
キ
ャ
ス
・
サ
ン
ス
テ
ィ
ー
ン
（
著
）、
石
川
幸
憲
（
訳
）『
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
民
主
主
義
の
敵
か
』（
毎
日

新
聞
社
、
二
〇
〇
三
）。
後
者
の
邦
訳
と
し
て
、
イ
ー
ラ
イ
・
パ
リ
サ
ー
（
著
）、
井
口
耕
二
（
訳
）『
閉
じ
こ
も
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト　

グ
ー
グ

ル
・
パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ズ
・
民
主
主
義
』（
早
川
書
房
、
二
〇
一
二
）、
改
題
・
文
庫
版
と
し
て
、
同
（
訳
）『
フ
ィ
ル
タ
ー
バ
ブ
ル
─
─
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
が
隠
し
て
い
る
こ
と
』（
ハ
ヤ
カ
ワ
文
庫
Ｎ
Ｆ
、
二
〇
一
六
）。

　
　
　

こ
の
点
、
サ
ン
ス
テ
ィ
ン
の
検
討
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
消
費
者
主
権
の
行
き
過
ぎ
を
警
戒
し
、
共
和
主
義
の
観
点
を
重
視
し
た
方
向
性

を
模
索
す
る
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
パ
リ
サ
ー
は
サ
イ
バ
ー
・
リ
バ
タ
リ
ア
ン
的
な
立
場
か
ら
、
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
の
活
用
に
よ
っ
て
「
開
か

れ
た
社
会
」
と
い
う
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
特
質
が
蝕
ま
れ
る
こ
と
を
主
と
し
て
警
戒
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
彼
ら
の
問
題
意
識
に
は

共
通
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
も
の
の
、
そ
の
思
想
的
視
座
は
異
な
る
。

（
174
）A

. Etzioni &
 O

. Etzioni, supra note 112, at 248.

（
175
）A

. Etzioni &
 O

. Etzioni, supra note 132, at 154.

（
176
）Ibid.
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【
付
記
】本
稿
は
、北
海
道
大
学
審
査
博
士（
法
学
）学
位
論
文（
二
〇
一
六
年
三
月
二
四
日
授
与
）「
サ
イ
バ
ー
時
代
に
お
け
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

の
法
理
論
─
─
私
法
上
の
問
題
を
中
心
に
─
─
」
に
対
し
、
加
除
・
修
正
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
、
本
号
掲
載
分
の
内
容
に
つ
い

て
は
、
上
記
論
文
提
出
後
に
公
表
さ
れ
た
エ
ツ
ィ
オ
ー
ニ
の
論
考
を
中
心
と
し
て
大
幅
な
加
筆
を
し
つ
つ
、
そ
の
内
容
を
扱
っ
た
、
下
記
二

つ
の
研
究
会
に
お
け
る
拙
報
告
と
そ
の
後
の
質
疑
応
答
を
踏
ま
え
た
修
正
を
行
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
立
命
館
大
学
法
学
部
民

事
法
研
究
会
（
二
〇
一
七
年
七
月
十
四
日
開
催
）、
第
二
に
、
科
研
費
基
盤
研
究
（
Ａ
）「
新
段
階
の
情
報
化
社
会
に
お
け
る
私
法
上
の
権
利

保
護
の
あ
り
方
」
研
究
会
（
京
都
大
学
：
潮
見
佳
男
教
授
代
表
）（
二
〇
一
八
年
二
月
二
十
四
日
開
催
）
で
あ
る
。
上
記
各
研
究
会
に
お
い

て
は
、
拙
報
告
に
対
し
貴
重
な
ご
意
見
・
ご
指
摘
を
数
多
く
頂
い
た
。
記
し
て
お
礼
申
し
上
げ
る
。
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